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北京語：天晴嘞(文末語気助詞)   想好嘞再说(動詞接尾辞)      (游汝杰 1992:12) 
        [晴れたね]             [よく考えたら話す] 
蘇州語：天晴哉(文末語気助詞)   想好仔再说(動詞接尾辞)      (游汝杰 1992:12) 
        [晴れたね]             [よく考えたら話す] 
常州語：天晴既(文末語気助詞)   想好则再说(動詞接尾辞)      (游汝杰 1992:12) 
        [晴れたね]             [よく考えたら話す] 
                          
游汝杰(1992:12)はこのような対照研究によらなければ、北京語における 2 つの同形の“嘞
le”を区別することは難しいと述べている。また、朱德熙(1980)は普通話と広東語の助詞を
対照した。朱德熙(1980b:161)は普通話の助詞“的 de”の 3 つの文法機能を広東語との対照
を通して明確にした。朱德熙(1980b:162)によれば、普通話の“的 de”は広東語の“咁 gam”、












本論文は 7 章からなる。 





次の 4 つである。 
                                                   











論、統語論の 3 分野にわたって包括的に考察する。 





























詞接尾辞“噉 gam”がある。このように、普通話の“的 de”“地 de”と広東語の“嘅 ge”“噉
gam”は対応関係にある。構造助詞と状態詞接尾辞“的 de”“地 de”と“嘅 ge”“噉 gam”
は常に形容詞の後ろに現れる。形容詞の中でも重ね型形容詞は型により文法機能が異なる
ため、広東語と普通話の対応関係の分析に有効である。重ね型形容詞が定語、状語、述語、
補語になる場合、普通話の“的 de”“地 de”、広東語の“嘅 ge”“噉 gam”それぞれとの
共起状況を対照することで、広東語と普通話の相違点が明確になるとともに、広東語の構
造助詞と状態詞接尾辞の特徴も考察できる。 












造の内、“点解 dimgaai A 嘅 ge2”は多く研究されているが、文法機能について先行研究の意
見は一致していない。特に“嘅 ge2”の文法機能は複雑であり、“点解 dimgaai”との共起には
未だ不明な点がある。“点解 dimgaai A 嘅 ge2”の生起条件を考察することで、広東語の枠構
造の特徴が明確になると予想される。これと同じく「前置副詞……文末語気助詞」の構造
であり、疑問を表すことができる普通話の枠構造“难道 nandao A 吗 ma”は広東語の“点解
dimgaai A 嘅 ge2”に対応しうるため、これとの対照を試みる。これによって、広東語の枠構






















 詹伯慧(2002)によると、言語学の理論・方法を用いた広東語の研究は 20 世紀の頭に初め
て現れた。その例として詹憲慈(1924)の『廣州語本字』が挙げられる。1940 年代に入って、
広東語に関する研究には明らかな進展があった。例えば、黃錫凌(1941)の『粵音韻彙』は最

















































































                                                   














































化」、「主母音の[ɐ]音化」という 3 方面に反映されると説明している(李新魁 1990:72-75)。最
後に韻尾の変化について、「-m 韻尾の消失」、「韻尾の円唇化」、「韻尾の繁殖」という 3 つの
現象を説明している(李新魁 1990:75-76)。 
声調を中心とした研究としては施其生(2004)が挙げられる。施其生(2004)、は広東語の陰
平調における 55 調の由来を明らかにするために、100 年前の広東語教材 2 冊を考察し、55
















































                                                   
6 本研究の広東語ピンイン表記はイェール式広東語発音表記を用いる。 





(张凌 2010:143)。① [aːi]と[ɐi]、[aːu]と[ɐu]の 2 ペアにおいて、韻腹(二重母音の第 1 母音)と
韻尾(二重母音の第 2 母音)の質にはあまり差がなく、弁別に関わる要素は韻腹と韻尾の相対






















ンの記述には、ヨーロッパの言語に常用される H、L の体系に M の水平調を加えたもので
行うべきであると述べている。 
黄秋华(2017)は音声処理ソフトを用いて広東語の鼻音声母、鼻音韻尾、母音鼻音化程度お






















































































表 1 広東語語彙の構成(鄧思穎 2015:42) 
実詞 
体詞 
名詞 书 水 兄弟 自由 张三 香港 今日 上面 
区別詞 正 副 唯一 亲生 非正式 过气 疏堂 原盅 
数詞 一 二 两 几 百 半 零 第一 
量詞 个 只 班 公斤 啲 下 
代詞(体詞性) 我 你 佢 呢 嗰 乜嘢 边 
述詞8 
動詞 憎 睇 咳 游水 係 有 应该 
形容詞 靓 红 企理 红红哋 论论尽尽 臭崩崩 
代詞(述詞性) 咁 噉 点 几 
虚詞 
副詞 好 唔 仲 先 啱啱 差唔多 净 唔通 究竟 
介詞 喺 从 同 用 畀 
連詞 同埋 或者 定 因为 虽然 如果 
助詞 先 添 咁滞 嚟 咋 啩 咩 喎 罢啦 啊 
その他 
擬声詞 嘭 嘟 叮当 时时沙沙 呯令嘭冷 
感嘆詞 咦 啊 嘘 喂 吓 嗬 








分類は、表 2 のようになる。 
 
表 2 普通話語彙の構成(刘月华ほか 2001:4) 
実詞 
体詞 
名詞 桌子 国家 科学 明天 外 里边 
代詞 我 你们 每 这 那 怎么样 
数詞 一 三 十 百 千 万 亿 
量詞 个 件 斤 双 副 次 遍 
副詞 很 又 都 永远 渐渐 亲自 
述詞 
動詞 走 懂 喜欢 是 醒 可以 应该 
形容詞 红 伟大 胖 对 高兴 自由 
虚詞 
介詞 在 从 自 向 由 于 给 
連詞 和 与 因为 虽然 因此 即使 
助詞 
结构助词：的 地 得 等 
动态助词：了 着 过 来着 
语气助词：啊 呢 吧 的 了 吗 
擬声詞 砰 咚咚 轰 劈里叭啦 哗哗 
その他 感嘆詞 唉 哼 
 








しかし、表 1 と表 2 の広東語と普通話の語彙分類には一致しないところもある。例えば、











 饶秉才・欧阳觉亚・周无忌(1981a:9)は広東語語彙の 3 分の 2 は普通話と意味も漢字表記も





と普通話の同義異形語には完全異形と部分異形という 2 種類がある。2 つ目は、広東語には
普通話との同形異義語が多く存在するということである。これらの同形異義語は、①意味
が大いに異なるまたは正反対であるが、関連がある、②意味が異なる上、関連もない、③





























によると、広東語では語を形作る主要な手段は、次の①、②、③の 3 つである。 
① 接辞化(接頭辞と接尾辞) 
② 重ね型(語や音節の重ね形式) 











品詞ごとの先行研究は体詞、動詞、形容詞、虚詞の 4 つに分けて考察することができる。 
3.2.1 体詞 
 体詞を対象とした研究は、名詞と量詞9に関するものが多数である。 




















































動詞の 4 つに分類した。この 4 類型それぞれに独自の文法形式に基づいて、広東語の「手
放さずに持つ動作」を表す動詞を説明した。 
3.2.3 形容詞 












                                                   






















































































































構造について詳しく議論する。第 6 章ではまず、意味、構造、配列という 3 つの側面から
両言語の枠構造を比較する。さらに、両言語の枠構造は中心が前・後置成分の中にどちら
にあるのかを明らかにするために、広東語の“点解 dimgaai A 嘅 ge2”と普通話の“难道 nandao 









































































































例：河童[kappa] 14 八百[hapʲpʲakɯ] 
雪駄[setta]   一致[ittɕi]  三つ[mittsɯ]  
作家[sakka] 日記[ɲikʲkʲi]  
 
② 後ろの子音が摩擦音の場合には、摩擦音の持続が長くなる。 
例：一茶[issa] 必死[çiɕɕi]  
                                                   











































1.2.1  広東語の声母 
 広東語では音節頭に立つ子音を声母と呼ぶ。声母となりうる子音には以下の19個がある。 
 

















無気 有気 無気 有気 
両唇音 b [p] p [pʰ]   m [m]    
唇歯音      f [f]   
歯音 d [t] t [tʰ]   n [n]   l [l] 
後部歯茎音 
(歯茎音) 
  j [ts/tʃ] ch [tsʰ/tʃʰ]  s [s/ʃ]   
硬口蓋音     ng [ŋ]  y [j]  
軟口 
蓋音 
非円唇 g [k] k [kʰ]       
円唇 gw [kʷ] kw [kʷʰ]      w [w] 
声門音      h [h]   
 
1.2.2  広東語の韻母 







                                                   
17 セル内のアルファベットはイェール式広東語発音表記であり、括弧内は発音の IPA 音声表記である。ま
た、[ts]と[tʃ]両方とも j で表記し、[tsʰ]と[tʃʰ]両方とも ch で表記する。 
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 表 3 広東語の韻母18 




























aai ai   ei   eui oi       ui     
[aːi]  [ɐi]   [ei]   [øy] [ɔːi]       [uːi]     
aau au           ou iu         





aam am             im         
[aːm] [ɐm]             [iːm]         
aan an       eun on   in   un   yun 
[aːn]  [ɐn]       [øn] [ɔːn]   [iːn]   [uːn]   [yːn] 
aang ang eng   eung   ong     ing   ung   





aap ap             ip         
[aːp] [ɐp]              [iːp]         
aat at       eut ot   it   ut   yut 
[aːt] [ɐt]       [øt] [ɔːt]   [iːt]   [uːt]   [yːt] 
aak ak ek   euk   ok     ik   uk   
[aːk] [ɐk] [εːk]   [œːk]   [ɔːk]     [ık]   [ʊːk]   
 
 それ以外に、単独で音節となる m[m]、ng[ŋ]という 2 つの単韻母がある。 





で、広東語は 6 つの弁別的な声調を持っているともいわれている。ピッチパターンを 1~6
の数字で示すと、図 5 のようになる(右側の数字 1~5 はピッチの高さである)。 
                                                   





図 5 広東語声調のピッチパターン 
 
 この 1~6 のピッチパターンで分けると、広東語の声調は表 4 のようになる。 
 
表 4 広東語の声調 
番号 声調名 例 
1 陰平声 诗(si1) 
上陰入声 识(sik1) 
2 陰上声 史(si2) 
3 陰去声 试(si3) 
下陰入声 泄(sit3) 
4 陽平声 时(si4) 
5 陽上声 市(si5) 
6 陽去声 事(si6) 
陽入声 食(sik6) 
  
1.2.4  広東語の韻尾 






























 促音は後続する音により実際の発音が変わり、基本的に p、t、k、s の 4 種類があるのに
対し、入声韻尾は p、t、k の 3 種類だけである。また、杉山(1988:75,77)によれば、広東語の
入声韻尾は後続の音節に影響されない。例えば、「一」は常に yat と発音され、後ろにどの
ような声母が来ても yap や yak などとは発音されない。 
他方で入声韻尾の p、t、k と促音の p、t、k は息が詰まるという共通の特徴があるので、
聴覚印象では一定の類似性があるといわれる。とくに入声韻尾の子音が後続する音節の音
                                                   














































 実験協力者は、東京都・千葉県出身の日本語母語話者 10 人、北方方言母語話者の日本語




K-F3 のような形になる。H と K は発音の傾向を明らかにするために、日本語学習歴が 300
時間以内の初級レベルの人に限定した。 
 










J 10(M3、F7) 20.7 東京都・千葉県 
北方方言母
語話者 





K 15(M3、F12) 20.1 広東省内広東語が使用される地域 
 
2.2 録音の手順 
 2012 年 3 月 31 日～4 月 8 日の間に、中国広東省で広東語母語話者 15 人の音声を録音し
た。4 月 26 日～7 月 15 日の間、筑波大学および東京都内で北方方言母語話者の録音を実施
した。日本語母語話者の音声は、6 月 14 日～8 月 31 日の間に筑波大学で録音した。 
36 
 
すべての音声は録音機 Roland WAVE/mp3 RECORDER R09 を用いて録音し、解析は音声分
析ソフト「Praat」を用いて行った。 
 録音項目はカードに印刷し(1 枚に 1 語または 1 文)、録音実験を行う際に、実験協力者に
カードを 1 枚ずつ提示しながら読んでもらった。1 項目につき 3 回提示し、収録を行った。
















































表 6 日本語の録音項目 
単独の促音語 文中の促音語 単独の非促音語 文中の非促音語 
Jtt ぱった Jtt これはぱった21です。 Jt ぱた Jt これはぱたです。 
Jkk ぱっか Jkk これはぱっかです。 Jk ぱか Jk これはぱかです。 
Jss ぱっさ Jss これはぱっさです。 Js ぱさ Js これはぱさです。 



















































































以上の 5 つである。 
                                                   


































各実験協力者の 1 つ 1 つの実験語の 3 回の発話を計測して、各実験語の平均値を算出し
た。算出した数値は各実験協力者の個人の数値とする。各実験協力者の個人の数値をもと
にして、各グループの平均値を算出した。各グループの平均値は表 8から表 10にまとめた。 
表 8 日本語母語話者の各項目の平均値(単位：ms) 
 
単独 文中 
V1 C V1 C V2 W 
Jp 56.6 104.5 54.7 75.2 93.0 254.8 
Jpp 72.1 237.0 71.8 170.0 83.3 358.0 
Jt 57.2 104.5 55.3 68.2 85.8 249.5 
Jtt 72.6 234.7 72.4 169.8 82.6 360.3 
Jk 54.2 103.7 57.3 75.9 76.5 250.2 
Jkk 69.0 218.8 70.7 175.3 74.0 317.3 
Js 68.6 111.5 68.9 84.9 91.4 267.3 
Jss 84.4 231.5 86.3 179.1 84.2 374.2 
表 9 北方方言母語話者の各項目の平均値(単位：ms) 
 
単独 文中 
V1 C V1 C V2 W 
Jp 75.7 95.9 68.8 80.2 98.6 323.7 
Jpp 107.8 252.3 107.2 223.0 106.4 518.2 
Jt 78.7 114.2 82.5 84.0 89.8 345.6 
Jtt 107.3 231.2 101.8 183.9 102.8 471.9 
Jk 79.1 95.9 73.2 76.5 83.5 331.0 
Jkk 100.4 209.7 98.2 202.6 94.0 478.2 
Js 94.0 127.5 92.2 112.6 97.4 354.4 




表 10 広東語母語話者の各項目の平均値(単位：ms) 
日本語 
単独 文中 
V1 C V1 C V2 W 
Jp 84.8 85.5 75.9 78.7 120.8 339.1 
Jpp 99.8 197.0 73.9 169.6 147.6 465.7 
Jt 93.4 102.3 83.7 92.9 128.1 391.3 
Jtt 86.3 193.3 90.7 161.6 142.3 475.5 
Jk 84.4 108.5 79.1 85.2 121.9 373.0 
Jkk 91.3 167.3 85.0 143.0 134.7 450.5 
Js 100.7 137.0 101.8 128.9 145.6 411.1 
Jss 98.6 216.3 100.5 186.8 146.5 466.6 
広東語 
単独 文中 
V1 C V1 C V2 W 
Kp 171.5 74.1 156.3 62.9 153.3 437.3 
Kpp 99.9 157.3 95.6 115.7 147.1 436.4 
Kt 176.6 61.7 160.1 52.9 149.7 433.2 
Ktt 105.4 154.7 100.0 121.2 144.8 443.4 
Kk 162.5 70.1 152.4 54.9 139.0 419.1 
Kkk 102.6 145.7 97.2 117.9 144.1 433.9 
Ks 190.1 117.3 162.0 98.3 152.1 423.2 































































 まずは子音長の実験結果をまとめた。各実験協力者個人の C、C/V1、C/V2、C/W の値は
実験語ごとにそれぞれ 3 回の発話の平均値とする。そして、個人の C、C/V1、C/V2、C/W













表 11 p 子音長の実験結果(単位：ms) 
実験語 実験協力者 
単独 文中 
C C/V1 C C/V1 C/V2 C/W 
Jp 
J 平均 104.5 189% 75.2 141% 81% 29% 
H 平均 95.9 134% 80.2 135% 87% 24% 
K 平均 85.5 108% 78.7 111% 67% 23% 
Jpp 
J 平均 237.0 336% 170.0 246% 207% 47% 
H 平均 252.3 255% 223.0 237% 244% 41% 
K 平均 197.0 254% 169.6 252% 116% 36% 
Kp K 平均 74.1 44% 62.9 40% 44% 14% 
Kpp K 平均 157.3 164% 115.7 124% 80% 26% 
 
表 12 t 子音長の実験結果(単位：ms) 
実験語 実験協力者 
単独 文中 
C C/V1 C C/V1 C/V2 C/W 
Jt 
J 平均 104.5 191% 68.2 132% 79% 27% 
H 平均 114.2 153% 84.0 106% 120% 23% 
K 平均 102.3 124% 92.9 123% 73% 24% 
Jtt 
J 平均 234.7 332% 169.8 242% 207% 47% 
H 平均 231.2 231% 183.9 195% 190% 38% 
K 平均 193.3 252% 161.6 212% 115% 33% 
Kt K 平均 61.7 36% 52.9 34% 36% 12% 











表 13 k 子音長の実験結果(単位：ms) 
実験語 実験協力者 
単独 文中 
C C/V1 C C/V1 C/V2 C/W 
Jk 
J 平均 103.7 202% 75.9 139% 103% 30% 
H 平均 95.9 132% 76.5 111% 95% 22% 
K 平均 108.5 142% 85.2 118% 73% 23% 
Jkk 
J 平均 218.8 324% 175.3 255% 240% 49% 
H 平均 209.7 229% 202.6 223% 239% 40% 
K 平均 167.3 219% 143.0 190% 106% 30% 
Kk K 平均 70.1 45% 54.9 37% 41% 13% 
Kkk K 平均 145.7 146% 117.9 122% 83% 27% 
 
表 14 s 子音長の実験結果(単位：ms) 
実験語 実験協力者 
単独 文中 
C C/V1 C C/V1 C/V2 C/W 
Js 
J 平均 111.5 167% 84.9 128% 96% 32% 
H 平均 127.5 139% 112.6 127% 119% 31% 
K 平均 137.0 148% 128.9 137% 90% 32% 
Jss 
J 平均 231.5 283% 179.1 215% 216% 48% 
H 平均 216.8 207% 192.2 178% 190% 40% 
K 平均 216.3 250% 186.8 213% 132% 40% 
Ks K 平均 117.3 66% 98.3 62% 67% 23% 
Kss K 平均 184.6 167% 146.3 135% 93% 34% 
 
 表 11 から表 14 より、子音長に関するさまざまな特徴が見られる。最も目立つのは、入
声語の子音長が促音語より短いことであろう。入声韻尾は促音と類似点が多いのにもかか
わらず、実際に調音する際には子音長が明らかに促音より短い。J、H、K の間の差は数値








の実験結果をまとめると、表 15 から表 17 のようになる。促音語と非促音語の先行母音長
を計測した結果は表 15 である。 
 
表 15 促音語と非促音語の先行母音長(単位：ms) 
実験語 
 
単独 V1 文中 V1 
J H K J H K 
Jp 56.6 75.7 84.8 54.7 68.8 75.9 
Jpp 72.1 107.8 99.8 71.8 107.2 73.9 
Jt 57.2 78.7 93.4 55.3 82.5 83.7 
Jtt 72.6 107.3 86.3 72.4 101.8 90.7 
Jk 54.2 79.1 84.4 57.3 73.2 79.1 
Jkk 69 100.4 91.3 70.7 98.2 85 
Js 68.6 94 100.7 68.9 92.2 101.8 




表 16 促音語と非促音語の後続母音長(単位：ms) 
実験語 
文中 V2 
J H K 
Jp 93 98.6 120.8 
Jpp 83.3 106.4 147.6 
Jt 85.8 89.8 128.1 
Jtt 82.6 102.8 142.3 
Jk 76.5 83.5 121.9 
Jkk 74 94 134.7 
Js 91.4 97.4 145.6 




 広東語母語話者の入声語と非入声語の先行母音長と後続母音長も計測して、表 17 にまと
めた。 
 
表 17 入声語と非入声語の先行母音長と後続母音長 
実験語 
単独 文中 
V1 V1 V2 
Kp 171.5 156.3 153.3 
Kpp 99.9 95.6 147.1 
Kt 176.6 160.1 149.7 
Ktt 105.4 100.0 144.8 
Kk 162.5 152.4 139.0 
Kkk 102.6 97.2 144.1 
Ks 190.1 162.0 152.1 






規則性が見られない。日本語学習者の傾向を見ると、H の先行母音長は J の傾向と同じで
あるが、後続母音長は J と逆になった。K の母音の長短はばらばらであり、規則性は見ら













 促音には p、t、k、s があるのに対し入声韻尾には p、t、k しかないため、入声韻尾にある
破裂促音 p、t、k と入声韻尾にない摩擦促音 s は分けて分析する必要がある。ここで日本語
母語話者・北方方言母語話者の破裂促音と比較することを通して、広東語母語話者の破裂
促音 p、t、k が入声韻尾の p、t、k による干渉を受けているかを考察する。 
5.1.1 非促音語と促音語 
 子音長については、非促音語と促音語の C、C/V1、C/V2、C/W に与える母語と子音種の
影響を分析するために、C、C/V1、C/V2、C/W のそれぞれを従属変数とし、母語 J、H、K
の 3 水準を被験者間因子 A、子音種 Jp、Jpp、Jt、Jtt、Jk、Jkk 、Js、Jss の 8 水準を被験者
内因子 B とした分散分析を行った。それぞれの結果を以下のようにまとめる。 
① C 母語と子音種の交互作用に有意差がみられた(F(14,288)=2.205, p=0.008<0.05)。 
② C/V1 子音種の主効果が有意であった(F(7,288)=19.496, p=0.000<0.05)。母語の 3 水準間
で有意な差が認められなかった。 
③ C/V2 母語と子音種の交互作用に有意差がみられた(F(14,288)=3.409, p=0.000<0.05)。 
④ C/W 母語と子音種の交互作用に有意差がみられた(F(14,288)=2.472, p=0.003<0.05)。 
C、C/V2 と C/W の母語と子音種の交互作用がみられたことから、C、C/V2 と C/W は母語
と子音種の 2 つの要因が相互に影響を及ぼしていると考えられる。C/V1 は子音種の間にだ
け有意差が見られた。 
以上の分散分析の結果を踏まえて、Bonferroni 法による多重比較を行った。ペアごとの有
意確率 p 値を、破裂促音は表 18 から表 20 に、摩擦促音は 5.2 で表 21 に示す。C/V1 の分散
分析で母語の 3 水準間で有意差が見られなかったため、C/V1 は表に入れない。太字に「*」
がついているところは有意差がみられたところである。 





                                                   
24 単独の実験語の結果は C、C/V1 しかないので、第 5 節は文中の実験語の結果を中心に考察する。 
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表 18 非促音語・促音語の C の多重比較結果 
子音種 J と H J と K H と K 
非促音語 
Jp 1.000 1.000 1.000 
Jt 1.000 0.615 1.000 
Jk 1.000 1.000 1.000 
促音語 
Jpp *0.017<0.05 1.000 *0.006<0.05 
Jtt 0.649 1.000 0.198 
Jkk *0.022<0.05 0.294 *0.000<0.05 
  




表 19 非促音語・促音語の C/V2 の多重比較結果 
子音種 J と H J と K H と K 
非促音語 
Jp 1.000 1.000 0.836 
Jt 0.287 1.000 0.106 
Jk 1.000 0.755 0.582 
促音語 
Jpp *0.047<0.05 *0.001<0.05 *0.000<0.05 
Jtt 1.000 *0.001<0.05 *0.000<0.05 
Jkk 0.877 *0.000<0.05 *0.000<0.05 
 











表 20 非促音語・促音語の C/W の多重比較結果 
子音種 J と H J と K H と K 
非促音語 
Jp 0.418 0.125 1.000 
Jt 1.000 0.843 1.000 
Jk 0.108 *0.030<0.05 1.000 
促音語 
Jpp 0.618 *0.000<0.05 *0.012<0.05 
Jtt 0.160 *0.000<0.05 *0.006<0.05 
Jkk 0.334 *0.000<0.05 *0.000<0.05 
 
 表 20 からわかるように、C/W の場合も促音語のほぼ全部で、K と J および H の有意差
が見られる。表 19 と比較すると、原因は W が V2 に大きく影響を受けたからであると推測
できる。 
5.1.2干渉の様相 








 そこで、広東語母語話者の促音語の特徴がより反映されると考えられる項目 C/V2 を詳し




図 7 Jkk の J、H、K の C・V2 の分布 
 
 図 7 を見ると、J と K の縦軸 C の値は重なっている部分が多いが、横軸 V2 の値は K の
ほうが数値が大きく、J の数値とほぼ重なっていないことがわかる。また、 J、K は違う範
囲で分布しているが、分布の形が非常に類似している。近似直線を引くと、両者ともほぼ
同じ傾きを持つ。つまり、縦軸の C 値と横軸の V2 値がほぼ比例するという傾向がある。H
の範囲は J を包んでおり、K と重なっている部分も多いが、そのような比例の関係は認め
られない。したがって、K の V2 は J より長いが、C と比例するという点では共通してい
る。H は J と数値が近似であるが、C と V2 の関係は大きく異なる。 
さらに客観的に C と V2 の関係を見るために、図 7 の Jkk における J、H、K のそれぞれ
について C と V2 の間の相関係数を求めた。その結果、J は r=0.459、H は r=-0.002、K は
r=0.627 である。すなわち、J と K は 0.4＜|ｒ|≦0.7 であるため、C と V2 の間に正の相
関が認められた。他方 H は 0＜|ｒ|≦0.2 という区間にあり、ほとんど相関がみられなかっ
た。この結果も前述の分析を支持している。つまり、J と K は C と V2 が比例するという
傾向があるが、H にはそういった傾向が見られない。 
 ここで広東語母語話者は促音を生成する際に、なぜ北方方言母語話者と異なるように生
成するのかを調べるために、広東語母語話者の Kkk の C、V2 の分布を Jkk と比較する。


























図 8 K の Jkk 文中と Kkk 文中における C・V2 の分布 
 
図 8 は Kkk の C、V2 の分布は、縦軸の C 値と横軸の V2 値の中でどちらかを伸ばすと、
その他方も一定の割合で伸びるという傾向をより集中的に、かつ明確に示したものである。
Kkk と Jkk の C、V2 の分布は重なっている部分が多く、Jkk はほぼ Kkk を含んでいる。
また、分布範囲の形も非常に似ており、近似直線も類似している。Kkk における C と V2
の間の相関係数を求めると、r=0.724 であり、高い正の相関が認められた。ここから、広東
語母語話者の促音の C と V2 の長短関係が北方方言母語話者と違う原因は、広東語母語話
者が促音語を生成する際に入声韻尾の生成方法を使っているからであると推論できる。 






























図 9 は、Jkk の J、H、K の V1、V2 の分布である。 
 
 
図 9 Jkk の J、H、K の V1、V2 の分布 
 
 図 9 から、V1 については J はすべて 40 から 100 の区間に、H、K も多くは 40 から 100
の区間に分布しており、残りはほぼ 100 から 140 の区間にあることがわかる。すなわち、
H、K の V1 の値は J より幅広いが、重なっている部分が多く、一番集中する区間も同じで
ある。しかし、三者の V2、特に J と K の V2 は大きく異なる。J の V2 はすべて 100 以下、
K の V2 はほぼ 100 以上、H は J と K の中間あたりにある。したがって、K が J および H
と比べて最も目立つ特徴が、V1 ではなく、V2 にあることがここから言える。 
 それでは、入声韻尾の V1 と V2 はどうであろうか。K の Jkk と Kkk における V1、V2




























図 10  K の Jkk と Kkk の V1、V2 の分布 
 
 図 10 の Kkk の分布も Jkk と同じように三角形になった。しかし、2 つの三角形の底辺
はほぼ同じ長さであるが、高さははっきりと異なっている。つまり、V2 の数値はほぼ同じ
区間で分布しているが、V1 はそうではないということである。 








5.2 摩擦促音の子音長  
 ここでは日本語母語話者と北方方言母語話者の摩擦促音と比較することを通して、広東
語母語話者の摩擦促音 s は、摩擦音を含む入声語による干渉を受けているかを考察する。 
5.2.1非促音語と促音語 
 5.1 で述べたように、日本語母語話者、北方方言母語話者と広東語母語話者の非促音語の
C、C/V1、C/V2、C/W と促音語の C、C/V1、C/V2、C/W に対してそれぞれ多重比較を行


























語の 3 水準間で有意差が見られなかったため、C/V1 は表に入れない。太字に「*」がつい
ているところは有意差がみられたところである。 
表 21 は摩擦促音 s の C、C/V2 と C/W における多重比較の結果を整理したものである。 
 
表 21 非促音語・促音語の多重比較結果 
分析項目 J と H J と K H と K 
非促音語 
Js 
C 0.301 0.073 1.000 
C/V2 0.656 1.000 0.311 
C/W 1.000 1.000 1.000 
促音語 
Jss 
C 0.724 1.000 1.000 
C/V2 1.000 *0.004<0.05 *0.003<0.05 
C/W 0.299 *0.019<0.05 0.710 
 
 表 21 に示されたように、一番目立つのは促音語の C/V2 であり、K は破裂促音と同じよ
うに J および H 両方ともに有意差が見られた。つまり、摩擦促音 s は破裂促音 p、t、k と
同じように、促音語の C/V2 に広東語母語話者の特徴が反映されているといえる。 
5.2.2干渉の様相 
 ここでは促音語の V2 の様相を考察する。5.1 ですでに広東語母語話者は破裂促音語の V2
を破裂入声語の V2 と同じ長さで生成することが分かったが、摩擦促音語の場合はどうであ
ろうか。そこで、Jss の V2 を比較する。 
 





































































 図 11 でわかるように、J が一番短く、K が一番長く、H が J と K の中間にある。これは
破裂促音の V2 の特徴と非常に類似する。K が V2 を長く発音する原因を見つけるために、
対応する入声語の V2 の特徴と比較する必要がある。そこで、広東語母語話者の Jss と Kss
の V2 の分布比較を図 12 で示した。 
 
 
図 12 K の Jss と Kss の V2 の分布比較 
 
 図 12 でわかるように、Jss と Kss の V2 のピークが非常に近く、範囲から見ても明確な
差異が見つからない。そこで、K の Jss と Kss の V2 について反復測定による 1 元配置の







 第 5 節では、録音実験の結果を子音長の面から考察したが、本節では前後母音長の面か

















































































K 三群の非促音語と促音語における V1 の長短関係を比較する。 
 
 
図 13 J の非促音語と促音語における V1 の比較 
 




図 14 H の非促音語と促音語における V1 の比較 
 
 図 14 は H の文中非促音語と促音語における V1 の長短関係を示したものである。H の非


















促音語と促音語における V1 は J の数値より大きいが、子音の種類によらず J と同じ傾向が
見られる。北方方言母語話者の促音においても、促音語に先行する母音のほうが非促音語
の先行母音より長いという特徴がある。続いて、K の非促音語と促音語における V1 の比較
を図 15 に示す。 
 
 
図 15 K の非促音語と促音語における V1 の比較 
 




いない。その原因を探るために、非入声語と入声語の V1 を確認する。 
 
 
図 16 K の非入声語と入声語における V1 の比較 
 


















 図 16 に示すように、非入声語と入声語の V1 の長短関係は非促音語と促音語の V1 とは
全く異なる。子音種によらず、入声語の先行母音は明らかに非入声語の先行母音より短い。















図 17 J の非促音語と促音語における V2 の比較 
 
 図 17 が示している結果は、先行研究と一致している。すなわち、日本語母語話者が生成
する促音語の後続母音は非促音語のそれより短い。次の図 18 は H の非促音語と促音語にお
ける V2 長を示したものである。 
 











図 18 H の非促音語と促音語における V2 の比較 
 
 図 18 からわかるように、非促音語と促音語の V2 長において、H は J と逆の傾向を持っ
ている。子音種によらず、促音語の V2 は非促音語の V2 より長い。これは、5.1 で述べた
H の非促音語・促音語の V1 の傾向と同じである。つまり、北方方言母語話者の促音語は非
促音語より子音が長いだけでなく、子音に先行する母音および後続する母音の両方とも伸
びているということである。 
 続いて、K の非促音語と促音語における V2 長の比較を図 19 に示す。 
 
 
図 19 K の非促音語と促音語における V2 の比較 
 
 図 19 でわかるように、K の非促音語と促音語における V2 はいずれも明らかに J、H よ
り長い。また、破裂促音 p、t、k の場合は促音語の V2 のほうが非促音語より長いが、摩擦
促音 s の場合は両者の数値がほぼ同じである。つまり、K は破裂促音の場合には H と同様
に J と正反対の傾向を持っているが、摩擦促音の場合にはそうではないということである。



















非入声語と入声語における V2 と比較し、パターンが同じかどうかを確認する。 
 図 20 に K の非入声語と入声語における V2 長を示す。 
 
 
図 20 K の非入声語と入声語における V2 の比較 
 
 図 20 では、子音 p、t の場合は入声語の V2 が非入声語より短く、子音 k、s の場合は入
声語の V2 が非入声語より長いことが見られる。子音によって長くなったり短くなったりす
るため、全子音種に共通する傾向や規則性は見られなかった。しかし、K の発音する V2 は
(母語である広東語の)入声語・非入声語においても明らかに長い。つまり、K の非促音語と
促音語における V2 と非入声語と入声語における V2 は、長いという点で共通している。し
たがって、広東語母語話者は非促音語と促音語の V2 を、非入声語と入声語の V2 と同じよ
うに伸ばしている傾向があると考えられる。 
 6.1 を 6.2 の分析を総合すると、広東語母語話者の非促音語と促音語の V1 と、非入声語





を独立に伸縮した 4 つのパターンをキャリア文「次は、    、らしいです」に挿入し
知覚実験を行った結果、4 パターンの促音判断境界値の関係は LS＜SS＜LL＜SL であると
述べている。すなわち、先行母音が長く、後続母音が短いパターン(LS)が一番促音に聞こえ



















21 から図 23 に示す。 
 
 
図 21 J の促音語における V1、V2 
 
 大深ほか(2005)は、刺激語を作る際に、東京方言話者の/utatane/の先行母音と後続母音
の長さがともに 100ms 程度のものを選び、先行母音と後続母音の区間を約 15％伸縮して 4
種類のパターンを作成した。すなわち、伸長した先行・後続母音(L)は 115ms 程度、短縮し
た先行・後続母音(S)は 85ms 程度である。 
 図 21 に示した数値を見ると、V1、V2 とも数値が小さくほぼ 85ms にならないため、今
回の実験結果の J の文中促音語における V1、V2 を大深ほか(2005)の 4 パターンに当ては
めると、SS に該当する。 





















図 22 H の促音語における V1、V2 
 
 図 22 からわかるように、H の文中促音語における V1、V2 には大きな差が見られなかっ
たため、V1、V2 の間に長短差があるとは考えにくい。破裂促音 p、t、k の促音語における
V1、V2 の数値からみると、SS でもなく、LL でもなく、SS と LL の中間であると思われ
る。摩擦促音 s の場合は、LL に該当する。 
 本研究では知覚実験は行っていないが、大深ほか(2005)の結果によれば、時間長から考え
ると、H の発音では破裂促音のほうが摩擦促音より促音に聞こえる可能性がある。 
 続いて、図 23 で K の促音語における V1、V2 の関係を見る。 
 
 
図 23 K の促音語における V1、V2 
  



































全子音種で V2 のほうが V1 より顕著に長い。これは明らかに大深ほか(2005)の SL のパタ
ーンであると考えられる。すなわち、一番促音に聞こえにくいパターンである。 
 したがって、大深ほか(2005)が述べている 4 パターンの促音判断境界値から考えると、J、
H、K 三群の中で、一番促音に聞こえるのは J、二番目に促音に聞こえやすいのは H の破





長における入声韻尾の干渉関係はまだ明らかにされていない。そこで、図 23 を K の入声語





図 24 K の入声語における V1、V2 
 
 図 24 の V1・V2 パターンは図 23 と非常に類似している。K の入声語における V1・V2
の長短パターンは促音語における V1・V2 の関係と似ており、両者とも V1 が短く、V2 が




























図 25  K の非入声語における V1、V2 
 
 図 25 で確認できるように、非入声語の V1 と V2 の長短パターンは入声語とは対照的で、
























































 6.1 では J、H、K 三群の非促音語と促音語における先行母音の長短パターンを比較した。
先行研究(福井 1978、高田 1985、大深 2003)では、促音語のほうが非促音語より先行母音
が長いと述べている。北方方言母語話者と広東語母語話者の促音語にもこの特徴が見られ











持っているかを調べた。J、H、K 三群の非促音語と促音語における V2 の長短を比較した
結果、日本語母語話者の促音は先行研究と一致し、促音語の後続母音は非促音語のそれよ
り短いが、北方方言母語話者は日本語母語話者と対照的であることがわかった。すなわち、











音は SS、北方方言母語話者の破裂促音は SS と LL の中間、摩擦促音は LL、広東語母語話
者は SL にあたる。すなわち、三群を促音に聞こえやすい程度の順番で並べると、J＞H の
破裂促音＞H の摩擦促音＞K となると推測することができる。広東語母語話者の促音が促
音に聞こえにくい原因を分析した結果、入声韻尾の先行母音と後続音節の母音の長短パタ

















                                                   
25 日本語母語話者の促音語(図 23、SS パターン)と比べると、広東語母語話者の促音語(図 25、SL パター
ン)で V2 を伸ばしているとも言えるが、広東語母語話者の入声語(図 26、SL パターン)と非入声語(図 27、
LL パターン)を比べると、広東語母語話者が入声語と促音語の場合に V1 を短くしているとも言える。 
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① 重畳型形容詞：単音節形容詞 A26が重畳する“AA”、二音節形容詞 AB が重畳する
“AABB”、二音節形容詞 AB が不完全に重畳する“A 里 AB”。 
② 接尾辞を伴う形容詞：単音節形容詞 A が同一の音節の繰り返された接尾辞 BB と結合す
る“ABB”、単音節形容詞が三音節接尾辞と結合する“傻里呱唧”“黑咕隆咚”等、二
                                                   











A 里 AB、ABB(BAA)、ABAB である。 
 
例：好(よい)                   ⇒ 好好(AA)  
干净(清潔だ)               ⇒ 干干净净(AABB)  
糊涂(ぼんやりする)         ⇒ 糊里糊涂(A 里 AB)   
白(白い)                   ⇒ 白皑皑(ABB) 
霎白(血の気を失いまっ青だ) ⇒ 霎白霎白(ABAB) 
  霎白(血の気を失いまっ青だ) ⇒ 白霎霎 (BAA) 
 
また、AAB もあるが、普通話ではその数が少ないため、先行研究でもほとんど言及され
















ない。ほかに、特殊な重ね型と言われる A 一 A もあるが、これは使用する際に“一”が省
略され、AA になる27といわれる(李新魁ほか 1995:450)ため、本研究では AA と A 一 A を同
一に見なしている。 
 
例：红(赤い)          ⇒  红红/红一红(AA/A 一 A) 
傻(バカだ)         ⇒  傻傻哋(AA 哋) 
    企理(きちんと片付いている) ⇒   企企理理(AABB) 
  白(白い)          ⇒  白雪雪(ABB) 




 普通話の重ね型形容詞 AA、ABB、AABB、A 里 AB、ABAB、AAB の構造は、基本形式
が単音節形容詞か二音節形容詞かによって 2 種類に分けられる。 
単音節形容詞 A からなる重ね型は AA と ABB である。A が重なると AA になるが、これ
は捲舌化(“儿化”)され“AA 儿”になることが多い。A が二音節の接尾辞を伴う場合、そ
の接尾辞は通常同一の音節が繰り返されたものであり、ABB になる。 
二音節形容詞 AB からなる重ね型は AABB、A 里 AB、ABAB、BAA、AAB である。AB
が重なると AABB になる。A が重なり、接中辞“里”を挟むと A 里 AB となる。比喩的修飾
成分 A が B を修飾する形容詞 AB の場合、これを反復させると ABAB の形になり、A が接
尾辞に変化すると BAA になる。最後に、AAB は AB からなると言われるが、徐蓓(2009)は
この基本形式 AB は普通話には存在せず、広東語を含めたいくつかの方言にだけ存在する場
合があると述べている。 
次に、広東語の重ね型形容詞 AA、AA 哋、A 一 A、ABB、AAB、AABB、ABAB の構造
も基本形式が単音節か二音節かによって 2 種類に整理することができる。 
単音節形容詞 A は重ねることによって、AA、AA 哋、A 一 A という 3 類の重ね型となり
うる。また単音節形容詞 A が同一音節の繰り返された接尾辞を伴うと ABB、接頭辞を伴う
と BBA となる。また、単音節動詞または名詞 A が同一音節の繰り返された接尾辞と結合す
ると形容詞 ABB になることもある。 
二音節形容詞 AB の重ね型は AABB と ABAB の 2 種類である。  






















音節形容詞 A の場合(’は変調、z は接尾辞を表す)は、 
① AA 哋(A’A 哋)＜②A ＜③AA＜④A’A 、好 A＜⑤Azz＜⑥A 到死(鬼、乜)、鬼(鬼死)
咁 A＜⑦A 过头、A 得滞 
であり、二音節形容詞 AB の場合は、 
② 有啲 AB＜②AB＜③AABB＜④好 AB＜⑤A’AB＜⑥AB 到死(鬼、乜)、鬼(鬼死)咁 AB
































る ABB の場合、感情的ニュアンスは A によって決まることも BB によって決まることもあ





の 3 つが含まれている。 
① 重ね型形容詞は描写意味を表す。 








 以上に述べたように、広東語の重ね型形容詞は、単音節形容詞 A が重なる AA、AA 哋、
A 一 A と、単音節形容詞 A が同一音節の繰り返された接尾辞を伴う ABB、接頭辞を伴う
BBA と、単音節動詞または名詞 A が同一音節の繰り返された接尾辞と結合する ABB およ
び二音節形容詞が重なる AABB、ABAB というものが含まれる。類型から普通話の重ね型









をさらに再分類して表記する。1 音節を 1 つのアルファベットで表記し、重ね型形容詞の意
味核となる語は形容詞の場合、単音節形容詞を A、二音節形容詞を AB と表記する。なお、
AABB 型の形容詞が二音節形容詞 AB から成り立った場合は AABB(Ⅰ)と、AB が 1 つの二
音節形容詞として成立しない場合は、AABB(Ⅱ)と表記する。意味核となる語が名詞の場合
は N、動詞の場合は V と表記する。接頭辞を p、接尾辞を s と表記する。したがって、例え
ば普通話の“白皑皑”は Ass、“白白净净”は AABB(Ⅰ)、“花花绿绿”は AABB(Ⅱ)であ













表 1 利用した辞書の情報 
 初版年 主編者 発行所 見出語数 親文字数 ページ数 





約 42000 約 11000 1971 
東方広東語辞典 2005 年 千島英一 
東方 
書店 
約 45000 約 5000 1253 
 
表 2 語彙収集の統計結果(‰) 
 
AA 哋/A 一 A 
(広東語特有) 
AA ABB AAB AABB A 里(哩)AB ABAB 
東方中国語辞典 - 2.52 2.71 0.1 0.9 0.12 0 
東方広東語辞典 1.24/0.09 0.24 4.84 1.02 1.6 0.04 0 
 
表 2 に示しているように、広東語特有の A 一 A は数が少ない。それは時代の変遷ととも
に古い重ね型を使用する人が少なくなったため、辞書もあまり収録しないのであると考え





『東方中国語辞典』に見出しとして収録されている AABB は基本的に AABB(Ⅱ)である。
A里(哩)ABは両者とも数が少ない。ABABはこの 2つの辞書いずれにも収録されていない。 
総合すると、ABB と AAB 重ね型形容詞の豊富さは広東語重ね型形容詞における 1 つの特
徴であるといえよう。 
 
                                                   
29 収集した語彙リストが参照資料Ⅱに添付されている。収集した語彙は筆者が形容詞として使用できると
判断したものであるため、辞書での品詞分類は形容詞ではないものもある。 





2.2.1  AA 哋型 
これは広東語特有のものである。接尾辞“哋 dei”は、形容詞に付加される場合は指小性
を帯びるので、AA 哋は A よりも AA よりも意味程度が低い。例えば、“白(白い)”⇒“白
白哋(ちょっと白い)”。 
2.2.2  AA/A 一 A型 
AA は広東語と普通話の双方にあるが、A 一 A は普通話に存在しない。普通話の単音節形
容詞 A の重ね型 AA は主に書き言葉として使用され、文学的な表現を含んでいるものが多
いため、日常会話での使用頻度はさほど高くない。広東語の A 一 A は“一”を落とし声調
を変えることがあるため、広東語の AA は A 一 A の変調形式であるといわれる。例えば、
“白一白”(baak6yat1baak6；白い) ⇒ “白白”(baak2baak6)。 
2.2.3  ABB 型 
広東語には ABB の数が多く、構造も多様である。他方でこれはほとんど普通話にはない
表現である。単音節形容詞 A に重ね型接尾辞が後続する Ass(白+雪雪=白雪雪：雪のように
白い)、単音節名詞 N に重ね型接尾辞が後続する Nss(主語 N＋述語 ss)(口+花花=口花花：綺
麗事ばかり言う)、二音節形容詞 AB に B と同形の接尾辞 s が後続する Abs(牙刷+刷=牙刷刷：
威張っている)という 3 つの類型がある。広東語の ABB は一般的に話し言葉として使われる
ため、文字表記が不明なものが多い。この型の重ね型形容詞は物事の形や性質など、およ
び人間の感情を表し、中立またはマイナスのニュアンスを持っているものが多い。 
普通話の ABB は基本的に Ass(红+通通=红通通：赤い)構造であるが、Nss(血+淋淋=血淋
淋：血まみれだ)もまれに現れる。 
2.2.4  AAB 型 
広東語における AAB にはさまざまな構造のものがある。単音節形容詞 A に重ね型接頭辞
pp が先行する ppA(绷绷+紧=绷绷紧：きつい)、二音節形容詞 AB に A と同形の接頭辞 p が
先行する pAB(嗲+嗲吊=嗲嗲吊：いいかげんで無責任だ)、単音節名詞 N に重ね型接頭辞 pp
が先行する ppN(啖啖+肉=啖啖肉：噛むたびにお肉だ)、単音節動詞 V に重ね型接頭辞 pp が
先行する ppV(扎扎+跳=扎扎跳：地団駄を踏む)、単音節形容詞 A が重なって接尾辞 s が後続
する AAs(嘈嘈+闭=嘈嘈闭：うるさい)という 5 つが該当する。また、広東語の AAB は物事
の性質や人間の性格、行動、感情などを表す。 




2.2.5  AABB型 





2.2.6  A里(哩)AB 型 
広東語における A 里(哩)AB は数少ないが、広東語固有のものと普通話と共通のものがあ
る。普通話の A 里(哩)AB も広東語の A 里(哩)AB もマイナスの感情的ニュアンスを表す。
例えば、広東語の“糊哩糊涂(ぼんやりしている)”と普通話の“糊里糊涂(ぼんやりしてい
る)”は意味も感情的ニュアンスも同じである。 
2.2.7  ABAB型 




































   
2.4 意味の対照 
 再掲であるが、李劲荣・陆丙甫(2016:12-17)は普通話の重ね型形容詞の意味を再考し、以


























(1) a. 眼大、鼻高系导演拣演员嘅标准之一。 
[目が大きくて鼻が高いのは監督が俳優を選ぶ要件の 1 つだ。] 
   b. ?眼大大、鼻高高系导演拣演员嘅标准之一。 
     [同(1) a] 
   c. 呢个女仔眼大、鼻高，导演一眼就睇中咗佢。 
     [この女の子は目が大きくて鼻が高いので、監督は一目で彼女を選んだ。] 
   d. 呢个女仔眼大大、鼻高高，导演一眼就睇中咗佢。 
     [同(1) c] 
 














る。(2)a は基本形容詞、(2)b は重ね型形容詞、(2)c は程度副詞を伴う基本形容詞を使った文
であるが、a も b も自然な文であるのに対し、(2)c では程度副詞の表す量が過剰なために、
不自然な文になった。(2)b は重ね型形容詞を使用することを通して精確な量を表した。 
 
(2) a. 小姑娘的眼睛要画得大才好看。 
     [女の子の目は大きく描かなければならない。] 
   b. 小姑娘的眼睛要画得大大的才好看。 
     [同(2) a] 
   c. ?小姑娘的眼睛要画得很大才好看。 




(3) a. 狗仔要肥先得意。 
     [ワンちゃんは太い方が可愛い。] 
   b. 狗仔要肥肥哋先得意。 
     [同(3) a] 
   c. 狗仔要肥 düt düt31先得意。 
     [同(3) a] 
   d. ?狗仔要好肥先得意。 
     [同(3) a] 
 







































秋(2014)があげられる。井出(2001:218-219)は、Ass の ss に着目し、擬音語由来の接尾辞 ss は、











飕(寒い)”“香扑扑(香ばしい)”のように、聴覚を表せない A に聴覚を表す ss が付加され、
比喩的に聴覚の意味が表せるということである。肖潇(2012)によれば、Ass では ss が A を修
飾する関係で共感覚的比喩が生成されるので、Ass の表す感覚がより多様になったとされて





晓炜(2002)の主張は ss が感覚共有性を高くする機能を持っていないというものである。 
以上のように、単音節形容詞 A が Ass となったときに共感覚が起きるかどうか、という

























形容詞をさらに細分類して表記する。1 音節を 1 つのアルファベットで表記し、重ね型形容
詞の意味核となる語は形容詞の場合、単音節形容詞を A と表記する。したがって、A が完
全に重複すると AA と表記する。意味核となる語が名詞の場合は N、動詞の場合は V と表
記する。接頭辞を p、接尾辞を s と表記する。例えば、“白皑皑”は Ass、“血淋淋”は Nss、
“溜溜平”は ppA である。第 3 節の研究対象は AA、Ass と ppA である。 
 普通話における重ね型の意味核となる単音節形容詞 A は、牟云峰(2005:142-145)がまとめ
た感覚を表す単音節形容詞の中から複数の感覚を表すもの 14 語を AA と比較するリストを
作った。Ass は、前述の 14 語の A を参考に、対象となる Ass を『现代汉语重叠形容词用法
例释』から 49 語収集した。ppA は、『现代汉语重叠形容词用法例释』に収録されたものから
















 広東語における重ね型の意味核となる単音節形容詞 A は、前述の牟云峰(2005)がまとめた
感覚を表す単音節形容詞の中から複数の感覚を表す普通話の 14 語を参考に、この 14 語と
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対応する広東語の複数の感覚を表す単音節形容詞 11 語を収集した。Ass はこれらの 11 語の
A に合わせて『東方広東語辞典』等を参考し、16 語収集した。対象となりうる ppA は広東
語に存在しないため、ここでは省く。なお、普通話にはない AA 哋 11 語、AA/A 一 A11 語




A        ：臭(臭い)，粗(太い)，低(低い)，高(高い)，苦(苦い)，冷(寒い)，辣(辛い)，暖(暖
かい)，酸(酸っぱい)，甜(甘い)，香(香ばしい) 




Ass      ：臭崩崩，臭烹烹，臭亨亨，粗嚡嚡，高洞洞，暖粒粒，暖屈屈，暖 yap yap，酸揼
揼，酸微微，甜耶耶，甜曳曳，肥腯腯，肥 düt düt，肥淋淋，肥揗揗 
 






AA、Ass、ppA を A と比較し、重ね型になったときに感覚的意味がどのように変化するの
かを調べる。 
まずは、AA について分析する。普通話においては、収集した 14 語の単音節形容詞とそ
れを重ねた AA とを、筆者の内省を通して表す感覚的意味(五感)の面から比較した。結果は









表 1 普通話の A と AA が表す感覚の比較 
 語 
型 












































































(4) a. 四周光线不是很亮，在楼梯的拐角处有一面大镜子。                           (視) 
     [周りの光はそんなに明るくなく、階段の曲がり角に大きい鏡がある。] 
   b. 他那尖锐而镇静的声音很高很亮 ，听起来好像与这种场合不大适宜。            (聴) 
    [彼のきつくて冷静な声はとても高くて、明るいので、このような場所にふさわしくな
く聞こえる。] 
(5) a. 太阳圆圆的亮亮的，把我包裹起来，也包裹了整个世界、整个北京城。           (視) 
    [丸くて明るい太陽は、私を包んで、世界も北京城も包んでいる。] 
   b. 这些天郑小瑛家里电话响得震天，郑小瑛一遍一遍认认真真地向人解释爱乐女解散的原
因，原本亮亮的嗓音一天之内累得哑黯了。(聴) 
    [この間、鄭小瑛の家の電話がずっと響いている。鄭小瑛は何度も何度も人にフィルハ    




                                                   









(6) a. 屋子里的暖气烧得正合适，很暖，但是不太热。                              (触) 
    [部屋の暖房温度がちょうどいい具合で、暖かいが、暑くない。] 
   b. 如果肤色为暖色调，你会选择以下哪种发色？                                (視) 
    [肌の色が暖色系だったら、以下のどの髪色を選ぶの？] 
(7) a. 外婆最爱做的事，便是坐在暖暖的大太阳地里，看着我在她跟前玩，给我做鞋。  (触) 
    [おばあちゃんが一番好きなのは、暖かい日差しの中で座って、私がそばで遊んでいる
のを見ながら、私の靴を作ることだ。] 
   b. 我们的谈话一直在继续，宾馆里暖暖的灯光映在耶女士的脸上，更显出一种温和的美。
(視) 
    [私たちの会話は続いている。耶さんの顔にホテルの暖かいライトが当たって、さらに
優しい美しさが現れた。] 
以上普通話の“亮”“暖”の例文から、A が AA になっても表せる感覚的意味が変わらな
いことがわかった。 
普通話の 14 語の単音節形容詞と対応している広東語の単音節形容詞は 11 語である。その
11 語を重ねた AA、AA 哋型、AA/A 一 A を、表す感覚的意味(五感)の面から比較した。結
果は表 2 にまとめた。 
表 2 広東語の A と AA 哋、AA/A 一 A が表す感覚の比較 
語 
型 






























































































(8) a. 你钟意食甜嘅番茄炒蛋定咸嘅番茄炒蛋啊？                                 (味) 
[トマトと卵の中華炒めは甘いのとしょっぱいのと、どちらが好きですか。] 
b. 我觉得女仔应该用甜味嘅香水。                                            (嗅) 
[女の子は甘い香水を使うべきだと思う。] 
c. 一个把声好甜嘅女朋友同把声麻麻哋嘅女朋友对你哋男仔嚟讲有冇分别？        (聴) 
[声が甘い彼女と声が普通な彼女はあなたたち男の子にとって違うの？] 
(9) a. 呢个猪肋骨，表面有一层自家特制嘅紅桑子酱，食落甜甜哋又唔会太过肥腻。     (味) 
     [この豚のカルビは、表面に自家製のラズベリージャムがかけられているので、ちょっ
と甘くて脂っこくない。] 
b. 跟住，3 姊弟又可以闻吓、摸吓熊猫食嘅饼饼。Keicy 话闻到酸酸哋、甜甜哋。    (嗅) 
     [また、3 兄弟はパンダが食べるお餅を嗅いで、触ることもできる。Keicy は酸っぱく
て甘い匂いがすると言った。] 
c. 佢讲嘢把声甜甜哋，好适合教小朋友唱歌。                                  (聴) 
[彼女は声が甘くて、子供たちに歌を教えることにふさわしい。] 
 




(10) a. 呢件羽绒褛又轻又暖。                          (触) 
[このダウンコートは軽くて暖かい。] 




     [ホットチョコレートコーンアイスクリームは私も初めてだ。コーンがビスケットで作   
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     られて、手に触ったら温かい。トッピングに焼きマシュマロがかけられて、柔らかい
口当たりが最高だ。] 
b. 型格嘅装修加埋暖暖哋嘅灯光都令人感觉 relax 又舒适。                       (視) 
[かっこいいインテリアと暖かい照明はリラックスで居心地がいい。] 
 
 広東語の“甜”と“暖”の例文を通して、広東語の A もまた AA 哋、AA/A 一 A になっ
ても表す感覚的意味が変わらないことが明らかになった。 





(12) a. 消防厅说，盆里的衣服能够起火，是因为不锈钢盆很亮，在太阳光下有聚光作用。(視) 
     [消防庁によれば、洗面器の中の服が燃えたのは、ステンレスの洗面器が明るくて、太
陽の下で集光作用を受けたからだ。] 




b. *他那尖锐而镇静的声音亮亮的，让人听着头疼。                              (聴) 
   [同(12)b] 
 
(12)a と b は視覚と聴覚を表す“亮”の例である。(12)a の“很亮”は「ステンレス洗面
器が明るすぎて集光するので、自然に発火してしまう」という意味を表し、(12)b の“很亮”
は「声が明るすぎて人に不快感を与える」という意味を表し、どちらも望ましい範囲を超
える程度の明るさである。(13)a と b は(12)の“很亮”と“亮亮的”を入れ替えて、不自然
になった文である。文が不自然になった原因は、AA が常に望ましい量の幅を表すからであ







(14) a. 太阳圆圆的，很亮，把我包裹起来，也包裹了整个世界、整个北京城。     (視) 
[丸くて明るい太陽は、私を包んで、世界も北京城も包んでいる。] 
    b. 这些天郑小瑛家里电话响得震天，郑小瑛一遍一遍认认真真地向人解释爱乐女解散的
原因，原本很亮的嗓音一天之内累得哑黯了。(聴) 











(15) a. 嗰啲穀類麥片我有時都有食，不過唔多，因为食落都覺得好甜。               (味) 
     [グラノーラなんかは私も時々食べるけど、多くはない。食べたらすごく甘いと思うか
ら。] 
b. 呢间店嘅面包闻落好甜，似係加咗人工添加剂。                             (嗅) 
     [この店のパンはすごく甘いにおいがするから、人工の食品添加物が含まれると思う。] 
c. 佢啲歌全部都好甜，唔係我杯茶。                                           (聴) 
[あの人の歌は全部甘いから、私のタイプじゃない。] 
 










(16) a. ?嗰啲穀類麥片我有時都有食，不過唔多，因为食落都覺得甜甜哋。             (味) 
[同(15)a] 
b. ?呢间店嘅面包闻落甜甜哋，似係加咗人工添加剂。                            (嗅) 
[同(15)b] 
c. ?佢啲歌全部都甜甜哋，唔係我杯茶。                                        (聴) 
[同(15)c] 
 
“甜甜哋”で置き換えると、abc のいずれも不自然になった。その原因は AA 哋の“甜甜
哋”がこの「よくない」意味を表せないからである。“甜”はポジティブの甘さもネガティ
ブの甘さも表せるのに対して、AA 哋の“甜甜哋”はポジティブの甘さだけ表し、ネガティ







a. 这碗中药苦得令人难以下咽。                                             (味) 
[この漢方薬は苦くて飲めない。] 
   b. ?这碗中药苦苦的，令人难以下咽。                                         (味) 
   [同(17)a] 
 
(18) 広東語： 
a. 呢碗中药苦到根本饮唔落口。                                             (味) 
     [同(17)a] 
b. ?呢碗中药苦苦哋噉，根本饮唔落口。                                        (味) 
     [同(17)a] 
 
刘月华(1983:126)は、普通話の AA は A より描写性が強まり、「好感」という感情的ニュ
アンスが加わると述べている。(17)a と b が表す感情的ニュアンスから見ると、刘月华(1983)




普通話において、ネガティブな意味を持つ A は、重なって AA になると意味がマイルドに
なり、A の量の幅の中での望ましい幅を表すようになる。 
(18)の a と b を見ると分かるように、広東語の場合も同じく、AA 哋の“苦苦哋” と“令
人难以下咽(飲めない)”の組み合わせが不自然である。その原因も普通話と同じであると考




意味を表す AA も、A の範疇内の一部分であり、単音節形容詞 A が重なって AA になった
ときにも感覚的意味は変わらないが、その意味の量の幅は狭くなっている。広東語の AA 哋




次に、Ass について分析する。収集した対象となる Ass と意味核 A との比較を表 3・表 4
にまとめた。一番左の列は意味核 A であり、右は Ass である。五感以外の感情を表す場合
は「感」と表記する。また、A で表せるが Ass になると表せなくなる感覚と、A で表せな















表 3  普通話の A と Ass が表す感覚の比較 
臭 
































触 味 嗅 
辣蒿蒿 
触 味 嗅 
辣乎乎 
触 味 嗅 
辣丝丝 
触 味 嗅 
冷 












































触 味 嗅 
酸溜溜 










































表 4  広東語の A と Ass が表す感覚の比較 
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暖 yap yap 
触 
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Ass について、石锓(2010:243)は A と ss の意味関係が Ass の意味の変化する方向を決め
ると述べている。そこで、感覚共有性の側面から、Ass と A の関係を考察する。 
 
3.4.1 感覚共有語としての Ass 
普通話の多くの Ass は 1 種類の感覚しか表せないが、感覚共有語の Ass も存在する。下





この 11 語のうち、“冷冰冰”については、意味核 A と比べると表す感覚的意味が減って
いる。“冷”は触覚、視覚、聴覚を表せるが、“冷冰冰”は触覚と聴覚だけを表し、視覚を





(19) a. 努儿临走时说：“这果子个儿小，而且可能很酸，不过好歹也是桔子。”            (味) 
     [ヌアルが出発する前に、この果実は小さくて、酸っぱいかもしれないが、良くも悪く
もみかんだといった。] 
    b. *努儿临走时说：“这果子个儿小，而且可能酸溜溜的，不过好歹也是桔子。”      (味) 
[同(15)a] 
(20) a. “让普罗赛尔宾娜今天晚上把你的舌头蘸上酸溜溜的甜酱吃掉，你这老梅该拉！”(味) 
   [「今晩プロゼルピーヌにお前の舌を酸っぱいジャムをつけて食べさせてやろうか。こ
のメガイラめ！」] 
  b. “让普罗赛尔宾娜今天晚上把你的舌头蘸上酸的甜酱吃掉，你这老梅该拉！”     (味) 
   [同(16)a] 
 
(19)a は A の“很酸”が味覚を表す例文であるが、b は a の A の“很酸”と Ass の“酸
溜溜”を入れ替えて不自然になった文である。(20)は(19)の逆に、a は Ass の“酸溜溜”が
味覚を表す例文であり、b は a の Ass の“酸溜溜”と A の“很酸”を入れ替えても成立す
る文である。前述と同様に、A の“很酸”が Ass の“酸溜溜”と言い換えられない一方で、
Ass の“酸溜溜”が A の“很酸”と言い換えられるのは、両者の使用対象の範囲が異なる
からである。同じ感覚を表す際でも、感覚共有語の Ass が表す感覚的意味は A の一部分だ
けである。すなわち、普通話の感覚共有性を持つ Ass は ss により表す使用対象の範囲が狭
くなっている。 





3.4.2 1種類の感覚を表す Ass 




(21) a. 夏秋的清晨，我们常可在一些草叶上看到一颗颗亮晶晶的小水珠，这就是露。  (視) 




    b. *这些天郑小瑛家里电话响得震天，郑小瑛一遍一遍认认真真地向人解释爱乐女解散的
原因，原本亮晶晶的嗓音一天之内累得哑黯了。(聴) 
 [*この間、鄭小瑛の家の電話がずっと響いている。鄭小瑛は何度も何度も人にフィル  
      ハーモニー楽団の解散した原因を説明しているので、もともときらきら光っている
声が疲れのために、1 日のうちにかれて暗くなった。] 
(22) a. 我们大踏步向洞口走去，快到洞口，电来了，洞里一片亮堂堂。                (視) 
   [私達は大股で洞穴へ向って歩いて、洞穴の入り口に着きかけたときに電気がついたの
で、洞穴の中は明るくなった。] 
    b. *他那尖锐而镇静的声音亮堂堂的，让人听着头疼。                            (聴) 
[*彼のきつくて冷静な声はとても明るいので、聞いて頭が痛くなる。] 
 
(21)a と(22)a は、“亮晶晶”と“亮堂堂”が視覚の明るさを表す文であるが、(21)b と(22)b








(23) a. 于是，我们被迎进暖烘烘的屋子里。                                        (触) 
[そこで、私達は迎えられてぽかぽかと暖かい部屋に入った。] 
    b. *我们的谈话一直在继续，宾馆里暖烘烘的灯光映在耶女士的脸上，更显出一种温和的
美。(視) 
   [*私たちの会話は続いている。耶さんの顔にホテルのぽかぽかと暖かいライトが当た
って、さらに優しい美しさが現れた。] 
(24) a. 他幻想着仿佛已经走进了那带点汗臭味暖乎乎的屋子里，躺下睡起来。          (触) 
   [彼はまるで汗臭くてぽかぽかと暖かい部屋に入ったのを空想しながら、横になって寝
た。] 





(25) a. 一天中午，太阳暖洋洋地罩着，正是春暖花开的季节。                       (触) 
[ある日の昼ごろ、太陽に暖かく包まれて、正に花が咲く春だ。] 
    b. *我们的谈话一直在继续，宾馆里暖洋洋的灯光映在耶女士的脸上，更显出一种温和的
美。(視) 





以上は普通話の Ass を見たが、それでは広東語の Ass はどうなるかを見てみたい。表 4





(26) a. 佢出咗好多汗，成身酸揼揼。                                              (嗅) 
[彼はすごく汗をかいて、からだ中酸っぱい匂いがする。] 
b. *佢出咗好多汗，成身酸微微。                                              (味) 
     [同 26a] 
(27) a. 柠檬鸡翼，酸微微好开胃，食多两碗饭！                                    (味) 
     [このレモンチキンウィングが酸っぱくておいしいから、ごはんたくさん食べて！] 
b. *柠檬鸡翼，酸揼揼好开胃，食多两碗饭！                                    (嗅) 













を規定する。つまり、A の表す感覚的意味が ss によって限定され、Ass の感覚共有性が弱
くなる、またはなくなるということである。この点については、普通話と広東語は共通し




ss が擬音語由来の Ass 型は A の本来の意味以外に、一般的な表現として聴覚的意味も表せ
るといわれている。しかし、(28) から分かるように、Ass の ss に含まれる聴覚的意味は、
一般的な表現として聴覚を表せないことがわかる。 
 
(28) a. 除了冷冷的寒风声，偌大的山林中幽静得很。                               (聴) 
[冷たい風の音以外、この広い山林はとても静かだ。] 
    b. *除了冷飕飕的寒风声，偌大的山林中幽静得很。                              (聴) 
   [*冷え冷えとする風の音以外、この広い山林はとても静かだ。] 
 
(28)の a は“冷冷”が冷たい風の響きを表すものであるのに対し、b は“冷飕飕”に入れ
替えて不自然になった文である。“冷飕飕”は接尾辞の“飕飕”により確かに聴覚的意味も
含まれるイメージになったが、直接に一般的な表現として聴覚を表すことはやはりできな




最後に ppA の感覚共有性について考察しておきたいが、広東語には感覚共有語 A が意味
核となる ppA は存在しない。そのため、ppA と A の比較が広東語ではできない。広東語に





普通話の場合、5 語の ppA のうち、A が感覚共有語であるにもかかわらず、“麻麻亮”“喷
喷香”“蒙蒙亮”という 3 語は 1 種類の感覚しか表せない。“亮”の ppA“蒙蒙亮”を例と
して挙げる。“亮”は視覚と聴覚を表す機能を持つものである。 
 
(29) a. 天刚蒙蒙亮，他就带上电工赵叶林和乡校长陈安保，冒雨出发了。              (視) 
   [日がちょうどぼんやりと明るくなったら、彼は工事屋さんの趙葉林と校長の陳安保を
連れて、雨の中を出発した。] 
    b. *过了一会儿，我也听到一个蒙蒙亮的声音从远处的树林中慢慢传来。            (聴) 















 ① 広東語と普通話の両者とも、単音節形容詞 A が重なって AA になると、感覚共有性は
変わらないが、量の幅が狭くなる。 
 ② 単音節形容詞 A が意味核となる Ass の場合には、普通話は ss によって特化され、感
覚共有性が弱まるか、より限定される方向で使用対象が制限される。広東語は ss によって
特化され、感覚共有性は完全に失われる。 






有性の変化が明らかに大きいと考えられる。特に、Ass と ppA の場合、普通話は感覚共有
性が弱くなるのに対して、広東語は完全に感覚共有性を失う。これは普通話との対照から















係で結び付ける助詞であり、普通話では主に“的 de”“地 de”“得 de”“所 suo”“等 deng”








には“的 de”、広東語には“噉 gam”がある。 
 
1.1 普通話の“的 de”“地 de”と広東語の“嘅 ge”“噉 gam” 
 普通話では一般的に“的 de”は定語(連体修飾語)の文法的マーカー、“地 de”は状語(連
用修飾語)の文法的マーカー、“得 de”は補語(述語の後ろにあって補充説明をする成分)に
必要な助詞または接尾辞38としてはたらくと言われている。普通話の“的 de”“地 de”“得
de”は同音語であり、構造助詞として用いられる際に“地 de”や“得 de”を“的 de”と書
いても意味が変わることはない。そのため、多くの先行研究では“地 de”と“得 de”を“的
de” と同一のものと見なし、まとめて「3 つの“的 de”」としている。しかし“得 de”は
                                                   
36 朱德熙(1980b:161)は以上の語彙を「状態形容詞」とも呼んでいる。 
37 x、y、z は接頭辞と接尾辞を指す。 






“的 de”と“地 de”も文法機能が異なるため、本研究では区分する。 
広東語にも構造助詞が多数ある。普通話の構造助詞と一対一の対応をさせることができ
ない助詞も多いが、広東語において普通話の定語マーカー“的 de”、状語マーカー“地 de”
と対応する構造助詞は“嘅 ge”“噉 gam”という 2 つの助詞であるといわれる。普通話の“的












他   拿着   一支  红色  的     铅笔。 
  彼 持っている 1 本 赤い 構造助詞  鉛筆 
  [彼は赤い鉛筆を 1 本持っている。]  
広東語 
佢     攞住     一支 红色     嘅      铅笔。 
彼 持っている 1 本 赤い 構造助詞  鉛筆 
  [彼は赤い鉛筆を 1 本持っている。] 
状語 
普通話 
他     很     认真     地     在看书。 
 彼  とても 真面目 構造助詞 本を読んでいる 
 [彼はとても真面目に本を読んでいる。] 
広東語 
 佢     好     认真       噉       睇紧书。 









  他    高高大大     的。 
 彼  背が高い 状態詞接尾辞  
 [彼は背が高い。] 
広東語 
*佢    高高大大     噉。 




 我    吃     得        饱饱        的。 
 私 食べる 構造助詞 おなかがいっぱい 状態詞接尾辞  
 [私はおなかいっぱい食べた。] 
広東語 
*我    食     得        饱饱        噉。 










は、広東語“嘅 ge”“噉 gam”と普通話“的 de”“地 de”の相違点が明確になると考えら
れる。そこで本章では重ね型形容詞と共起する普通話と広東語の構造助詞と状態詞接尾辞
を対照し、その共通点と相違点を明らかにするとともに、普通話との対照を通して広東語
の“嘅 ge”“噉 gam”の特徴を探る。 
  
1.2 “的 de”“地 de”と“嘅 ge”“噉 gam”の対応関係 
 普通話の構造助詞“的 de”について、朱徳熙(1961)は助詞として使われる“的 de”は文




尾辞であるとしている。また、朱徳熙(1980b:163)では広東語の“咁 gam39”“哋 dei”“嘅 ge”






朱徳熙(1980b) のように広東語の“哋 dei”を普通話の“的 2”と対応しているものとして見
ることは妥当ではないと述べている。彭小川(2003b:165-168)は現れる場面、意味、文法機
能という 3 つの方面から広東語の“哋 dei”と普通話の“的 2”の相違点を考察し、この両







また、黄海维(2004:132-135)は広東語の構造助詞“嘅 ge”“噉 gam”と“哋 dei”について、










                                                   
39 広東語の“咁 gam”と“噉 gam”は声調も文法機能も異なる。朱徳熙(1980b)が言及した“咁 gam”は















接尾辞の“的 de”と“噉 gam”の働き方が同じかどうかについても、検証が必要である。 
 上述の先行研究に基づいて普通話の“的 de”“地 de”と広東語の“嘅 ge”“噉 gam”の
対応関係を表 1 にまとめた。 
 
表 1 “的 de”“地 de”と“嘅 ge”“噉 gam”の対応関係 
機能        言語 普通話 広東語 
定語マーカー(構造助詞) 的 de 嘅 ge 
状語マーカー(構造助詞) 地 de 噉 gam 
状態詞述語の接尾辞 的 de 噉 gam 
状態詞補語の接尾辞 的 de 噉 gam 
 




つまり、普通話の“的 de”“地 de”と広東語の“嘅 ge”“噉 gam”が重ね型形容詞と共











較し、普通話の“的 de”と広東語の“嘅 ge”の使用状況を分析する。 
 






詞成分を修飾するものである。例文(1)~(3)は AA、(4)~(6)は ABB、(7)~(9)は AAB、(10)~(12)
は AABB、(13)~(15)は ABAB を対象としたものである。例文(1)~(15)の a は原文であり、b
は“的 de”が必須のマーカーであるかどうかを見るために a から“的 de”を削除したもの
である。 
 
(1) AA が主語を修飾する場合： 
a. 这高高的黄土崖是清平湾的标志和象征。 
    [この高い黄土の崖は清平湾の目印であり象徴である。] 
  b. *这高高黄土崖是清平湾的标志和象征。 
(2) AA が目的語を修飾する場合： 
   a. 她只看见手上白白的肥皂泡，只注视着墙上的挂钟。 
  [彼女はじっと掌の石けんの(白い)泡を見ながらも､壁の掛時計が気になって仕方がなか
った。] 
   b. *她只看见手上白白肥皂泡，只注视着墙上的挂钟。 
(3) AA がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 她抬起麻木的双腿，继续在长长的路上艰难地行走。 
    [綿のように疲れ切った足を引きずって、彼女は再び長い長い苦しい道を辿りはじめ
た。] 
   b. *她抬起麻木的双腿，继续在长长路上艰难地行走。 
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(4) ABB が主語を修飾する場合： 
   a. 前边白茫茫的地方，有一丛乱草，草上趴着个人影。 
[前方の白くぼやけたところに、草むらがあらわれ、そこに人影がしがみついていた。] 
   b. *前边白茫茫地方，有一丛乱草，草上趴着个人影。 
(5) ABB が目的語を修飾する場合： 
a. 她侧过脸去，怅惘地望着结了薄冰的白茫茫的河水。 
[彼女は顔をそむけると、悲しそうに、うす氷のはった白い湖面を見やった。] 
   b. *她侧过脸去，怅惘地望着结了薄冰的白茫茫河水。 
(6) ABB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
a. 太阳从白皑皑的山顶上，把光亮撒开。 
[太陽が真っ白な山頂から光を四方に放ち始めた。] 
   b. *太阳从白皑皑山顶上，把光亮撒开。 
 
(7) AAB が主語を修飾する場合： 
   a. 高十数丈，宽数十丈溜溜光的大石砬子，形成了一壁绵延十几里的陡峭屏障。 
     [高さ十何丈、幅何十丈のつるつるとした大きな岩が、十何里延々と続いている急な障
壁を築いた。] 
   b. *高十数丈，宽数十丈溜溜光大石砬子，形成了一壁绵延十几里的陡峭屏障。 
(8) AAB が目的語を修飾する場合： 
   a. 放半个时辰，就自然凝成一碗幽幽绿晶晶亮的臭凉粉儿了。 
     [1 時間置けば、自然と固まって、緑で輝くところてんになる。] 
   b. *放半个时辰，就自然凝成一碗幽幽绿晶晶亮臭凉粉儿了。 
(9) AAB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 她是在天蒙蒙亮的时候死的。 
     [彼女は薄明を迎えるときに死んだのだ。] 
   b. *她是在天蒙蒙亮时候死的。 
 
(10) AABB が主語を修飾する場合： 
   a. 一个黑黑瘦瘦的青年，含着微笑站在她身边。 
     [色の黒い痩せた青年が、微笑を浮かべて立っていた。] 
   b. *一个黑黑瘦瘦青年，含着微笑站在她身边。 
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(11) AABB が目的語を修飾する場合： 
   a. 女儿欢欢放学回来了，手里拎着个鼓鼓囊囊的包。 
     [娘の歓歓が学校から帰ってきた｡はちきれんばかりにふくらんだ包みをさげて｡] 
   b. *女儿欢欢放学回来了，手里拎着个鼓鼓囊囊包。 
(12) AABB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 他又从里边抽出一张信纸，上边写着密密麻麻的字。 
     [封筒から抜き出した手紙には、こまかな字がぎっしりとつまっていた。] 
   b. *他又从里边抽出一张信纸，上边写着密密麻麻字。 
 
(13) ABAB が主語を修飾する場合： 
   a. 他黝黑黝黑的皮肤在太阳底下闪着光。 
     [彼の黒い肌は太陽の下で光っている。] 
   b. *他黝黑黝黑皮肤在太阳底下闪着光。 
(14) ABAB が目的語を修飾する場合： 
   a. (他)想着那地腥苦腥苦的气味儿。 
     [(彼は)むんむんする土の匂い(を思い出した)。] 
   b. *(他)想着那地腥苦腥苦气味儿。 
(15) ABAB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 爸爸两条细长细长的眉毛下面有一双细长的眼睛，双眼皮。 
     [(父の)二本の細長い眉の下に､切れ長の目と二重のまぶた｡] 
   b. *爸爸两条细长细长眉毛下面有一双细长的眼睛，双眼皮。 
 
 例文(1)~(15)からわかるように、定語になった重ね型形容詞が名詞を修飾する場合は必ず




2.2 広東語の“嘅 ge”との共起状況 
 それでは、広東語の場合はどうであるかについて例文(16)~(30)で考察する。例文(16)~(30)
は広東語の重ね型形容詞が主語、目的語と文中ほかの名詞成分を修飾するものである。例
文(16)~(18)は AA/A 一 A、(19)~(21)は AA 哋、(22)~(24)は ABB、(25)~(27)は AAB、(28)~(30)
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は AABB を対象としたものである。例文の a は原文であり、b は“嘅 ge”の必要性を見る
ために a の“嘅 ge”を削除したものである。 
 
(16) AA/A 一 A が主語を修飾する場合： 
a. (呢款兒童漱口水)甜甜嘅味道，我嘅表妹仔都好鍾意。 
[(この子供用のマウスウォッシュの)甘い味、私の従妹のお気に入りだ。] 
   b. *(呢款兒童漱口水)甜甜味道，我嘅表妹仔都好鍾意。 
(17) AA/A 一 A が目的語を修飾する場合： 
   a. 日本人真係創意無限㗎，竟然將鹹鹹嘅點心麵同甜甜嘅雪糕放埋一齊。 
     [日本人の発想はすごいね。塩辛いお菓子の麺と甘いアイスクリームを一緒にするなん
て。] 
   b.*日本人真係創意無限㗎，竟然將鹹鹹點心麵同甜甜雪糕放埋一齊。 
(18) AA/A 一 A がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 呢嗰係又薄又脆嘅紙巾餅麵包，仲有甜甜嘅糖粒鋪喺表面㗎，直接食或者沾咖哩食都好
正！ 
     [これは薄くてカリカリのティッシュ餅パンで、表面には甘い砂糖もまぶしてあるよ。
直接食べるのもカレーをつけて食べるのもおいしい！] 
   b.*呢嗰係又薄又脆嘅紙巾餅麵包，仲有甜甜糖粒鋪喺表面㗎，直接食或者沾咖哩食都好正！ 
    
(19) AA 哋が主語を修飾する場合： 
a. 佢黑黑哋嘅皮肤睇落好健康。 
    [彼の黒い肌はとても健康に見える。] 
b.*佢黑黑哋皮肤睇落好健康。  
(20) AA 哋が目的語を修飾する場合： 
   a. 我原本鍾意肥肥哋嘅女人，Maybee 並唔係我嘅理想型。 
     [私はもともとぽっちゃりな女性が好きで、Maybee は私のタイプじゃなかった。] 
   b.*我原本鍾意肥肥哋女人，Maybee 並唔係我嘅理想型。 
(21) AA 哋がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 試朱古力同試酒一樣，由淡味白朱古力開始，最後到苦苦哋嘅黑朱古力。 




   b.*試朱古力同試酒一樣，由淡味白朱古力開始，最後到苦苦哋黑朱古力。 
 
(22) ABB が主語を修飾する場合：  
   a. 白雪雪嘅 Miffy 好得意。 
[白い Miffy は可愛い。] 
   b.*白雪雪 Miffy 好得意。 
(23) ABB が目的語を修飾する場合： 
   a. 試問有邊個會唔想擁有白雪雪嘅牙齒？ 
     [白い歯になりたくない人がいますか？] 
   b.*試問有邊個會唔想擁有白雪雪牙齒？ 
(24) ABB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 唔少藝人名人都鍾意過一個白雪雪嘅農曆新年。 
     [雪が降って白くなった旧正月を過ごすことが好きな芸能人、有名人が少なくない。] 
   b.*唔少藝人名人都鍾意過一個白雪雪農曆新年。 
 
(25) AAB が主語を修飾する場合： 
   a. 卜卜脆嘅串炸係大阪嘅平民小食。 
     [サクサクな串揚げは大阪の庶民料理です。] 
   b.*卜卜脆串炸係大阪嘅平民小食。 
(26) AAB が目的語を修飾する場合： 
   a. 沖咗水之後, 塊面完全冇蠻蠻緊嘅感覺。 
     [水で流した後、顔がつっぱる感じが全然しない。] 
   b.*沖咗水之後, 塊面完全冇蠻蠻緊感覺。 
(27) AAB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 呢间酒楼嘅乳猪係佢嘅最爱，咬开卜卜脆嘅外皮，里面嘅肉嫩而多汁。 
     [この店の乳豚は彼の大好物だ。パリパリな皮を噛んで、中のお肉は柔らかくてジュー
シーだ。] 
   b.*呢间酒楼嘅乳猪係佢嘅最爱，咬开卜卜脆外皮，里面嘅肉嫩而多汁。 
 
(28) AABB が主語を修飾する場合： 
   a. 傳説中支支整整嘅處女座係咪真係咁麻煩嘅呢？ 
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     [噂の着飾るのにこだわりが強い乙女座は本当にそんなに面倒くさいの？] 
   b.*傳説中支支整整處女座係咪真係咁麻煩嘅呢？ 
(29) AABB が目的語を修飾する場合： 
   a. 一入佢间房，就闻到成阵酸酸宿宿嘅味。 
     [彼の部屋に入ったら、腐って酸っぱい匂いがしている。] 
   b.*一入佢间房，就闻到成阵酸酸宿宿味。 
 (30) AABB がほかの名詞成分を修飾する場合： 
   a. 细个嗰阵，佢每日就系喺呢个蓉蓉烂烂嘅球场上面练习㗎。 
     [子供の頃、彼は毎日このボロボロな運動場で練習してきたのだ。] 
   b.*细个嗰阵，佢每日就系喺呢个蓉蓉烂烂球场上面练习㗎。 
 
例文(16)~(30)からわかるように、広東語の場合も普通話と同様、重ね型形容詞が定語に










3.1 普通話の“地 de”との共起状況 
例文(31)~(38)は普通話の例文である41。例文(31)(33)(35)(37)は“地 de”を必ず伴うもので
あり、例文(32)(34)(46)(38)は“地 de”を伴わなくてもよいものである。例文の a は原文、b





                                                   
41 普通話の AAB は数が少なく、例文が挙げられない。 
111 
 
(31) AA が”地 de”を必ず伴う場合： 
   a. 她开始静静地梳理自己的头发。 
[彼女は静かに髪を櫛でときはじめた。] 
   b.*她开始静静梳理自己的头发。 
(32) AA が”地 de”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 据说，他们之中的一个深深地爱上了那个小姑娘，只是得等她长大。 
     [なんでも彼らの中のひとりが少女を深く愛してしまったが、彼女が成長するのを待つ
ほかなかったという。] 
   b. 据说，他们之中的一个深深爱上了那个小姑娘，只是得等她长大。 
 
(33) ABB が”地 de”を必ず伴う場合： 
   a. 土路上慢吞吞地走着一辆马车。 
     [土の道を馬車が一台ゆっくりと進んでいた。] 
   b.*土路上慢吞吞走着一辆马车。 
(34) ABB が”地 de”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 他有几次夜间睡梦之中梦见赤条条置身于大庭广众之中。 
     [彼は幾度も夢をみた。衆人の只中に素裸の身を晒す自分。] 
   b. 他有几次夜间睡梦之中梦见赤条条地置身于大庭广众之中。 
 
(35) AABB が”地 de”を必ず伴う場合： 
   a. 拜他们做老师，恭恭敬敬地学，老老实实地学。 
     [彼らを先生として、うやうやしく学び、まじめに学ばなければならない。] 
   b.*拜他们做老师，恭恭敬敬学，老老实实学。 
(36) AABB が”地 de”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 木架上整整齐齐码了些红薯。 
    [木の棚にはサツマイモがきちんと積んである。] 
   b. 木架上整整齐齐地码了些红薯。 
 
(37) ABAB が”地 de”を必ず伴う場合： 
   a. 头上的血痂遭阳光晒着，干硬干硬地痛。 
     [頭のかさぶたが日にさらされてずきずきと痛む｡] 
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   b.*头上的血痂遭阳光晒着，干硬干硬痛。 
(38) ABAB が”地 de”を伴わなくてもいい場合： 
   a. (我们)看到一直线，笔直笔直横在大江上。 
     [(私たちは)1 本の直線がまっすぐと川を横断しているのを見た。] 







3.2 広東語の“噉 gam”との共起状況 
 次に広東語において重ね型形容詞が状語になる際の構造助詞“噉 gam”の使用状況を例文
(39)~(48)で確認する。例文(39)(41)(43)(45)(47)は“噉 gam”を必ず伴うものであり、例文
(40)(42)(44)(46)(48)は“噉 gam”を伴わなくてもよいものである。例文の a は原文、b は“噉
gam”の必要性を見るために a 文の“噉 gam”を削除したり付け加えたりしたものである。 
 
(39) AA/A 一 A が“噉 gam”を必ず伴う場合： 
   a. 佢每日都一定要靓一靓噉出门。 
     [彼女は毎日必ずおしゃれをしてから出かける。] 
   b. *佢每日都一定要靓一靓出门。 
(40) AA/A 一 A が“噉 gam”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 喺估唔到嘅日子，唔知道嘅時候，嗰個僕人嘅主人要來，重重噉懲罰佢，定佢同假冒為
善嘅人同罪。 
     [その僕の主人は思いがけない日、気がつかない時に帰ってきて、彼を厳罰に処し、偽
善者たちと同じ目にあわせるであろう。] 
   b. 喺估唔到嘅日子，唔知道嘅時候，嗰個僕人嘅主人要來，重重懲罰佢，定佢同假冒為善
嘅人同罪。 
 
(41) AA 哋が“噉 gam”を必ず伴う場合： 
   a. 佢傻傻哋噉讲咗呢个秘密出来。 
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     [彼は馬鹿みたいにこの秘密を話した。] 
   b. *佢傻傻哋讲咗呢个秘密出来。 
(42) AA 哋が“噉 gam”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 佢轻轻哋噉摸咗下我嘅头。 
     [彼は軽く私の頭を撫でた。] 
   b. 佢轻轻哋摸咗下我嘅头。 
 
(43) ABB が“噉 gam”を必ず伴う場合： 
   a. 佢成个人香喷喷噉出咗门。 
     [彼は全身にいい匂いを漂わせて出かけた。] 
   b.*佢成个人香喷喷出咗门。 
(44) ABB が“噉 gam”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 佢慌失失噉跑咗落楼梯。 
     [彼は慌てて階段を走り降りていった。] 
   b. 佢慌失失跑咗落楼梯。 
 
(45) AAB が“噉 gam”を必ず伴う場合： 
   a. 佢嫁咗有钱佬，nganngan 脚噉成世唔使做啦。 
     [彼女はお金持ちと結婚したから、気楽で一生働かなくてもいいね。] 
   b. *佢嫁咗有钱佬，nganngan 脚成世唔使做啦。 
(46) AAB が“噉 gam”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 听咗呢个消息，佢擒擒青噉打的走咗。 
     [このニュースを聞いたら、彼は大慌てでタクシーを拾って行った。] 
   b. 听咗呢个消息，佢擒擒青打的走咗。 
 
(47) AABB が“噉 gam”を必ず伴う場合： 
   a. 佢神神化化噉问我有冇听到啲咩声。 
     [彼は不審がって何かの音を聞いたかと私に聞いた。] 
   b. *佢神神化化问我有冇听到啲咩声。 
(48) AABB が“噉 gam”を伴わなくてもいい場合： 
   a. 部大巴就快开咁滞佢先滋滋油油噉行过去。 
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     [バスが行く直前にぎりぎりまで彼女はだらだらとしていてやっと行った。] 
   b. 部大巴就快开咁滞佢先滋滋油油行过去。 
 
 例文(39)~(48)からわかるように、広東語の重ね型形容詞が状語になる際の構造助詞“噉











ごとに普通話の“的 de”と広東語の“噉 gam”の使用状況を比較する。 
 
4.1 普通話の“的 de”との共起状況 
 (49)~(55)の例文は普通話の例文である。例文(49)は AA、(50)は ABB、(51)は AAB、(52)
と(53)は AABB、(54)と(55)は ABAB を対象としたものである。その内、a はコーパスから






  b. *他的皮肤很白，脸颊红红。 
(50) ABB： 















 例文(51)からは、AAB が述語になる場合、一般的に“的 de”は出現せず、“的 de”が来る
と文が不自然になる、ということが指摘できる。それを検証するために、コーパス CCL を
用い、“漆漆黑”“冰冰凉”“溜溜光”“蒙蒙亮”“麻麻亮”“喷喷香”“煞煞白”“闪闪亮”と
いう 8 つの AAB 型形容詞で検索すると、得られた結果はすべて“的 de”を伴っていない用
例であった。 
 
(52) AABB が“的 de”を伴わない場合： 
a. 简朴的小屋里干干净净。 
    [粗末な小さい部屋だが、きちんと片付いている。] 
   b. 简朴的小屋里干干净净的。 
(53) AABB が“的 de”を伴う場合： 
   a. 这人像个运动员，穿着灯笼裤、球鞋，粗粗壮壮的。 
     [その人は、スポーツマンらしく、トレーニング・パンツにバスケットボール用の靴を
はいた、たくましい体格の持主だった。] 
   b. 这人像个运动员，穿着灯笼裤、球鞋，粗粗壮壮。 
 
(54) ABAB が“的 de”を伴わない場合： 
a. 货郎鼓的声音生脆生脆。 
     [でんでん太鼓は乾いた音をたてた。]      
b. 货郎鼓的声音生脆生脆的。 
(55) ABAB が“的 de”を伴う場合： 
   a. 鲍五爷偎着捞渣暖暖和和的小身子，心窝里滚烫滚烫的，话也多了。 
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     [鮑五爺は撈渣の温かい小さな体に寄りそっているうちに、胸が熱くなって、口数もふ
えた。] 
   b. 鲍五爷偎着捞渣暖暖和和的小身子，心窝里滚烫滚烫，话也多了。 
 
 例文(52)~(55)からわかるように、AABB と ABAB が述語になる場合は“的 de”の有無に
関わらず文法的な文として成立する。 
 以上をまとめると、普通話の AA と ABB が述語になる場合は常に“的 de”が後続し、“的
de”がないと非文になる。AAB の場合は、“的 de”がないほうが自然であり、“的 de”を付
加すると文の自然さが落ちる。AABB と ABAB は、“的 de”の有無にかかわらず自然であ
る。したがって、普通話の重ね型形容詞が述語になる場合に対する“的 de”の必要性は型




図 1 普通話の重ね型形容詞が述語になる場合に対する“的 de”の必要性 
 




4.2 広東語の“噉 gam”との共起状況 
 例文(56)~(60)は広東語の例文である。(56)は AA/A 一 A、(57)は AA 哋、(58)は ABB、(59)
は AAB、(60)は AABB を対象としたものである。その内、a は述語の重ね型形容詞の後ろ










(56) AA/A 一 A： 
a. 佢皮肤好白，块面红红/红一红。 
    [彼はとても色白で、ほおが赤い。] 
   b. *佢皮肤好白，块面红红/红一红噉。 
 
例文(56)からわかるように、広東語の AA/A 一 A 型形容詞が述語になる場合、後ろに“噉
gam”はつかない。“噉 gam”がつくと非文になる。 
 
(57) AA 哋： 
a. 佢皮肤好白，块面红红哋。 
    [彼はとても色白で、ほおがほんのり赤い。] 
   b. ?佢皮肤好白，块面红红哋噉。(，好得意。) 
    [彼はとても色白で、ほおがほんのり赤くて(かわいい)。] 
(58) ABB： 
a. 佢皮肤好白，块面红卜卜。 
    [彼はとても色白で、ほおが赤い。] 
   b. ?佢皮肤好白，块面红卜卜噉。(，好得意。) 
    [彼はとても色白で、ほおが赤くて(かわいい)。] 
(59) AAB： 
a. 佢之前做手术嘅伤口宜家仲刺刺痛。 
    [彼のその時の手術でできた傷跡は今でもズキズキ痛む。] 
   b. ?佢之前做手术嘅伤口宜家仲刺刺痛噉。(，好辛苦。) 
    [彼のその時の手術でできた傷跡は今でもズキズキ痛んで(とてもつらい)。] 
(60) AABB： 
a. 佢细个嗰阵肥肥白白。 
    [彼は幼い時はふくよかで色白だった。] 
   b. ?佢细个嗰阵肥肥白白噉。(，好得意。) 
     [彼は幼い時はふくよかで色白で(かわいかった)。] 
 








が、AA 哋、ABB、AAB と AABB は後ろに“噉 gam”を伴うと、話がまだ終わっていない
ような印象を与え、何らかの後続内容が来やすい。こういった特徴は、普通話の形容詞文
法機能に関するマーク形式とは一致しない。広東語の重ね型形容詞が述語になる場合の“噉
gam”との共起状況を図 2 にまとめた。 
 
           AA/A 一 A       “噉 gam”    
                    “噉 gam” 
AA 哋、ABB、AAB、AABB                 
                                        “噉 gam”     何かが後続しやすい 
 








5.1 普通話の“的 de”との共起状況 
 まずは普通話の重ね型形容詞と“的 de”の共起状況を調べる。例文(67)~(73)は普通話の
例文であり、(67)は AA、(68)は ABB、(69)は AAB、(70)と(71)は AABB、(72)と(73)は ABAB
を対象としたものである。その内 a はコーパスによる原文で、b は“的 de”の必要性を見る
ために a の“的 de”を削除したり付加したりしたものである。 
 
(67) AA 
   a. 白面不如掺了豆面擀成杂面条条，切得细细的，调上酱和辣子。 
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     [小麦粉には豆の粉を混ぜてこね、めん棒で伸ばして細く切り、味噌とトウガラシを添
えたほうがいい。] 
   b.*白面不如掺了豆面擀成杂面条条，切得细细，调上酱和辣子。 
 
 例文(67)からわかるように、普通話において AA が補語になる場合は、“的 de”を必ず必












   a. 老婆子上半身倚在床头，很精神的样子，头发梳得溜溜光 ，在脑后挽一个髻。 
     [おばあちゃんは上半身がベッドのヘッドボードに寄りかかっていて、元気そうだ。な
めらかでつややかな髪は後ろに 1 つにまとめられていた。] 
   b.?老婆子上半身倚在床头，很精神的样子，头发梳得溜溜光的 ，在脑后挽一个髻。 
 
例文(69)からわかるように、ABB とは対照的に、AAB の場合は後ろの“的 de”がない方
が自然であり、“的 de”がつくと文は不自然になる。 
 
 (70) AABB が“的 de”を伴わない場合： 
   a. 现在，就连平时最调皮的几个孩子也规规矩矩地挺直了腰板儿，坐得端端正正。 
     [ふだんは一番わんぱくな子達も､背中をまっすぐ伸ばしてすわっている｡] 
   b. 现在，就连平时最调皮的几个孩子也规规矩矩地挺直了腰板儿，坐得端端正正的。 
(71) AABB が“的 de”を伴う場合： 




     [「おお、張先生をおたずねかね……？」じいさんは酒に酔っていた。赤い顔をして、
ろれつのまわらない口調で答えた。「張先生は、ここにはいねえ。」] 
   b. “噢，找张先生的？……”老头喝得迷迷糊糊，红涨着脸，卷着大舌头，“他，他不在
这儿啦。” 
 
(72) ABAB が“的 de”を伴わない場合： 
   a. 他的脸先涨得通红，尔后变得煞白煞白，他激动的拍着桌子问：“他是谁？什么人？” 
     [はじめは真っ赤だったその顔が、見る見るうちに蒼白になり、興奮した様子で机をど
んとたたいた。「その男は、どこのどいつだ、言え！」] 
   b. 他的脸先涨得通红，尔后变得煞白煞白的，他激动的拍着桌子问：“他是谁？什么人？” 
(73) ABAB が“的 de”を伴う場合： 
   a. 在南方度假时，是否把皮肤晒得黝黑黝黑的？ 
[南方で旅行をしてきて、肌が黒く焼けて帰ってきた？] 
   b. 在南方度假时，是否把皮肤晒得黝黑黝黑？ 
 




の必要性が違ってくる。その様相を図にまとめると前掲の図 1 のようになる。 
 
5.2 広東語の“噉 gam”との共起状況 
 本節では広東語において重ね型形容詞が補語になる場合の“噉 gam”との共起状況を調べ
る。例文(74)~(78)は広東語の例文である。例文(74)は AA/A 一 A、(75)は AA 哋、(76)は ABB、
(77)は AAB、(78)は AABB を対象としたものである。その内 a は自作例の原文で、b は“噉
gam”の必要性を見るために a 文に“噉 gam”を付け加えたものである。 
 
(74) AA/A 一 A 




   b.*今晚要见家长，所以佢扮到靓靓/靓一靓噉。 
 
 まずは AA/A 一 A が補語になる場合を見るが、例文(74)に示すように、AA/A 一 A では“噉
gam”は不可され得ない。 
 
(75) AA 哋 
   a. 佢边烤粟米边玩手机，结果啲粟米俾佢烤到㶶㶶哋。 
     [彼はトウモロコシを焼きながらスマホをいじっていたら、焼きすぎてしまった。] 
   b. ?佢边烤粟米边玩手机，结果啲粟米俾佢烤到㶶㶶哋噉。(，睇到都冇胃口。) 
     [彼はトウモロコシを焼きながらスマホをいじっていたら、焼きすぎてしまって、(見
て食欲がない。)] 
(76) ABB 
   a. 只狗仔俾佢主人养到肥 dütdüt。 
     [このワンちゃんは飼い主に丸々と太るように育てられた。] 
   b. ?只狗仔俾佢主人养到肥 dütdüt 噉。(，好得人钟意。) 
     [このワンちゃんは飼い主に丸々と太るように育てられて、(とても可愛らしい。)] 
(77) AAB 
   a. 我啱啱先执干净张枱，又俾佢搞到立立乱。 
     [私はちょうどさっきこの机をきれいに片づけたのに、また散らかっているようになっ
てしまった。] 
   b. ?我啱啱先执干净张枱，又俾佢搞到立立乱噉。(，好鬼烦) 
     [私はちょうどさっきこの机をきれいに片づけたのに、また散らかっているようになっ
てしまって、(本当にムカつく。)] 
(78) AABB 
   a. 上课瞌眼睏，抄嘅笔记啲字写到歪歪斜斜。 
     [授業中に居眠りをしたら、ノートに書き込んだメモは歪んでぐちゃぐちゃになった。] 
   b. ?上课瞌眼睏，抄嘅笔记啲字写到歪歪斜斜噉。(，自己都睇唔明。) 










といえる。AA/A 一 A は“噉 gam”の付加を全く認めず、AA 哋、ABB、AAB、AABB は、
“噉 gam”が後につくと、話の続きとして後続する成分を要求する。それは、重ね型形容詞
が述語になる場合の“噉 gam”の必要状況と一致している。したがって図にまとめると前掲



















6.2 状態詞接尾辞の共起状況  








































なる文である。その内、a は普通話の例文であり、b は広東語の a と同形の重ね型形容詞が
含まれる同じ意味の例文である42。 
 
(79) 普通話の AA： 
a. (陈师傅)头发长长的，眼睛红红的。 
     広東語の AA： 
  b. (陈师傅)头发长长，对眼红红。 
[(陳さんは)長髪で、目が真っ赤だ。] 
(80) 普通話の ABB： 
a. 洗完澡，他全身香喷喷的。 
     広東語の ABB： 
  b. 冲完凉，佢全身香喷喷。 
     [風呂に入ったので、彼は体中からいい匂いがする。] 
   
AA と ABB の場合は、普通話は後ろに“的 de”を必要とする一方、広東語は“噉 gam” を
要求しない。 
 
(81) 普通話の AABB： 
a. 房间虽然不大，但是干干净净，整整齐齐(的)。 
    広東語の AABB： 
b. 间房虽然唔大，但系干干净净，整整齐齐。  
     [小さい部屋だが、きれいできちんと片付いている。] 
 
 AABB の場合は、普通話では後ろに“的 de”があってもなくても文が成立するが、広東
語は“噉 gam”は表れることが出来ない。 
(82)~(84)は AA、ABB、AABB が補語になる文である。その内、a は普通話の例文であり、
b は広東語の a と同形の重ね型形容詞が含まれる同じ意味の例文である。 
 
 
                                                   
42 AAB は数が少ないため、例文が挙げられない。 
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 (82) 普通話の AA： 
a. (陈师傅)头发留得长长的。 
     広東語の AA： 
   b. (陈师傅)头发留到长长。 
     [(陳さんは)髪を長く伸ばした。] 
(83) 普通話の ABB： 
a. 他把自己洗得全身香喷喷的。 
    広東語の ABB： 
  b. 佢将自己洗到全身香喷喷。 
     [彼は体中からいい匂いがするように風呂に入った。] 
(84) 普通話の AABB： 
a. 房间虽然不大，但是收拾得干干净净，整整齐齐(的)。 
    広東語の AABB： 
b. 间房虽然唔大，但系执到干干净净，整整齐齐。  




















機能から考えると、“噉 gam”は“的 de”に対応するものとは言えない。 









れている。下記の例文で、この 3 つの虚化を確認する。 
 
(85) 構造助詞(状語マーカー)： 
  佢嬲爆爆噉入咗屋。 
























辞との共起状況を分析・考察した。普通話の“的 de”“地 de”と広東語の“嘅 ge”“噉 gam”
の使用状況を対照した結果を表 2 にまとめた。 
 
 
表 2 重ね型形容詞と構造助詞・状態詞接尾辞の共起状況 




AA,AA/A 一 A ＋“的 de” ＋“嘅 ge” 
AA 哋 ― ＋“嘅 ge” 
ABB ＋“的 de” ＋“嘅 ge” 
AAB ＋“的 de” ＋“嘅 ge” 
AABB ＋“的 de” ＋“嘅 ge” 
ABAB ＋“的 de” ― 
状
語 
AA,AA/A 一 A 
＋“地 de”または 
＋“地 de”/－“地 de” 
＋“噉 gam”または 
＋“噉 gam”/－“噉 gam” 
AA 哋 ― 
＋“噉 gam”または 
＋“噉 gam”/－“噉 gam” 
ABB 
＋“地 de”または 
＋“地 de”/－“地 de” 
＋“噉 gam”または 
＋“噉 gam”/－“噉 gam” 
AAB 
＋“地 de”または 
＋“地 de”/－“地 de” 
＋“噉 gam”または 
＋“噉 gam”/－“噉 gam” 
AABB 
＋“地 de”または 
＋“地 de”/－“地 de” 
＋“噉 gam”または 
＋“噉 gam”/－“噉 gam” 
ABAB 
＋“地 de”または 








AA,AA/A 一 A ＋“的 de” －“噉 gam” 
AA 哋 ― 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
ABB ＋“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
AAB －“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
AABB ＋“的 de”/－“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
ABAB ＋“的 de”/－“的 de” ― 
補
語 
AA,AA/A 一 A ＋“的 de” －“噉 gam” 
AA 哋 ― 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
ABB ＋“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
AAB －“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
AABB ＋“的 de”/－“的 de” 
－“噉 gam”または 
＋“噉 gam”＋後続成分 
ABAB ＋“的 de”/－“的 de” ― 
 
 表 2 で示されているように、重ね型形容詞が定語になる場合は、定語マーカーとしての
















とが明らかになった。普通話では、AA と ABB は必ず状態詞接尾辞“的 de”を伴い、AABB
と ABAB は“的 de”があってもなくてもよい傾向が見られた。他方広東語では、基本的に








































































例：“一定 yatding……硬 ngaang(きっと)”、“再 joi……翻 faan(また、再び)” 
② 助詞が中心となる枠構造 
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図 1 前後虚詞の鏡像分布(邓思颖 2015:301) 
 
各枠構造が表す意味はそれぞれ異なるが、その配列は決まっている。鄧思穎(2015)は以下
の図 2 のように配列順序を整理した。なお、モダリティ、疑問、命令という 3 類の枠構造
















図 2 各虚詞の配列(邓思颖 2015:302) 
 






















                                                   
45 不変成分は構造内の特定の語に固定された成分であり、可変成分は語の制限が緩く、特定のものに固定
されていない成分である。 















項が 2 つある際、その 2 つの可変項が同一語であっても、文法機能は異なるため、2 つの可






造は以下の 7 類に分けられる。 
① イベント類：イベントが起きる順、動作や回数等に関連する。 
   例：你再食一碗添。                      (邓思颖 2015:299) 
       [もう一杯食べて。]                      
② 時間類：述語が表すアスペクト、テンスに関連する。 
   例：我暂时唔讲个答案住。                                      (邓思颖 2015:299) 
       [私はしばらくその答えを話さない。]              
③ 焦点類：節内のある範囲に関連する。 
   例：佢净系睇咗一本书咋。                                      (邓思颖 2015:299) 
    [彼は本を 1 冊だけ読んだ。]                 
④ モダリティ類：話し手の主観認識、評価を表す。 
   例：居然落雨添！                                              (邓思颖 2015:299) 




   例：乜你咁开心嘅(ge2)？                                        (邓思颖 2015:300) 
       [なんでこんなにうれしいの？] 
⑥ 命令類：ムードに関連する。特に「話し手が自分の話しで外部世界の物事の状態を変え
る」という意味を表している。 
   例：不如你走罢啦。                                            (邓思颖 2015:300) 
       [帰ってください。] 
⑦ 感情類：ムードに関連する。特に話し手の態度、感情を表している。 
   例：啊，今日星期五啊！                                        (邓思颖 2015:300) 
       [あっ、今日は金曜日だ！] 
動詞接尾辞による枠構造は以下の 6 類に分けられる。 
① アスペクト類：話し手がどのように行為・動作の開始、プロセス、終わりに着目してイ
ベントの内部構造を観察するかを表す。 
   例：佢已经写咗一本书。                                        (邓思颖 2015:303) 
       [彼はすでに本を 1 冊書いた。] 
② イベント類、：イベントが起きる回数に関連する。イベントの重複を表している。 
   例：唔该你重新写过佢啦！                                      (邓思颖 2015:304) 
       [書き直してください。] 
③ 程度類：述語が表す程度、状態に関連する。 
   例：你稍为睇吓呢本书。                                        (邓思颖 2015:304) 
       [この本を少し読んでください。] 
④ 変化類：イベントの参加者がある動作の影響を受けて変化したことを表している。 
   例：我唔好彩吓亲。                                            (邓思颖 2015:304) 
       [私は運が悪くてびっくりさせた。] 
⑤ 量化類：述語と密接に関連し、述語が表す意味を量化する機能を持っている。 
   例：连你都去埋。                                              (邓思颖 2015:304) 
       [あなたまで行くのよね。] 
⑥ モダリティ類：モダリティで、許可、必要、能力、評価、意思願望を表している。 
   例：佢一定做硬。                                              (邓思颖 2015:304) 






した。その結果は以下の表 1 のようにまとめられる47。 
 
表 1 『汉语口语速成』における枠構造の意味分類(侯晓蕾 2017:13) 
 意味による分類 例 
主観性枠構造48 
程度 又 A 又 B，连 A 也/都(不)B 
否定または不満 什么 A 不 A(的) 
責めまたは褒め 好你个 A 
因果 一 A 就 B 
婉曲強制 不 V 不 V 也得 VP 
仮説譲歩 再 A 也 B 
選択 宁可 A 也要(不)B 
推測判断 拿 A 来说/就 A 而言 
主観量枠構造49 
主観大量 左 A 右 B，V 来 V 去 
主観小量 只不过 A 罢了 
 









                                                   
47 表 1 は侯晓蕾(2017:13)の表 3.1 を抜粋したものである。侯晓蕾(2017)は A、B で可変項を表記しているが、
品詞が確定できる場合は動詞を V、名詞を N、動詞フレーズを VP、名詞フレーズを NP、量詞を M で表記
する。 





表 2 からは A、B と可変項を表記する。 
 
表 2 広東語の枠構造とそれに対応する普通話の枠構造 
分類項目 広東語の例 普通話の例50 
時間 
助詞 
暂时(唔)A 住，差唔多 A 咁滞 已经 A 了 
焦点 净系 A 咋，咪 A 啰 A 起来，拿 A 来说/就 A 而言 
疑問 唔通 A 咩，乜 A 嘅 难道 A 吗 
命令 先 A 先，不如 A 罢啦 不 A 不 A 也得 A 




再 A 添，几 A 吓 
再 A 翻，重新 A 过 
一 A 就 B 
モダリティ 
只不过 A 啫，或者 A 啩 
可以 A 得，一定 A 硬 
再 A 也 B，宁可 A 也要(不)B 
アスペクト 
接尾辞 
已经 A 咗，不嬲 A 开 曾经 A 过 
程度 稍为 A 吓，稍为 A 两 A 又 A 又 B，没 A 没 B 
変化 唔好彩 A 亲 — 








「二項」は前後 2 つの可変項があることを指し、「二枠」は不変項も 2 つあることを指し
ている。これは最も典型的な枠構造である。例えば“又 you A 又 you B”には“又哭又笑(泣
きながら笑う)”“又白又胖(ふくよかで色白だ)”がある。これには、「前後呼応式」と呼ば
れる類型もある。それは半独立の前後 2 つの枠から組み合わさっている。可変項も 2 つあ
る。例えば、“A 也好 yehao，不 bu A 也好 yehao”には、“去也好，不去也好(行っても行か







である。例えば、“一 yi A 了之 liaozhi”は“一走了之(去って済ませる)”“一笑了之(笑って
済ませる)”が挙げられる。 
③ 二項一枠式 
 不変項が１つ、可変項が同形の 2つ、枠の前後に位置する型である。例えば、“A什么 shenme 
A”は“笑什么笑(何笑ってるんだよ)”“写什么写(書くんじゃねえよ)”がある。 
④ 一項一枠式 





  不変項は 2 つあり、可変項は 1 つである。これは広東語の中で最も典型的な枠構造であ
る。助詞による枠構造はほとんどこの構造である。例えば、“一定 yatding A 硬 ngaang”の
場合は、“一定赢硬(きっと勝つ)”“一定死硬(きっと死ぬ)”等が挙げられる。 
② 二項二枠式 
 不変項も可変項も 2 つである。ほとんどの動詞接尾辞による枠構造がこれに該当する。
ここの A は動詞である場合が一般的であり、B は目的語、補語等の場合が多い。例えば、“喺
度 haidou AA 吓 ha B”には“喺度食食吓饭(ご飯を食べていたら)”“喺度跑跑吓步(ランニン
グをしていたら)”等がある。 
③ 二項三枠式 
 不変項は 3 つあり、可変項は 2 つある。この式はほとんど動詞接尾辞による枠構造であ
り、数が少ない。例として、“连 lin A 都 dou B 埋 maai”の“连佢都走埋(彼まで行ってしま
った)”“连骨都食埋(骨まで食べてしまった)”等が挙げられる。“连 lin A 都 dou B 埋 maai”










配列はどのようになっているのか。広東語との対照のために、表 2 の分類を参考にする。 
 まずは例文(1)で疑問、時間、モダリティの配列を考察する。“难道 nandao A 吗 ma”は疑
問、“已经 yijing A 了 le”は時間、“非 fei A 不可 buke”はモダリティを表している。 
 




b. *他 已经 难道不是 非 你 不可 吗 了？ 













内、“点解 dimgaai A 嘅 ge2”は多く研究されているが、文法機能について先行研究の意見は
一致していない。特に“嘅 ge2”の文法機能は複雑であり、“点解 dimgaai”と共起した場合
その複雑性が明らかになる。したがって、広東語の枠構造の中でも、“点解 dimgaai A 嘅 ge2”
の生起条件を考察することで、広東語の枠構造の特徴が明確になると考えられる。“点解
dimgaai A 嘅 ge2”に対応できる普通話の枠構造は、同じく「前置副詞……文末語気助詞」




的役割が見えると予想される。したがって、本章では広東語の“点解 dimgaai A 嘅 ge2”51と






 “点解 dimgaai A 嘅 ge2”および“点解 dimgaai A㗎ga3”は広東語の枠構造である。その
内、“点解 dimgaai(なぜ、どうして)”は前置副詞であり、“嘅 ge2”と“㗎ga3”は文末語
気助詞である。方小燕(2003b:89-92)は“嘅 ge2”と“㗎ga3”を主に VP の後ろにつくものと
して、“VP 嘅 ge2”と“VP㗎ga3”構文は両者とも原因を聞く省略文であり、“点解 dimgaai 
VP嘅ge2”と“点解 dimgaaiVP㗎ga3”という疑問文から疑問詞“点解dimgaai”などが省略
されたものであると述べている。以下の(2)と(3)は“嘅 ge2”の例文で、(4)と(5)は“㗎ga3”
の例文である。その内 b 文は a 文から疑問詞“点解 dimgaai”が省略されたものである。 
 
(2) a. 佢点解唔嚟嘅 ge2？                                         (方小燕 2003b:90) 
[彼はなんで来ないの？] 
⇒ b. 佢唔嚟嘅 ge2？ 
     [彼はなんで来ないの？] 
(3) a. 呢度点解冇人嘅 ge2？                                       (方小燕 2003b:90) 
    [ここはなんで誰もいないの？] 
⇒ b. 呢度冇人嘅 ge2？ 
     [ここはなんで誰もいないの？] 
(4) a. 佢点解唔嚟㗎ga3？                                          (方小燕 2003b:91) 
   [彼はなんで来ないの？] 
⇒ b. 佢唔嚟㗎ga3？ 
     [彼はなんで来ないの？] 
(5) a. 呢度点解冇人㗎ga3？                                        (方小燕 2003b:91) 
   [ここはなんで誰もいないの？] 
                                                   
51 本章第 2 節の前半部分は“点解 dimgaai A㗎ga3”も考察対象とする。 
141 
 
⇒ b. 呢度冇人㗎ga3？   
     [ここはなんで誰もいないの？]                     
 










まり、方小燕(2003b)は例文(2)～(5)の b 文は a 文から疑問詞“点解 dimgaai”が省略されたも
のであると主張しているのに対し、饭田(2015)は b 文が基礎で a 文は b 文から拡張されたも
のであると主張している。 








2.1  文末語気助詞の枠構造での機能 





                                                   








い。例えば、例文(6)a の否定形である(6)b は“唔系 mhai”と共起しているが、例文(7)a の否
定形は“唔系 mhai”と共起した場合非文となる。つまり、構造助詞としての“嘅 ge3”(例
文 6)と文末語気助詞としての“嘅 ge3” (例文 7)を対比した。 
 
(6) a. 呢啲蛋糕系用面粉做嘅 ge3。                    (飯田 2005:52) 
[これらのケーキは小麦粉で作ったのだ。] 
   b. 呢啲蛋糕唔系用面粉做嘅 ge3。                                     (飯田 2005:53) 
    [これらのケーキは小麦粉で作ったのではない。] 
(7) a. 我会去嘅 ge3。                                                  (飯田 2005:53) 
   [私は行くのだ。] 
b. *我唔系会去嘅 ge3。                       (飯田 2005:53) 





“嘅 ge3”は“唔系 mhai”の否定範囲の外である。 
2.1.2  “嘅 ge2”について 
 “嘅 ge2”は一般的に疑問を表す文末語気助詞と思われるが、鄧思穎(2015:239)は、原因
を聞く“嘅 ge2”は 2 つの形態素に分けるべきであると指摘している。すなわち、“嘅 ge2”




   “㗎ga3”は“嘅 ge3”と“啊 a3”が組み合わせてできた文末語気助詞といわれる(マシ









 また“VP㗎ga3”が表す不満の気持ちは“嘅 ge3”と“啊 a3”が結合して語気の情緖的ニ
ュアンスが変異したものであると、彭小川(2014)は主張している。 
2.1.4 “嘅 ge2”と“㗎ga3”の比較 
 以上を整理すると、疑問を表すために“嘅 ge2”は“嘅 ge3”に上昇調 H を付け加えるが、
“㗎ga3”は“嘅 ge3”に“啊 a3”を付け加えるという違いが認められる。また、両方の疑
問の内容にも相違点がある。すなわち“嘅 ge2”は単純疑問を、“㗎ga3”は話し手の不満
の気持ちも表している。まとめると表 3 のようになる。 
 




㗎ga3＝ ＋啊 a3＋不満の気持ち 
 
ところが、方小燕(2003b) の“VP 嘅 ge2”と“VP㗎ga3”構文の“嘅 ge2”と“㗎ga3”の
成分としての“嘅 ge3”は構造助詞なのか、文末語気助詞なのかについて、飯田(2005)を参
考にして例文(2)～(5)を検証すると、以下のようになる。例文(2)と(3)の b 文は“VP 嘅 ge2”
に“唔系 mhai”が挿入した文である。例文(4)と(5)の b 文は“VP㗎ga3”に“唔系 mhai”が
挿入した文である。 
 
(2) a. *佢点解唔系嚟嘅 ge2？ 
⇒ b. *佢唔系嚟嘅 ge2？ 
(3) a. *呢度点解唔系有人嘅 ge2？ 
⇒ b. *呢度唔系有人嘅 ge2？ 
(4) a. *佢点解唔系嚟㗎ga3？ 
⇒ b. *佢唔系嚟㗎ga3？  
(5) a. *呢度点解唔系有人㗎ga3？ 
























     [天星埠頭にいるよ！] 
   A：我都喺天星码头㖞！我唔见你嘅 ge2！(平叙文＋嘅 ge2)      (饭田 2015:114) 
     [私も天星埠頭にいるんだけど、なんであなた見かけないの？]       
(9) 喂！三叔！三~~~~~~叔~~~~~~！喂！冇反应嘅 ge2？(平叙文＋嘅 ge2) (饭田 2015:115) 
   [ね！おじさん！おじさ～～～～ん！ね！なんで反応ないの？] 
(10) 点解你识讲日文嘅 ge2？(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2)                  (饭田 2015:119) 
   [なんで日本語がしゃべれるんですか？] 
(11) 做乜染咗头发嘅 ge2？(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2)             (饭田 2015:119) 
   [なんで髪を染めたの？] 

























     [天星埠頭にいるよ！] 
   A：我都喺天星码头㖞！我唔见你嘅 ge2！(平叙文＋嘅 ge2)     (饭田 2015:114) 
     [私も天星埠頭にいるんだけど、なんであなた見かけないの？]  
⇒ 我都喺天星码头㖞！点解我唔见你嘅 ge2！(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2) 
     [私も天星埠頭にいるんだけど、なんであなた見かけないの？] 
(9) 喂！三叔！三~~~~~~叔~~~~~~！喂！冇反应嘅 ge2？(平叙文＋嘅 ge2) (饭田 2015:115) 
   [ね！おじさん！おじさ～～～～ん！ね！なんで反応ないの？] 
⇒ 喂！三叔！三~~~~~~叔~~~~~~！喂！点解冇反应嘅 ge2？(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2) 




(10) 点解你识讲日文嘅 ge2？(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2)                  (饭田 2015:119) 
    [なんで日本語がしゃべれますか？] 
 ⇒ 你识讲日文嘅 ge2？(平叙文＋嘅 ge2) 
    [なんで日本語がしゃべれますか？] 
(11) 做乜染咗头发嘅 ge2？(「なぜ」疑問文＋嘅 ge2)             (饭田 2015:119) 
    [なんで髪を染めたの？] 
 ⇒ 染咗头发嘅 ge2？(平叙文＋嘅 ge2) 










(12) 点解/做乜有只嘢飞咗入嚟嘅 ge2？快啲走开！ 
    [なんで何かが飛び込んだの？出てけ！] 








例文(13)～(22)の a 文は平叙文で、“点解 dimgaai”が生起できる文であれば「(点解)」と表記
し、“点解 dimgaai”が生起できない文であれば「(*点解)」と表記する。b 文は a 文に“点解







(13) a. (点解)佢最近成日叹气。平时明明咁开朗。 
[彼はため息ばかりついているんだね｡いつも明るいのに。] 
b. 点解佢最近成日叹气嘅 ge2。平时明明咁开朗。 
[彼はなぜため息ばかりついているんだろう｡いつも明るいのに。] 
c. 佢最近成日叹气嘅 ge2。平时明明咁开朗。 
[彼はなぜため息ばかりついているんだろう｡いつも明るいのに。] 
(14) a. (点解)呢出戏嘅女主角系佢。 
   [この映画のヒロインは彼女だ。] 
b. 点解呢出戏嘅女主角系佢嘅 ge2？ 
   [なんでこの映画のヒロインは彼女なの？] 
c. 呢出戏嘅女主角系佢嘅 ge2？ 
   [なんでこの映画のヒロインは彼女なの？] 
(15) a. (点解)呢套试卷我冇做过。 
   [この試験問題は私は解いたことがない。] 
b. 点解呢套试卷我冇做过嘅 ge2？ 
   [なんでこの試験問題は私は解いたことがないの？] 
c. 呢套试卷我冇做过嘅 ge2？ 
   [なんでこの試験問題は私は解いたことがないの？] 
(16) a. (点解)呢件事边个都唔知。 
   [この話は誰も知らない。] 
    b. 点解呢件事边个都唔知嘅 ge2？ 
     [なんでこの話は誰も知らないの？] 
    c. 呢件事边个都唔知嘅 ge2？ 
     [なんでこの話は誰も知らないの？] 
 
 例文(13)～(16)からわかるように、“点解 dimgaai”が生起する動詞述語文と主述述語文は








で、a’は程度副詞を伴う平叙文である。b 文は程度副詞がないが“点解 dimgaai”と“嘅 ge2”
が伴う文で、b’は程度副詞も伴い“点解 dimgaai”と“嘅 ge2”も伴う文である。c文は程度
副詞がないが“嘅 ge2”が伴う文で、c’は程度副詞も伴い“嘅 ge2”も伴う文である。  
 
(17) a. (*点解)呢间店嘅蛋糕难食。 
[この店のケーキはまずい。] 
    a’. (*点解)呢间店嘅蛋糕好难食。 
     [この店のケーキはまずい。] 
b. *点解呢间店嘅蛋糕难食嘅 ge2？ 
   [なんでこの店のケーキはまずいの？] 
b’. *点解呢间店嘅蛋糕好难食嘅 ge2？ 
   [なんでこの店のケーキはまずいの？] 
c. *呢间店嘅蛋糕难食嘅 ge2？ 
   [なんでこの店のケーキはまずいの？] 
c’. *呢间店嘅蛋糕好难食嘅 ge2？ 
   [なんでこの店のケーキはまずいの？] 
(18) a. (*点解)呢间屋个厅大。 
   [この家はリヴィングが大きい。] 
a’. (*点解)呢间屋个厅非常之大。 
   [この家はリヴィングが非常に大きい。] 
b. *点解呢间屋个厅大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングが大きいの。] 
b’. *点解呢间屋个厅非常之大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングが非常に大きいの。] 
c. *呢间屋个厅大嘅 ge2。 




c’. *呢间屋个厅非常之大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングが非常に大きいの。] 
(19) a. (*点解)今日买嘅西瓜甜。 
   [今日買ったスイカは甘い。] 
a’. (点解)今日买嘅西瓜特别甜。 
   [今日買ったスイカは特に甘い。] 
b. *点解今日买嘅西瓜甜嘅 ge2？ 
     [なんで今日買ったスイカは甘いの？] 
b’. 点解今日买嘅西瓜特别甜嘅 ge2？ 
     [なんで今日買ったスイカは特に甘いの？] 
c. *今日买嘅西瓜甜嘅 ge2？ 
     [なんで今日買ったスイカは甘いの？] 
c’. 今日买嘅西瓜特别甜嘅 ge2？ 
     [なんで今日買ったスイカは特に甘いの？] 
(20) a. (*点解)呢间屋个厅大。 
   [この家はリヴィングが大きい。] 
a’. (点解)呢间屋个厅咁大。 
   [この家はリヴィングがこんなに大きい。] 
b. *点解呢间屋个厅大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングが大きいの。] 
b’. 点解呢间屋个厅咁大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングがこんなに大きいの。] 
c. *呢间屋个厅大嘅 ge2。 
   [なんでこの家はリヴィングが大きいの。] 
c’. 呢间屋个厅咁大嘅 ge2。 











(21) a. (点解)佢客家口音。 
[彼は客家なまりがある。] 
b. 点解佢客家口音嘅 ge2。 
[なんで彼は客家なまりがあるの？] 
c. 佢客家口音嘅 ge2。 
[なんで彼は客家なまりがあるの？] 
(22) a. (*点解)佢客家人。 
   [彼は客家人だ。] 
b. *点解佢客家人嘅 ge2。 
[なんで彼は客家人なの。] 
c. *佢客家人嘅 ge2。 
[なんで彼は客家人なの。] 
 







“啊 a3”が生起できる。“啊 a3”が生起する文は例(23)～(26)の a 文に示す。しかし、“啊
a3”が生起する場合は“点解”が必ず欠かせない。“点解”のような疑問詞がないと非文にな
る。非文になる場合は例(23)～(26)の b 文に示す。 
 
(23) a. 点解佢最近成日叹气啊 a3。平时明明咁开朗。 
[彼はなぜため息ばかりついているんだろう｡いつも明るいのに。] 




(24) a. 点解呢件事边个都唔知啊 a3？ 
     [なんでこの話は誰も知らないの？] 
    b. *呢件事边个都唔知啊 a3？ 
(25) a. 点解今日买嘅西瓜特别甜啊 a3？ 
     [なんで今日買ったスイカは特に甘いの？] 
b. *今日买嘅西瓜特别甜啊 a3？ 
(26) a. 点解佢客家口音啊 a3？ 
[なんで彼は客家なまりがあるの？] 




すなわち、枠構造“点解 dingaaiA 嘅 ge2”は成分の意味の総和を超えた構造的意味を持って
いる。 
  以上の考察をまとめると、“点解 dimgaai”と“嘅 ge2”は生起条件が同じであり、“点
解 dimgaai”がなくても“嘅 ge2”単独で使われる。これは“嘅 ge2”以外の文末語気助詞で










3.1 枠構造としての“难道 nandao A 吗 ma”  
  “难道 nandao A 吗 ma”は「反語文」とされているが、苏英霞(2000)では否定、困惑、推
測という 3 つの語用機能を持っていると分析し、反語文以外にも反語文と当否疑問文の間
にある特殊疑問文の存在を示している。苏英霞(2000:59-60)は“难道 nandao A 吗 ma”の語






表 4 “难道 nandao A 吗 ma”の語用機能・意味特徴 































 表 4 からわかるように、“难道 nandao A 吗 ma”には 3 つの語用機能がある。本研究では、
広東語の“点解 dimgaai A 嘅 ge2”と同様に、普通話の“难道 nandao A 吗 ma”を枠構造と
いう観点から分析する。 




② 意味的基準：特殊な構造的意味を持たなければならない。  
                                                   





 まずは、文法形式の基準についてみてみよう。“难道 nandao A 吗 ma”の不変項は“难道
nandao”と“吗 ma”であり、可変項は A である。次に、意味的基準については、表 4 から
わかるように、“难道 nandao A 吗 ma”は特殊な構造的意味を持っている。否定と困惑を表
す“难道 nandao A 吗 ma”は反語文であり、「A ではない」という意味を表している。推測
を表す“难道 nandao A 吗 ma”は「A ではないよね？」という意味を表している。最後に、
語用的基準から見る。“难道 nandao A 吗 ma”は否定、困惑、推測を表す機能を持っている。
さらに、“难道 nandao A 吗 ma”は「A ではない」と「A ではないよね？」という意味を表
しているが、ここには単なる「A ではない」「A ではないよね？」より感情的ニュアンスが
多く含まれている。苏英霞(2000)の 3 つの例文を「A ではない」または「A ではないよね？」
に転換して、“难道 nandao A 吗 ma”の感情的ニュアンスを比較検証する。例文(27)~(29)の a
文は“难道 nandao A 吗 ma”文であり、b 文は a 文に対応する「A ではない」または「A で
はないよね？」文である。 
 
(27) a. 难道你想一辈子不嫁人吗？ 
[一生結婚しないつもり？] 
    b. 你不想一辈子不嫁人。 
     [あなたは一生結婚しないと思っていない。] 
(28) a. 难道他的条件还不够好吗？ 
     [彼の条件は十分にいいんじゃないの？] 
    b. 他的条件已经够好了。 
   [彼の条件は十分にいい。] 
(29) a. 难道你们闹矛盾了吗？ 
[もしかしてケンカしたの？] 
    b. 你们没有闹矛盾吧？ 
     [あなたたちはケンカしていないよね？] 
 
 例文(27)~(29)からわかるように、a 文が表す感情は明らかに b 文より強い。b 文は単純な
叙述や疑問であるが、a 文は強い不満や驚き等の気持ちを同時に表している55。 
 このように、“难道 nandao A 吗 ma”は普通話の枠構造であると言えよう。 
                                                   





3.2  “难道 nandao”と“吗 ma”の生起条件 
 鄧思穎(2015:307)は普通話の枠構造は前置成分がより重要な文法的役割を担う傾向がある
と述べている。ここでは、枠構造“难道 nandao A 吗 ma”を通して、枠構造の前・後置成分
の文法的役割を測ってみよう。“难道 nandao A 吗 ma”での“难道 nandao”と“吗 ma”の生
起条件は次の例文(30)~(37)で考察できる。 
まず、動詞述語文と主述述語文での生起条件を見てみよう。例文(30)~(32)は動詞述語文で
あり、(33)と(34)は主述述語文である。それぞれ a 文は“难道 nandao”と“吗 ma”のいずれ
も伴わない平叙文、b 文は“难道 nandao”を伴う文、c 文は“难道 nandao”と“吗 ma”両
方を伴う文、d 文は“吗 ma”を伴う文である。 
 
(30) a. 你不要命。 
[あなたは命が要らないんだ。] 
    b. 你难道不要命？ 
     [命が要らないのか。] 
c. 你难道不要命吗？ 
     [命が要らないのか。] 
    d. 你不要命吗？ 
     [命が要らないのか。] 
(31) a. 你不肯给我解释的机会了。 
     [あなたはあたしが言い訳するのも許してくれない。] 
    b. 难道你不肯给我解释的机会了？ 
     [あたしが言い訳するのも許してくれないの?] 
    c. 难道你不肯给我解释的机会了吗？ 
     [あたしが言い訳するのも許してくれないの?] 
    d. 你不肯给我解释的机会了吗？ 
     [あたしが言い訳するのも許してくれないの?] 
(32) a. 我们永远也不能象过去那样友好快乐了。 
     [あたしたち、前みたいに楽しく過ごすことは、もうこれからずっとできない。] 
    b. 难道我们永远也不能象过去那样友好快乐了？ 
     [あたしたち、前みたいに楽しく過ごすことは、もうこれからずっとできないの？] 
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    c. 难道我们永远也不能象过去那样友好快乐了吗？ 
     [あたしたち、前みたいに楽しく過ごすことは、もうこれからずっとできないの？] 
    d. 我们永远也不能象过去那样友好快乐了吗？ 
     [あたしたち、前みたいに楽しく過ごすことは、もうこれからずっとできないの？] 
(33) a. 这件事谁也不知道。 
     [この話は誰も知らない。] 
    b. 难道这件事谁也不知道？ 
     [もしかしてこの話は誰も知らないの？] 
    c. 难道这件事谁也不知道吗？ 
   [もしかしてこの話は誰も知らないの？] 
    d. 这件事谁也不知道吗？ 
     [この話は誰も知らないの？] 
(34) a. 这套卷子他没做过。 
     [この試験問題は彼は解いたことがない。] 
    b. 难道这套卷子他没做过？ 
     [この試験問題は彼は解いたことがないの？] 
    c. 难道这套卷子他没做过吗？ 
     [この試験問題は彼は解いたことがないの？] 
    d. 这套卷子他没做过吗？ 
     [この試験問題は彼は解いたことがないの？] 
 
例文 (30)~(34)からわかるように、動詞述語文と主述述語文においては、“难道
nandao”“吗 ma”いずれも生起できる。さらに、“难道 nandao”と“吗 ma”の両方、“难
道 nandao”単独、“吗 ma”単独のいずれのパターンも成立する。特に、“吗 ma”単独の
生起ではイントネーションで反語の意味を表せる。 
続いて、形容詞述語文での生起条件を見てみよう。例文(35)(36)は形容詞述語文であり、a
文は枠構造を持たない平叙文、b 文は“难道 nandao”を伴う文、c 文は“难道 nandao”と“吗
ma”両方を伴う文、d 文は“吗 ma”を伴う文である。 
 
(35) a. 他的做法不危险。 
     [彼のやり方は危なくない。] 
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    b. 难道他的做法不危险？ 
     [彼のやり方は危なくないの？] 
    c. 难道他的做法不危险吗？ 
     [彼のやり方は危なくないの？] 
    d. 他的做法不危险吗？ 
     [彼のやり方は危なくないの？] 
(36) a. 这部电视剧不好看。 
     [このドラマは面白くない。] 
    b. 难道这部电视剧不好看？ 
     [このドラマは面白くないの？] 
    c. 难道这部电视剧不好看吗？ 
   [このドラマは面白くないの？] 
    d. 这部电视剧不好看吗？ 
     [このドラマは面白くないの？] 
 
 例文(35)(36)からわかるように、形容詞述語文の場合も同様に、“难道 nandao”“吗 ma”




持たない平叙文、b 文は“难道 nandao” を伴う文、c文は“难道 nandao”と“吗 ma”両方
を伴う文、d 文は“吗 ma”を伴う文である。 
 
(37) a. 我们老师广东人。 
     [私たちの先生は広東人だ。] 
    b. 难道我们老师广东人？ 
     [もしかして私たちの先生は広東人なの？] 
    c. 难道我们老师广东人吗？ 
     [もしかして私たちの先生は広東人なの？] 
    d. 我们老师广东人吗？ 
     [私たちの先生は広東人なの？] 
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(38) a. 我们老师广东口音。 
     [私たちの先生は広東語の訛りがある。] 
    b. *难道我们老师广东口音？ 
     [もしかして私たちの先生は広東語の訛りがあるの？] 
    c. *难道我们老师广东口音吗？ 
     [もしかして私たちの先生は広東語の訛りがあるの？] 
    d. 我们老师广东口音吗？ 
     [私たちの先生は広東語の訛りがあるの？] 
  
例文(37)と(38)からわかるように、“难道 nandao A 吗 ma”の名詞述語文での生起には制限
があり、“难道 nandao”と“吗 ma”の生起条件も同じではない。(38)では“难道 nandao”だ
けの出現、及び“难道 nandao”と“吗 ma” の共起は非文となる。しかし(38)d のように“难
道 nandao”が生起できない場合でも“吗 ma”は生起できる。つまり、“吗 ma”は“难道 nandao”
に依存するものではない。しかし、“难道 nandao”は“吗 ma”以外の文末語気助詞“啊 a”、
“呢 ne”等とは共起できず、“吗 ma”としか枠構造を作らない。したがって、“难道 nandao 
A 吗 ma”の中心が前置成分の“难道 nandao”にあるとは言いにくい。“难道 nandao A 吗 ma”
の前置成分“难道 nandao”と後置成分“吗 ma”のいずれが枠構造の中心なのか、という問
題の解は広東語のように明確ではない。 
 例文(30)~(38)の考察をまとめると、普通話の枠構造“难道 nandao A 吗 ma”の前置成分“难
道 nandao”と後置成分“吗 ma”は動詞述語文、主述述語文、形容詞述語文、名詞述語文に
生起できるが、名詞述語文での生起には制限がある。詳しくは、動詞述語文、主述述語文、
形容詞述語文では“难道 nandao”と“吗 ma”の両方、“难道 nandao”単独、“吗 ma”単
独の生起のいずれも成立する一方、名詞述語文においては“难道 nandao”が生起できない
場合があり、“难道 nandao”が生起できない場合でも“吗 ma”は生起できる。また“难道













 まず、第 1 節では広東語と普通話の枠構造の特徴を見た後、両者を意味、構造、配列の 3













問詞の有無に関わらず、文の意味は同じとなる。また、 “点解 dimgaai”と“嘅 ge2”は生
起条件が同じであり、“点解 dimgaai”がなくても“嘅 ge2”単独で使われる。これは“嘅
ge2”以外の文末語気助詞では見られない特徴である。「予想外」という意味からみると、“点
解 dimgaai A 嘅 ge2”の構造の中心は“嘅 ge2”にあると推論できる。  
 第 3 節は普通話の“难道 nandao A 吗 ma”を枠構造の観点から考察した。3.1 ではまず“难
道 nandao A 吗 ma”が枠構造であることを示した。3.2 で“难道 nandao”と“吗 ma”の生起
条件を調べた。その結果、“难道 nandao”と“吗 ma”は動詞述語文、主述述語文、形容詞
述語文、名詞述語文に生起できるが、名詞述語文での生起には制限があり、“难道 nandao”
と“吗 ma”の生起条件も同じではないことがわかった。したがって、“难道 nandao A 吗
ma”の中心は前置成分の“难道 nandao”にあるとは言いにくい。“难道 nandao A 吗 ma”
の前置成分“难道 nandao”と後置成分“吗 ma”のどちらが枠構造の中心なのかは広東語の
ように明確ではない。“难道 nandao”が生起できない場合でも“吗 ma”は生起できること
と、“难道 nandao”は“吗 ma”以外の文末語気助詞“啊 a”、“呢 ne”等と共起できない
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ことから、“难道 nandao A 吗 ma”の中心は前置成分の“难道 nandao”にあるとは言いにく
い。 
 まとめると、最も典型的な枠構造である広東語の“点解dimgaai A嘅ge2”と普通話の“难












第 7章 結論 
 
 本研究は、広東語を研究対象とし、普通話との対照を行いながら、音声・音韻論、形態





論では、第 5 章で普通話の構造助詞“的 de”“地 de”と状態詞接尾辞“的 de”の文法機能







 第 1 章では、広東語について概説し、本研究での一貫した研究方法である対照について
述べた。また、本研究の構成と、各章の内容を概観した。 







































を意味核とする重ね型 AA 型は感覚の好感度に変化が現れ、Ass 型と ppA 型は感覚種類や感
覚の具体化という形で感覚共有性に変化が見られた。具体的には、AA 型形容詞は、感覚共
有性の変化は見られないが、ポジティブな意味しか表さないように意味が変化する。ネガ
ティブな意味を表す形容詞 A を意味核とする AA 型の場合も、意味がよりマイルドになり、


























傾向が広東語の “嘅 ge”“噉 gam”と普通話の “的 de”“地 de”で異なることが明らかになった。
すなわち、重ね型形容詞が述語、補語になる場合、普通話では AABB 型と ABAB 型は“的
de”があってもなくてもよい一方、AA 型と ABB 型は必ず接尾辞“的 de”が必要となる。し
かし広東語では、すべての型で“噉 gam”は必須の要素ではない。ただし、AA 哋型、ABB



















気助詞による広東語の枠構造の内、“点解 dimgaai A 嘅 ge2”は多く研究されているが、その
文法機能について先行研究の意見は一致していない。特に“嘅 ge2”の文法機能は複雑であ
り、“点解 dimgaai”と共起した場合にはその複雑さが顕著に表れる。“点解 dimgaai A 嘅 ge2”
に対応しうる普通話の枠構造は、同じく「前置副詞……文末語気助詞」の構造であり、疑
問を表せる枠構造“难道 nandao A 吗 ma”である。この 2 つの枠構造を対照することにより、
広東語と普通話の枠構造における文末語気助詞の文法的役割が明らかになると予想された。




















 第 5 章と第 6 章は、広東語と普通話の構造助詞、接尾辞、文末語気助詞の文法的機能と
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Jp 単独 Jp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 63.3 113.6 179.8% 75.1 76.8 102.6 270.3 102.5% 75.0% 28.6% 
J-F2 57.4 115.9 211.3% 44.0 85.5 80.9 252.6 198.7% 106.4% 33.9% 
J-F3 51.2 112.0 218.9% 58.0 89.0 94.0 257.7 153.1% 94.6% 34.5% 
J-F4 69.8 132.3 191.6% 59.9 85.1 110.0 296.6 144.7% 77.4% 28.7% 
J-F5 42.9 112.3 262.9% 59.7 86.7 106.1 282.6 145.5% 81.7% 30.7% 
J-F6 68.3 107.9 160.1% 56.0 69.2 101.0 268.9 125.1% 68.5% 25.7% 
J-F7 62.2 116.5 187.5% 63.3 88.2 99.6 280.4 139.7% 88.9% 31.5% 
J-M1 46.4 96.4 208.3% 41.5 66.0 75.7 222.6 162.0% 87.7% 29.6% 
J-M2 57.7 78.6 136.7% 51.3 62.1 82.9 230.1 126.5% 75.3% 27.0% 
J-M3 46.8 59.4 132.0% 38.4 42.9 76.9 186.1 116.3% 56.4% 22.8% 
J 平均 56.6 104.5 188.9% 54.7 75.2 93.0 254.8 141.4% 81.2% 29.3% 
 
Jpp 単独 Jpp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 77.3 226.1 292.6% 102.1 149.7 100.3 376.6 146.7% 149.2% 39.8% 
J-F2 81.0 292.3 362.1% 69.6 177.9 73.5 362.7 258.7% 242.7% 49.0% 
J-F3 74.5 260.7 351.7% 65.5 168.9 93.4 344.1 258.2% 181.6% 49.1% 
J-F4 74.1 229.4 317.4% 89.0 245.3 101.1 473.2 277.7% 242.8% 51.8% 
J-F5 52.9 231.7 439.6% 56.9 204.4 93.3 387.1 362.5% 219.6% 52.8% 
J-F6 88.8 247.6 287.3% 78.0 141.7 75.6 337.5 181.6% 187.2% 41.9% 
J-F7 78.1 226.3 289.9% 86.4 171.4 94.7 379.9 198.5% 182.2% 45.1% 
J-M1 66.2 218.9 331.2% 56.9 162.8 67.2 318.8 289.4% 246.4% 51.1% 
J-M2 64.6 241.4 374.4% 57.4 156.1 72.4 325.4 274.2% 217.4% 48.0% 
J-M3 63.6 195.5 309.3% 56.5 121.3 61.3 275.1 215.1% 200.6% 44.0% 
J 平均 72.1 237.0 335.5% 71.8 170.0 83.3 358.0 246.3% 207.0% 47.3% 
 
Jp 単独 Jp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 44.0 103.3 243.9% 44.1 70.2 68.3 259.7 163.2% 102.6% 26.3% 
H-F2 63.9 108.2 173.4% 79.3 76.3 82.6 304.9 106.5% 92.1% 24.9% 
H-F3 50.2 124.1 236.9% 42.0 79.1 60.2 240.2 220.2% 136.1% 32.4% 
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H-F4 78.8 107.5 142.3% 64.3 67.3 73.8 287.5 105.3% 91.5% 23.5% 
H-F5 111.6 86.6 78.2% 115.4 86.3 124.0 424.5 78.1% 70.0% 20.3% 
H-F6 67.3 92.7 140.4% 68.3 45.9 108.2 260.5 66.7% 42.3% 17.4% 
H-F7 73.5 126.5 175.7% 81.0 94.2 122.8 383.0 114.6% 76.9% 24.2% 
H-M1 78.1 47.4 61.2% 92.4 52.4 97.1 303.3 56.6% 55.5% 17.3% 
H-M2 71.7 47.6 66.6% 56.2 55.1 88.4 275.7 110.2% 71.6% 20.5% 
H-M3 47.8 106.0 222.7% 31.9 64.9 59.6 245.6 223.4% 128.7% 26.0% 
H-M4 70.5 100.5 145.5% 36.7 77.9 79.8 327.7 210.8% 98.8% 23.5% 
H-M5 78.5 64.1 86.4% 72.8 64.3 108.0 297.2 86.1% 59.0% 21.1% 
H-M6 84.5 146.6 167.3% 70.7 165.9 105.8 419.8 246.6% 166.7% 39.2% 
H-M7 73.5 140.9 191.4% 62.4 95.3 92.7 299.6 156.6% 101.7% 31.1% 
H 平均 75.7 95.9 133.5% 68.8 80.2 98.6 323.7 135.0% 87.1% 24.1% 
 
Jpp 単独 Jpp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 59.9 242.2 447.7% 45.7 242.9 92.0 437.8 530.8% 262.2% 54.7% 
H-F2 110.2 285.7 275.1% 114.8 278.5 101.5 578.2 271.7% 292.0% 47.3% 
H-F3 67.5 242.7 363.9% 67.3 177.8 42.2 370.2 263.8% 514.2% 47.6% 
H-F4 91.5 289.4 331.6% 105.4 217.7 93.7 497.6 223.1% 287.1% 44.1% 
H-F5 160.5 255.1 163.4% 206.1 314.2 124.3 788.6 150.7% 254.6% 39.3% 
H-F6 73.5 263.4 357.5% 74.2 66.6 91.1 273.6 89.5% 72.8% 24.2% 
H-F7 148.6 215.5 143.3% 155.3 153.6 143.5 529.7 116.2% 107.6% 29.4% 
H-M1 125.9 163.0 131.1% 128.5 144.9 82.8 422.1 115.7% 178.9% 34.4% 
H-M2 89.8 283.0 314.9% 68.4 266.4 138.8 533.0 393.1% 199.9% 50.1% 
H-M3 93.1 416.5 481.4% 75.1 351.5 50.0 560.7 481.1% 698.3% 62.3% 
H-M4 124.8 262.3 211.5% 128.4 299.8 90.3 673.2 243.8% 357.9% 43.8% 
H-M5 88.3 156.7 171.3% 69.3 152.4 133.5 411.7 220.0% 114.7% 37.0% 
H-M6 95.5 359.9 379.5% 93.7 329.5 111.4 623.0 351.4% 299.7% 52.9% 
H-M7 77.5 147.8 199.3% 72.6 150.9 98.3 366.7 207.6% 153.5% 41.1% 
Ｈ平均 107.8 252.3 255.3% 107.2 223.0 106.4 518.2 236.9% 243.8% 41.5% 
 
Jp 単独 Jp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 65.2 103.9 153.1% 53.8 86.4 102.0 293.6 164.4% 86.1% 29.6% 
K-F2 72.2 63.9 89.9% 55.6 69.0 115.2 300.4 139.1% 63.2% 22.1% 
K-F3 65.7 66.7 105.0% 74.6 47.1 119.9 331.4 65.1% 40.2% 14.2% 
K-F4 72.2 98.3 143.5% 74.4 55.5 128.0 358.7 74.7% 43.9% 15.4% 
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K-F5 82.2 118.0 148.3% 60.0 100.6 89.1 322.6 170.2% 111.8% 31.0% 
K-F6 58.4 85.9 150.5% 52.5 67.2 115.7 347.8 128.0% 59.0% 19.3% 
K-F7 96.6 117.8 125.1% 90.7 135.7 120.7 360.9 166.6% 112.1% 37.5% 
K-F8 84.7 72.6 87.3% 81.4 53.4 130.5 335.8 66.4% 41.5% 16.0% 
K-F9 103.1 62.7 62.6% 97.5 73.7 129.1 399.3 78.4% 59.1% 18.6% 
K-F10 84.5 102.3 122.1% 89.4 91.8 144.2 369.2 102.7% 63.8% 24.9% 
K-F11 104.2 123.9 120.7% 79.3 86.9 137.3 381.2 112.2% 63.3% 22.8% 
K-F12 73.5 65.4 89.9% 77.4 143.8 118.1 312.7 174.9% 115.6% 43.8% 
K-M1 78.9 54.2 76.1% 62.9 51.9 115.2 274.6 81.3% 45.8% 18.7% 
K-M2 92.5 46.1 50.8% 72.3 46.6 127.3 365.1 69.2% 36.7% 12.8% 
K-M3 138.1 101.4 98.7% 117.4 70.4 119.9 332.6 74.7% 59.2% 21.7% 
K 平均 84.8 85.5 108.2% 75.9 78.7 120.8 339.1 111.2% 66.7% 23.2% 
 
Jpp 単独 Jpp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 102.2 257.8 265.0% 72.9 326.1 235.0 716.1 474.7% 139.1% 45.5% 
K-F2 62.7 247.9 400.3% 57.8 216.2 135.6 466.3 375.7% 161.3% 46.1% 
K-F3 71.4 301.1 422.0% 65.6 250.9 166.1 584.0 382.8% 148.9% 42.5% 
K-F4 150.2 118.3 79.7% 113.4 177.1 148.3 545.6 158.0% 121.2% 32.4% 
K-F5 59.0 210.7 348.6% 56.8 129.4 102.4 349.3 225.4% 126.9% 36.7% 
K-F6 86.7 139.4 269.4% 42.7 136.7 144.2 457.4 324.0% 95.1% 29.9% 
K-F7 94.9 224.4 235.6% 73.0 161.8 135.3 392.4 224.3% 122.0% 41.2% 
K-F8 81.7 204.0 249.2% 106.5 184.4 165.3 501.1 171.1% 109.9% 36.2% 
K-F9 117.1 80.3 68.9% 103.9 155.6 160.6 540.6 160.5% 99.7% 28.1% 
K-F10 67.0 288.5 433.8% 64.5 203.8 226.7 557.8 321.1% 89.9% 36.5% 
K-F11 75.2 264.7 352.0% 57.5 197.2 170.9 476.4 361.2% 115.5% 41.4% 
K-F12 150.9 246.2 234.4% 68.3 145.1 109.3 402.5 214.2% 137.9% 36.2% 
K-M1 55.5 110.4 199.8% 62.4 89.5 122.9 322.1 145.6% 75.4% 27.9% 
K-M2 243.7 100.2 41.7% 98.3 48.7 101.8 374.8 51% 50% 13% 
K-M3 78.8 161.0 203.1% 64.5 121.6 89.9 298.4 187.7% 140.5% 40.5% 
K 平均 99.8 197.0 253.6% 73.9 169.6 147.6 465.7 251.8% 115.5% 35.6% 
 
Kp 単独 Kp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 229.7 83.5 37.7% 198.5 64.8 194.1 517.8 32.6% 33.4% 12.5% 
K-F2 137.4 65.8 48.0% 125.4 53.8 118.2 352.9 42.9% 45.6% 15.3% 
K-F3 222.7 91.5 41.2% 143.9 49.1 152.8 423.3 34.2% 32.1% 11.6% 
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K-F4 152.1 87.1 57.4% 128.7 74.2 155.1 421.0 58.5% 49.5% 17.7% 
K-F5 165.7 59.1 35.6% 140.1 54.8 135.8 394.5 39.0% 40.4% 13.8% 
K-F6 142.7 54.8 38.4% 138.7 50.3 108.3 367.8 36.4% 47.2% 13.7% 
K-F7 180.1 61.2 33.8% 144.3 53.6 111.0 386.8 37.1% 52.9% 14.2% 
K-F8 208.3 98.6 47.2% 186.6 76.8 178.7 502.8 40.9% 42.5% 15.1% 
K-F9 153.6 55.5 35.5% 160.9 45.2 144.4 411.9 28.6% 33.2% 11.2% 
K-F10 219.1 94.7 43.2% 182.0 82.7 206.4 531.4 45.6% 40.2% 15.6% 
K-F11 182.3 144.7 79.1% 198.8 114.2 196.0 578.4 57.4% 58.2% 19.7% 
K-F12 176.7 55.6 31.5% 157.7 57.9 172.1 417.8 37.1% 33.8% 14.1% 
K-M1 107.4 42.2 40.1% 117.4 45.2 159.9 344.7 38.8% 28.8% 13.2% 
K-M2 156.9 45.8 31.8% 162.1 45.0 128.8 434.0 29.2% 60.8% 10.9% 
K-M3 137.8 71.8 52.7% 159.5 75.8 138.0 474.7 47.4% 54.7% 15.7% 
K 平均 171.5 74.1 43.5% 156.3 62.9 153.3 437.3 40.4% 43.6% 14.3% 
 
Kpp 単独 Kpp 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 107.2 161.7 149.4% 102.4 143.6 180.9 490.1 142.0% 79.4% 29.3% 
K-F2 92.5 176.1 191.7% 82.4 93.9 112.0 341.1 113.9% 84.4% 27.6% 
K-F3 115.4 197.3 171.3% 96.2 126.4 138.5 448.3 131.2% 91.8% 28.2% 
K-F4 104.4 129.5 124.0% 99.4 105.9 169.1 469.8 106.4% 62.7% 22.5% 
K-F5 101.0 183.7 182.9% 84.3 102.7 126.7 385.6 122.4% 82.2% 26.7% 
K-F6 94.2 101.3 107.9% 86.9 81.7 102.8 366.1 93.9% 86.7% 22.3% 
K-F7 127.3 151.0 116.0% 112.8 112.5 141.6 449.5 100.4% 79.6% 25.0% 
K-F8 112.8 176.0 157.1% 103.7 160.7 198.7 527.6 156.2% 80.8% 30.4% 
K-F9 110.9 91.8 83.3% 99.0 74.3 131.0 404.2 74.6% 56.7% 18.4% 
K-F10 100.8 186.7 185.6% 100.2 135.4 187.7 479.4 135.4% 72.3% 28.2% 
K-F11 114.8 230.3 197.7% 116.8 129.0 154.1 462.0 110.3% 84.1% 27.9% 
K-F12 70.3 160.3 228.7% 68.5 153.9 128.4 429.2 224.0% 119.6% 35.8% 
K-M1 77.3 131.3 166.7% 86.7 77.0 122.5 375.2 90.1% 62.4% 20.3% 
K-M2 88.3 91.0 105% 104.3 100.8 162.3 446.2 97.9% 63.4% 22.6% 
K-M3 81.3 191.1 290.1% 89.8 138.5 149.8 472.3 156.8% 91.9% 28.9% 







2．子音 t の実験結果(単位：ms) 
 
Jt 単独 Jt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 67.7 104.8 156.0% 75.7 71.7 87.9 273.4 95.1% 81.4% 26.2% 
J-F2 43.3 129.6 318.0% 37.7 87.2 78.5 252.5 231.9% 112.0% 34.6% 
J-F3 53.4 112.2 210.6% 59.5 70.9 85.2 233.5 121.1% 83.4% 30.4% 
J-F4 60.8 147.3 250.2% 50.7 98.2 101.5 304.5 195.2% 96.7% 32.2% 
J-F5 45.6 103.7 229.3% 61.2 76.7 104.5 277.8 125.9% 73.4% 27.6% 
J-F6 70.8 105.6 149.2% 51.5 64.6 86.8 251.8 126.6% 74.5% 25.7% 
J-F7 59.8 118.1 197.7% 63.9 73.8 97.8 267.3 115.6% 75.2% 27.5% 
J-M1 51.2 81.6 160.5% 36.2 61.5 72.9 207.7 178.4% 85.5% 29.7% 
J-M2 65.7 78.0 120.0% 63.8 46.2 78.5 229.3 72.6% 59.8% 20.2% 
J-M3 53.9 63.8 119.3% 53.1 31.0 64.0 197.7 60.1% 51.8% 15.5% 
J 平均 57.2 104.5 191.1% 55.3 68.2 85.8 249.5 132.3% 79.4% 26.9% 
 
Jtt 単独 Jtt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 90.6 226.2 250.9% 97.0 167.2 89.4 388.5 172.6% 187.0% 43.0% 
J-F2 78.9 269.7 342.3% 71.0 189.6 77.6 385.9 276.0% 244.5% 49.1% 
J-F3 73.2 234.8 323.1% 72.6 170.1 95.5 355.2 235.0% 178.6% 47.9% 
J-F4 67.5 316.9 474.6% 73.2 223.6 95.6 441.0 310.9% 233.4% 50.6% 
J-F5 57.9 225.8 390.9% 67.9 177.9 91.1 375.1 262.7% 196.2% 47.4% 
J-F6 92.7 258.6 280.2% 78.8 144.7 84.9 342.3 184.7% 170.8% 42.3% 
J-F7 80.4 237.6 296.3% 79.7 188.8 89.2 392.1 242.7% 211.0% 48.0% 
J-M1 57.8 185.9 321.7% 54.1 145.0 68.9 303.4 269.6% 211.0% 47.8% 
J-M2 59.4 206.6 354.8% 74.0 161.7 75.4 344.2 220.3% 218.8% 46.9% 
J-M3 67.2 184.8 284.1% 56.0 129.1 58.3 275.7 242.8% 222.6% 46.8% 
J 平均 72.6 234.7 331.9% 72.4 169.8 82.6 360.3 241.7% 207.4% 47.0% 
 
Jt 単独 Jt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 57.2 85.2 152.2% 55.9 72.9 66.7 274.8 129.6% 109.6% 26.3% 
H-F2 80.8 146.6 184.3% 93.6 118.9 83.5 352.5 121.5% 130.5% 30.6% 
H-F3 38.6 114.5 321.7% 35.7 105.5 59.0 273.5 327.8% 186.9% 37.8% 
H-F4 74.7 88.3 121.4% 91.3 84.2 78.5 339.5 88.8% 103.2% 23.8% 
H-F5 104.7 78.8 75.5% 129.7 96.6 141.8 490.2 72.1% 66.3% 19.0% 
H-F6 57.4 112.3 194.4% 65.8 60.7 99.0 274.8 93.2% 61.7% 22.0% 
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H-F7 86.8 156.5 179.3% 79.0 83.1 82.9 356.4 106.5% 100.9% 23.3% 
H-M1 88.2 74.6 82.2% 95.5 40.8 81.9 284.8 43.0% 49.9% 14.3% 
H-M2 76.2 92.5 122.1% 67.8 46.4 72.7 291.7 71.3% 65.7% 15.9% 
H-M3 51.7 91.6 173.6% 85.8 61.9 70.2 302.7 70.4% 77.5% 17.8% 
H-M4 63.5 102.6 162.1% 69.8 79.7 83.0 362.4 117.9% 95.7% 21.7% 
H-M5 87.1 151.9 176.1% 77.9 79.9 57.0 336.0 102.5% 401.0% 23.2% 
H-M6 87.1 162.7 218.2% 80.7 154.5 106.2 384.9 192.0% 146.2% 40.2% 
H-M7 83.9 118.2 141.7% 72.8 136.1 103.1 371.8 191.1% 132.0% 36.4% 
H 平均 78.7 114.2 152.5% 82.5 84.0 89.8 345.6 106.0% 119.7% 23.4% 
 
Jtt 単独 Jtt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 63.0 225.3 363.7% 44.8 215.7 99.1 424.3 501.4% 222.2% 50.6% 
H-F2 112.6 373.2 336.1% 105.6 300.4 93.1 546.0 282.3% 320.0% 52.3% 
H-F3 70.7 174.7 241.9% 58.8 205.7 44.8 397.0 355.9% 479.3% 51.8% 
H-F4 85.9 151.5 176.7% 116.3 157.7 69.4 419.2 153.1% 226.2% 37.6% 
H-F5 188.2 211.9 119.8% 208.4 250.2 132.7 698.1 117.8% 186.7% 33.4% 
H-F6 76.5 216.2 293.2% 76.0 128.0 80.5 330.4 167.6% 187.4% 38.3% 
H-F7 120.4 212.7 176.2% 91.7 169.9 114.6 487.5 189.9% 148.2% 34.5% 
H-M1 117.2 173.7 148.0% 127.2 161.3 86.0 447.8 132.3% 193.5% 36.2% 
H-M2 97.9 268.9 272.7% 71.5 216.0 125.9 463.5 304.2% 179.9% 46.4% 
H-M3 84.3 378.6 432.7% 112.5 247.1 70.0 493.3 222.9% 353.8% 49.8% 
H-M4 101.0 237.3 235.1% 78.4 105.1 91.4 429.5 135.5% 115.8% 24.5% 
H-M5 86.7 171.6 199.0% 87.3 148.0 122.0 419.3 178.9% 120.8% 35.0% 
H-M6 119.1 297.5 256.5% 92.4 240.2 95.6 534.1 259.7% 255.1% 44.6% 
H-M7 81.3 143.5 176.1% 72.9 173.4 109.7 415.4 238.9% 158.2% 40.9% 
H 平均 107.3 231.2 230.9% 101.8 183.9 102.8 471.9 194.8% 189.9% 38.4% 
 
Jt 単独 Jt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 78.9 77.5 95.7% 65.2 73.2 123.0 325.1 115.5% 59.1% 22.5% 
K-F2 76.0 120.0 165.8% 62.3 96.1 94.8 319.0 167.0% 99.8% 29.4% 
K-F3 105.0 146.6 145.8% 58.5 161.8 127.5 428.5 281.2% 128.2% 37.6% 
K-F4 129.2 62.6 48.9% 92.8 56.2 134.9 430.3 66.9% 40.7% 12.8% 
K-F5 66.2 152.7 229.4% 56.9 102.2 116.2 331.4 182.6% 89.4% 31.0% 
K-F6 61.7 137.2 230.8% 62.9 86.4 126.9 379.8 144.3% 68.3% 22.8% 
K-F7 138.6 107.9 86.1% 112.1 109.9 151.4 471.0 97.7% 73.3% 23.2% 
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K-F8 88.1 126.8 143.8% 115.2 127.4 178.4 462.4 110.4% 71.0% 27.3% 
K-F9 124.4 74.8 59.9% 104.1 72.0 130.7 472.3 69.3% 56.6% 15.2% 
K-F10 102.8 101.4 103.3% 86.6 106.2 129.9 370.6 122.5% 81.8% 28.6% 
K-F11 106.3 139.9 130.7% 104.1 110.8 145.2 437.8 106.9% 76.6% 25.3% 
K-F12 52.7 67.4 155.2% 62.0 85.4 103.4 354.1 137.7% 82.8% 24.1% 
K-M1 65.5 77.2 118.5% 70.4 58.6 127.4 316.7 84.0% 46.1% 18.4% 
K-M2 95.4 45.3 47.6% 113.0 41.0 118.8 397.7 43.1% 35.3% 10.5% 
K-M3 109.7 97.0 91.2% 89.5 105.9 112.6 372.5 120.1% 92.6% 27.6% 
K 平均 93.4 102.3 123.5% 83.7 92.9 128.1 391.3 123.3% 73.4% 23.8% 
 
Jtt 単独 Jtt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 81.0 288.8 356.0% 68.6 256.3 197.7 589.3 397.2% 135.0% 43.3% 
K-F2 68.2 233.4 341.6% 64.3 191.2 132.0 443.1 299.9% 145.1% 42.6% 
K-F3 76.3 279.6 371.2% 54.6 262.1 146.7 541.3 480.9% 178.7% 48.3% 
K-F4 139.7 128.5 91.8% 131.0 119.5 166.1 521.3 94.3% 72.0% 22.9% 
K-F5 69.2 293.1 431.9% 66.9 171.5 136.2 435.1 258.8% 126.5% 39.3% 
K-F6 70.4 136.7 205.1% 54.3 131.9 143.5 443.3 245.2% 91.8% 29.7% 
K-F7 98.2 151.1 162.4% 112.8 121.2 153.8 494.4 113.2% 79.9% 24.5% 
K-F8 97.4 324.6 334.7% 89.4 150.7 146.0 431.0 171.4% 104.8% 35.0% 
K-F9 132.9 133.1 99.3% 101.4 99.7 141.6 482.8 101.5% 70.5% 20.3% 
K-F10 69.4 230.5 335.8% 78.8 246.7 192.9 564.8 320.7% 125.6% 42.9% 
K-F11 71.6 307.0 428.6% 83.8 182.1 162.8 506.1 219.9% 111.4% 35.8% 
K-F12 54.8 161.7 307.0% 63.3 118.1 119.0 394.2 187.2% 99.3% 29.9% 
K-M1 63.7 87.7 137.9% 86.8 50.5 126.5 315.4 58.8% 40.3% 16.0% 
K-M2 136.8 61.3 45.9% 239.3 250.0 99.3 684.5 106% 248% 36% 
K-M3 64.5 83.0 131.9% 65.8 71.8 70.8 285.7 117.7% 103.2% 25.0% 
K 平均 86.3 193.3 252.1% 90.7 161.6 142.3 475.5 211.5% 115.5% 32.8% 
 
Kt 単独 Kt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 223.2 50.5 23.5% 180.5 66.5 156.1 451.7 37.2% 43.1% 14.8% 
K-F2 165.7 73.1 44.0% 128.8 72.7 129.3 381.3 58.0% 56.8% 19.2% 
K-F3 217.9 95.8 44.7% 146.1 40.9 125.6 386.8 27.9% 32.6% 10.5% 
K-F4 159.2 69.7 44.1% 139.9 46.6 113.0 391.4 34.3% 42.3% 12.1% 
K-F5 192.0 61.2 31.5% 149.9 35.8 139.7 389.3 24.0% 25.4% 9.2% 
K-F6 137.4 56.7 41.5% 147.3 46.9 119.6 384.1 31.8% 39.2% 12.2% 
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K-F7 155.9 36.0 22.9% 182.7 31.3 154.8 471.7 17.1% 20.8% 6.7% 
K-F8 211.4 87.3 41.2% 194.4 74.4 196.5 528.9 38.8% 38.0% 14.1% 
K-F9 178.5 42.1 23.7% 168.0 27.6 142.6 424.9 16.6% 19.3% 6.5% 
K-F10 222.7 62.8 28.3% 191.8 70.6 205.6 539.2 38.0% 35.4% 13.2% 
K-F11 192.8 72.3 37.5% 179.7 72.5 139.7 464.8 40.4% 51.9% 15.6% 
K-F12 193.1 60.0 31.0% 149.5 51.4 131.2 403.2 34.6% 40.2% 12.8% 
K-M1 114.4 42.4 38.0% 131.8 28.3 161.2 356.4 21.2% 17.7% 7.9% 
K-M2 125.0 46.9 38.5% 146.4 47.5 160.7 409.7 32.5% 29.5% 11.6% 
K-M3 160.0 68.5 42.5% 164.2 80.3 169.8 514.0 51.4% 50.4% 15.8% 
K 平均 176.6 61.7 35.5% 160.1 52.9 149.7 433.2 33.6% 36.2% 12.1% 
 
Ktt 単独 Ktt 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 118.8 196.6 165.8% 116.9 180.7 169.5 523.6 155.2% 107.4% 34.5% 
K-F2 102.5 185.6 179.5% 82.1 124.2 116.4 376.9 156.6% 108.0% 33.0% 
K-F3 125.3 239.8 191.7% 102.9 125.4 129.1 422.8 121.9% 98.1% 29.7% 
K-F4 115.8 123.9 107.1% 103.8 87.9 140.4 434.4 84.6% 62.7% 20.2% 
K-F5 111.1 149.4 134.4% 91.2 108.4 153.4 412.6 118.6% 71.0% 26.2% 
K-F6 91.6 117.3 128.2% 87.5 82.9 91.9 352.2 94.7% 89.9% 23.5% 
K-F7 116.5 91.1 78.2% 125.8 122.6 150.4 518.0 95.8% 78.9% 23.0% 
K-F8 100.7 201.0 257.6% 120.0 162.6 217.4 551.2 135.7% 73.3% 28.8% 
K-F9 114.3 105.1 92.4% 93.8 85.6 110.7 399.7 91.6% 77.5% 21.5% 
K-F10 113.8 208.4 183.1% 110.0 170.0 196.7 560.3 154.0% 86.0% 30.2% 
K-F11 132.5 154.6 115.4% 113.3 129.2 154.4 459.3 114.1% 83.9% 28.1% 
K-F12 84.5 166.9 197.7% 78.6 139.5 111.0 420.3 177.6% 128.4% 33.3% 
K-M1 76.7 89.8 120.2% 85.7 64.4 137.0 347.2 75.5% 47.2% 18.2% 
K-M2 90.5 126.3 135.2% 103.6 97.5 151.4 424.3 94.9% 65.1% 23.1% 
K-M3 87.3 165.0 199.0% 84.4 137.0 142.3 448.1 169.9% 95.2% 30.2% 












Jk 単独 Jk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 51.6 107.8 216.2% 76.0 81.8 75.4 261.4 108.2% 108.1% 31.6% 
J-F2 43.0 123.2 307.4% 39.2 87.9 68.2 237.4 225.0% 129.3% 37.1% 
J-F3 48.6 111.0 228.3% 54.4 77.4 82.4 239.4 143.5% 94.6% 32.5% 
J-F4 60.1 140.1 241.1% 65.5 103.9 90.2 308.8 161.0% 115.8% 33.6% 
J-F5 45.0 108.1 246.4% 61.2 78.3 98.8 280.7 131.6% 79.4% 28.0% 
J-F6 66.1 109.2 165.1% 55.0 56.7 73.0 238.8 103.1% 78.2% 23.7% 
J-F7 59.0 113.8 201.2% 62.1 94.6 97.8 292.1 153.0% 97.6% 32.5% 
J-M1 55.0 90.5 165.5% 53.3 60.1 55.3 214.3 112.8% 108.5% 27.9% 
J-M2 62.8 71.4 121.8% 63.4 48.2 75.5 235.6 76.4% 62.9% 20.3% 
J-M3 51.2 62.0 122.7% 42.4 69.9 48.8 193.8 170.7% 151.7% 36.1% 
J 平均 54.2 103.7 201.6% 57.3 75.9 76.5 250.2 138.5% 102.6% 30.3% 
 
Jkk 単独 Jkk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 86.1 221.0 256.9% 97.7 168.9 79.2 384.8 173.3% 213.8% 43.9% 
J-F2 62.9 308.9 496.9% 62.3 193.5 61.8 359.2 310.9% 313.3% 53.9% 
J-F3 69.9 229.4 329.8% 77.3 164.8 81.1 341.3 213.9% 203.4% 48.3% 
J-F4 68.6 132.1 183.8% 77.1 257.2 80.5 468.5 334.3% 320.1% 55.0% 
J-F5 59.3 224.6 379.7% 68.1 188.8 91.7 390.2 279.7% 207.4% 48.4% 
J-F6 79.7 248.3 312.5% 76.4 151.6 65.7 337.0 202.2% 230.3% 44.9% 
J-F7 74.8 231.5 313.8% 80.0 193.1 83.0 393.0 243.2% 235.1% 49.1% 
J-M1 63.5 193.1 306.0% 51.9 158.8 71.3 319.2 307.9% 223.0% 49.7% 
J-M2 72.3 216.5 300.3% 66.6 142.0 75.4 327.2 214.2% 189.0% 43.3% 
J-M3 52.9 182.3 362.5% 49.4 134.5 50.5 274.0 272.8% 267.7% 49.0% 
J 平均 69.0 218.8 324.2% 70.7 175.3 74.0 359.5 255.3% 240.3% 48.6% 
 
Jk 単独 Jk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 43.4 100.5 232.3% 51.8 81.1 54.9 269.0 155.1% 146.3% 29.8% 
H-F2 53.5 148.6 282.1% 61.9 101.2 78.9 313.4 171.1% 136.1% 32.8% 
H-F3 64.9 115.2 187.1% 37.4 68.0 52.6 232.4 201.7% 137.4% 29.0% 
H-F4 85.5 109.9 131.0% 68.5 55.1 67.2 273.6 80.7% 81.6% 20.1% 
H-F5 106.7 86.3 82.4% 112.9 87.1 120.9 441.1 77.6% 70.3% 19.4% 
H-F6 65.7 84.1 138.0% 62.0 40.7 78.4 254.5 71.1% 54.1% 15.1% 
181 
 
H-F7 99.0 98.1 99.2% 79.6 121.6 94.7 397.8 148.0% 122.5% 29.0% 
H-M1 84.9 58.9 69.4% 84.9 39.1 72.2 275.2 46.1% 54.5% 14.2% 
H-M2 73.8 65.4 88.8% 44.8 68.9 77.6 313.3 157.3% 92.0% 22.2% 
H-M3 48.8 130.0 264.9% 43.2 50.6 40.8 212.1 118.2% 130.0% 23.9% 
H-M4 71.5 93.4 141.9% 81.6 98.6 64.8 408.3 130.9% 153.3% 24.5% 
H-M5 84.5 99.9 119.8% 84.4 60.1 97.5 314.8 70.8% 60.9% 18.9% 
H-M6 73.4 135.0 183.5% 71.3 120.2 107.7 399.5 170.0% 112.8% 30.1% 
H-M7 82.9 108.2 130.6% 67.0 78.1 80.1 293.8 119.3% 97.9% 26.8% 
Ｈ平均 79.1 95.9 131.8% 73.2 76.5 83.5 331.0 110.9% 94.8% 22.4% 
 
Jkk 単独 Jkk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 67.7 219.6 339.7% 56.4 213.7 74.7 410.9 387.5% 290.7% 51.9% 
H-F2 92.8 317.9 385.6% 93.8 363.0 100.9 615.4 458.3% 387.3% 57.8% 
H-F3 68.6 198.2 291.9% 99.6 297.5 84.9 566.1 295.4% 341.5% 49.2% 
H-F4 94.8 222.0 231.6% 99.6 297.5 84.9 566.1 295.4% 341.5% 49.2% 
H-F5 152.8 168.7 113.7% 185.2 308.3 115.3 757.1 162.3% 270.7% 39.6% 
H-F6 95.5 229.4 241.6% 81.3 98.4 71.8 321.1 120.1% 183.6% 27.1% 
H-F7 123.0 151.3 128.8% 84.8 118.8 87.7 413.7 139.0% 135.7% 28.0% 
H-M1 95.9 125.3 134.0% 134.6 236.5 90.0 414.7 195.0% 278.2% 57.8% 
H-M2 69.1 270.2 390.9% 60.1 225.7 136.3 484.9 389.2% 169.7% 46.3% 
H-M3 81.1 432.8 513.5% 81.5 366.7 59.3 573.9 458.9% 637.6% 63.8% 
H-M4 109.3 185.4 190.3% 103.6 181.8 77.7 524.3 183.5% 223.7% 32.4% 
H-M5 83.7 122.8 148.1% 80.0 122.3 118.0 406.0 149.4% 98.8% 28.6% 
H-M6 109.4 244.6 229.9% 100.0 238.1 103.4 532.5 246.5% 233.1% 44.4% 
H-M7 83.7 166.0 198.4% 70.8 129.2 80.3 353.3 183.0% 160.8% 36.3% 
H 平均 100.4 209.7 228.9% 98.2 202.6 94.0 478.2 222.7% 239.2% 40.4% 
 
Jk 単独 Jk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 69.2 105.6 155.8% 76.5 98.6 122.4 366.2 129.8% 80.7% 26.5% 
K-F2 66.9 224.6 344.2% 61.8 63.5 78.5 268.8 103.2% 80.2% 23.4% 
K-F3 90.0 101.8 111.7% 65.6 124.1 122.9 422.1 191.6% 100.0% 29.1% 
K-F4 114.1 76.4 69.7% 76.5 68.5 113.0 372.6 90.9% 63.0% 18.5% 
K-F5 75.6 138.5 190.5% 56.2 87.8 95.7 325.9 165.9% 120.5% 27.1% 
K-F6 62.7 92.9 162.1% 60.2 99.8 119.6 388.5 174.9% 83.0% 25.4% 
K-F7 108.2 99.9 94.1% 83.0 54.6 102.8 334.7 66.3% 58.8% 16.2% 
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K-F8 79.5 131.8 165.6% 97.4 114.1 181.2 455.1 119.2% 64.1% 25.3% 
K-F9 116.1 95.3 86.1% 106.2 69.7 153.6 450.8 71.2% 47.2% 15.8% 
K-F10 64.6 71.5 110.4% 75.6 113.9 159.8 413.2 159.4% 70.5% 27.3% 
K-F11 81.9 158.4 193.4% 83.7 116.8 135.9 405.6 139.9% 85.7% 28.7% 
K-F12 60.2 107.9 183.1% 70.8 71.6 93.9 346.0 137.5% 75.5% 21.1% 
K-M1 78.8 72.3 95.3% 87.5 55.2 106.7 311.8 63.4% 51.9% 17.8% 
K-M2 62.5 64.2 103.5% 84.2 48.7 106.0 362.3 61.8% 46.2% 13.5% 
K-M3 136.4 87.2 71.4% 100.8 91.8 135.9 371.8 92.9% 64.9% 23.7% 
K 平均 84.4 108.5 142.5% 79.1 85.2 121.9 373.0 117.9% 72.8% 22.6% 
 
Jkk 単独 Jkk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 88.0 245.5 287.0% 76.8 275.7 165.6 626.3 359.2% 184.5% 44.5% 
K-F2 55.2 302.2 558.2% 68.9 168.4 136.2 444.5 244.6% 123.0% 37.7% 
K-F3 124.1 280.5 235.3% 82.6 237.1 149.2 555.1 300.0% 158.5% 42.5% 
K-F4 139.2 113.6 80.1% 108.2 83.4 157.2 484.9 84.9% 54.2% 17.1% 
K-F5 67.5 164.3 244.8% 73.8 144.8 104.1 400.8 205.1% 136.8% 35.3% 
K-F6 46.5 160.1 354.4% 70.2 91.9 112.3 382.2 133.6% 84.8% 24.1% 
K-F7 104.3 97.6 93.5% 104.7 164.5 148.8 520.6 169.0% 110.9% 31.1% 
K-F8 80.6 196.9 248.8% 81.6 130.4 149.9 413.8 160.2% 87.3% 31.5% 
K-F9 135.8 128.3 94.2% 121.7 80.9 136.8 453.9 68.6% 60.4% 17.9% 
K-F10 68.9 191.8 284.0% 58.9 210.9 207.7 544.8 363.7% 101.2% 38.6% 
K-F11 79.4 190.2 242.5% 61.7 173.5 173.1 487.7 286.6% 100.5% 35.7% 
K-F12 69.1 174.8 253.2% 55.8 101.4 101.4 364.0 183.8% 101.0% 27.8% 
K-M1 78.0 84.4 108.0% 63.0 65.0 90.4 268.8 111.4% 73.1% 24.3% 
K-M2 169.1 92.2 65.3% 190.0 149.8 98.6 556.7 68.5% 136.9% 22.2% 
K-M3 63.2 86.9 139.4% 57.6 68.1 89.2 253.5 118.1% 76.5% 26.8% 
K 平均 91.3 167.3 219.2% 85.0 143.0 134.7 450.5 190.5% 106.0% 30.5% 
 
Kk 単独 Kk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 180.5 89.4 53.0% 207.1 67.2 187.2 526.2 33.3% 36.7% 13.0% 
K-F2 152.6 92.6 63.5% 117.9 76.6 121.1 362.9 65.0% 63.1% 21.1% 
K-F3 197.0 86.9 44.2% 165.3 46.3 129.3 428.1 28.0% 35.8% 10.8% 
K-F4 172.2 70.9 41.5% 154.4 46.7 138.8 443.2 30.2% 33.9% 10.5% 
K-F5 159.7 72.0 45.1% 123.1 54.8 121.6 357.9 44.7% 45.1% 15.3% 
K-F6 137.3 53.5 39.1% 131.5 51.6 104.4 365.4 39.5% 49.5% 14.1% 
183 
 
K-F7 164.3 43.8 26.9% 169.1 35.8 140.8 442.1 21.4% 26.4% 8.2% 
K-F8 141.4 93.2 66.6% 175.5 64.8 185.1 482.1 37.5% 35.0% 13.5% 
K-F9 172.4 51.2 29.8% 146.4 42.7 152.5 407.9 33.1% 28.1% 10.8% 
K-F10 154.7 60.3 51.0% 174.2 70.6 181.8 506.5 40.9% 39.5% 14.0% 
K-F11 159.5 98.3 65.8% 171.3 76.2 157.3 485.1 44.5% 48.8% 15.6% 
K-F12 174.9 61.7 35.8% 142.1 52.9 103.8 370.8 37.3% 51.1% 14.3% 
K-M1 118.4 59.8 50.6% 119.6 31.9 139.2 332.3 26.6% 23.0% 9.6% 
K-M2 150.3 41.2 29.4% 130.8 52.6 141.8 382.9 40.6% 39.0% 13.9% 
K-M3 201.8 76.9 38.5% 157.0 53.1 81.0 393.8 33.9% 65.3% 13.4% 
K 平均 162.5 70.1 45.4% 152.4 54.9 139.0 419.1 37.1% 41.4% 13.2% 
 
Kkk 単独 Kkk 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 104.5 184.4 181.3% 104.9 178.8 188.3 539.1 171.2% 95.7% 33.2% 
K-F2 105.2 151.5 145.7% 95.2 106.0 123.8 378.4 112.7% 85.6% 28.1% 
K-F3 119.7 209.8 175.5% 97.3 134.8 133.7 431.2 139.2% 101.1% 31.2% 
K-F4 122.2 128.2 105.7% 114.9 83.9 140.2 413.1 73.1% 61.8% 20.5% 
K-F5 103.5 138.6 135.4% 80.1 122.1 150.1 421.9 152.7% 81.3% 28.7% 
K-F6 68.3 113.1 168.8% 77.8 73.2 86.1 338.2 94.0% 85.6% 21.6% 
K-F7 118.1 114.0 95.4% 96.9 90.2 110.9 390.4 92.7% 81.8% 22.9% 
K-F8 99.3 161.8 167.2% 102.0 151.6 181.2 503.3 149.6% 83.7% 30.1% 
K-F9 123.0 89.0 72.7% 110.5 80.5 163.6 452.1 72.9% 54.8% 18.1% 
K-F10 99.4 192.3 195.0% 99.0 186.3 210.0 559.1 187.9% 88.9% 33.3% 
K-F11 105.4 179.1 170.6% 95.1 142.2 139.2 444.5 152.5% 102.6% 31.9% 
K-F12 86.6 150.6 175.7% 88.9 109.2 117.0 393.9 123.8% 95.8% 27.7% 
K-M1 75.4 87.3 119.9% 86.9 65.2 137.9 342.6 75.7% 46.9% 18.9% 
K-M2 104.5 113.3 109.8% 119.9 125.3 156.0 472.8 101.8% 78.4% 25.7% 
K-M3 104.1 172.6 166.9% 88.4 119.7 122.7 428.2 136.5% 97.1% 27.7% 










4．子音 s の実験結果(単位：ms) 
 
Js 単独 Js 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 82.5 100.0 121.3% 97.0 85.1 94.1 292.0 88.2% 91.1% 29.2% 
J-F2 73.3 107.7 147.7% 63.0 88.0 75.6 251.6 140.8% 117.8% 35.0% 
J-F3 66.9 113.1 172.1% 67.2 87.7 89.7 253.6 130.5% 97.8% 34.6% 
J-F4 73.1 153.0 217.8% 80.9 110.7 97.9 317.8 137.0% 113.4% 34.9% 
J-F5 67.4 116.4 172.8% 71.3 89.4 111.2 295.6 125.7% 80.4% 30.2% 
J-F6 70.6 114.4 161.2% 58.4 79.7 90.5 267.1 137.6% 88.5% 29.8% 
J-F7 77.1 107.8 151.4% 81.6 83.8 104.8 286.7 102.6% 80.0% 29.2% 
J-M1 53.6 107.7 201.5% 45.3 85.8 69.7 224.6 190.0% 123.3% 38.2% 
J-M2 64.0 103.9 163.4% 64.0 72.0 88.6 242.9 112.6% 82.0% 29.7% 
J-M3 58.0 91.3 157.7% 60.2 66.7 92.2 241.3 111.7% 84.5% 28.2% 
Ｊ平均 68.6 111.5 166.7% 68.9 84.9 91.4 267.3 127.7% 95.9% 31.9% 
 
Jss 単独 Jss 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
J-F1 110.2 214.3 194.4% 124.6 173.4 94.5 412.7 138.9% 183.3% 41.9% 
J-F2 81.5 260.3 335.3% 80.2 179.1 74.8 367.4 242.1% 239.5% 48.8% 
J-F3 75.3 234.2 312.0% 87.9 176.6 94.8 371.3 201.3% 187.6% 47.6% 
J-F4 101.9 313.3 309.0% 96.4 247.1 101.0 480.7 256.3% 244.8% 51.4% 
J-F5 70.2 237.4 338.2% 86.4 179.7 101.9 385.1 207.9% 176.9% 46.6% 
J-F6 87.9 229.3 263.8% 82.9 161.0 76.8 356.5 194.5% 209.7% 45.2% 
J-F7 103.1 210.7 205.8% 96.2 190.9 94.7 404.0 201.3% 201.8% 47.1% 
J-M1 66.3 206.5 312.9% 64.7 173.2 73.3 334.9 273.6% 236.0% 51.7% 
J-M2 73.7 223.4 304.2% 74.9 175.7 63.7 344.2 235.9% 276.5% 51.0% 
J-M3 73.5 185.9 257.9% 69.1 134.2 66.8 284.7 195.1% 201.6% 47.2% 
Ｊ平均 84.4 231.5 283.4% 86.3 179.1 84.2 374.2 214.7% 215.8% 47.8% 
 
Js 単独 Js 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 71.5 121.4 171.8% 73.1 89.7 80.0 294.7 122.8% 112.3% 30.5% 
H-F2 92.6 147.3 156.6% 111.2 215.4 97.6 474.8 186.6% 228.7% 43.2% 
H-F3 46.7 104.8 224.4% 51.4 102.8 73.3 270.8 216.8% 141.2% 38.1% 
H-F4 79.1 110.6 141.1% 80.2 109.3 91.8 325.8 135.4% 120.8% 33.2% 
H-F5 139.0 146.7 107.4% 149.5 169.1 143.8 523.2 111.4% 118.3% 31.0% 
H-F6 85.6 98.6 118.2% 96.6 68.7 93.2 290.3 71.0% 73.9% 23.7% 
185 
 
H-F7 111.3 224.0 213.2% 88.2 141.0 112.2 388.1 159.9% 125.7% 36.3% 
H-M1 87.4 91.0 105.1% 105.7 77.8 74.9 300.4 75.3% 105.3% 25.7% 
H-M2 84.8 106.9 130.2% 87.4 93.9 101.9 346.0 108.7% 93.4% 27.1% 
H-M3 66.4 104.1 158.6% 58.1 65.7 47.0 228.4 115.2% 156.6% 29.5% 
H-M4 92.5 141.8 158.6% 70.2 122.2 90.0 356.3 175.8% 136.1% 34.4% 
H-M5 89.9 95.8 104.5% 103.5 85.5 114.1 346.6 82.6% 73.5% 23.6% 
H-M6 97.0 161.1 170.2% 80.7 154.5 106.2 412.4 192.0% 146.2% 37.5% 
H-M7 86.2 104.5 122.7% 82.1 147.6 90.2 352.1 181.1% 164.5% 42.0% 
Ｈ平均 94.0 127.5 138.9% 92.2 112.6 97.4 354.4 127.3% 119.4% 31.1% 
 
Jss 単独 Jss 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
H-F1 89.1 268.0 310.4% 65.3 238.7 96.3 443.9 369.6% 250.2% 53.7% 
H-F2 96.0 237.8 216.7% 110.2 292.6 114.2 562.0 262.9% 265.2% 52.0% 
H-F3 80.4 217.4 278.8% 104.1 184.0 72.5 393.5 186.4% 262.2% 46.7% 
H-F4 97.7 176.9 189.4% 112.7 193.8 82.1 438.9 174.1% 255.8% 44.0% 
H-F5 172.7 165.8 97.8% 181.1 275.3 157.4 690.8 158.7% 176.3% 38.7% 
H-F6 105.8 155.5 147.1% 92.2 96.3 81.2 303.6 104.7% 121.0% 31.5% 
H-F7 103.1 250.0 247.2% 95.9 184.4 110.7 449.7 196.7% 169.0% 40.9% 
H-M1 131.9 178.2 134.9% 152.8 159.8 96.3 451.0 106.6% 166.7% 35.6% 
H-M2 102.2 279.1 299.9% 88.8 235.4 124.1 490.0 260.0% 187.1% 47.1% 
H-M3 112.4 273.0 242.9% 98.6 244.3 60.2 450.0 251.7% 440.1% 54.4% 
H-M4 94.9 258.8 272.1% 132.9 211.2 124.5 546.2 160.2% 169.4% 38.2% 
H-M5 88.7 155.4 195.9% 96.5 102.4 132.5 378.5 114.1% 83.4% 26.9% 
H-M6 110.3 282.4 259.0% 101.9 236.9 111.9 505.3 230.1% 211.5% 46.1% 
H-M7 96.7 170.1 177.9% 90.1 176.2 103.3 393.9 198.2% 177.1% 44.5% 
Ｈ平均 111.9 216.8 207.5% 113.1 192.2 110.2 465.9 178.1% 190.2% 40.4% 
 
Js 単独 Js 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 90.9 114.1 123.5% 94.7 124.2 136.3 389.5 134.6% 92.1% 32.0% 
K-F2 104.3 107.1 111.5% 79.7 110.7 114.6 332.5 139.9% 96.2% 33.1% 
K-F3 90.0 192.8 215.1% 90.8 187.8 166.4 484.8 206.2% 112.2% 38.5% 
K-F4 141.1 150.8 112.5% 118.1 149.8 145.0 483.7 128.6% 103.9% 31.0% 
K-F5 90.6 172.4 192.0% 76.4 135.8 120.4 360.8 178.5% 113.1% 37.7% 
K-F6 62.2 132.7 216.1% 63.1 127.8 150.9 402.5 220.7% 84.9% 31.7% 
K-F7 115.7 174.2 149.3% 116.0 175.8 191.8 433.4 155.3% 92.4% 44.0% 
186 
 
K-F8 94.3 126.6 146.6% 111.4 122.8 158.3 438.2 110.7% 78.0% 28.1% 
K-F9 135.4 119.2 88.5% 138.6 131.3 176.2 505.0 96.4% 74.2% 25.9% 
K-F10 96.9 105.7 110.5% 109.3 127.6 179.5 439.2 116.6% 71.1% 29.0% 
K-F11 107.1 169.9 159.7% 106.8 122.8 147.3 418.5 115.1% 83.4% 29.3% 
K-F12 59.5 160.5 266.0% 74.7 135.3 122.5 382.5 181.2% 111.1% 35.4% 
K-M1 79.2 111.6 144.8% 83.7 84.3 111.4 300.0 101.2% 76.0% 28.1% 
K-M2 139.4 101.1 73.8% 148.9 95.7 144.3 450.2 74.8% 70.4% 21.9% 
K-M3 103.8 115.5 112.4% 114.9 101.7 118.6 345.3 94.1% 87.4% 29.8% 
K 平均 100.7 137.0 148.2% 101.8 128.9 145.6 411.1 136.9% 89.7% 31.7% 
 
Jss 単独 Jss 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 79.1 224.0 290.4% 79.8 282.5 108.1 503.3 351.2% 276.3% 56.2% 
K-F2 98.9 275.9 281.9% 65.3 241.6 143.0 492.0 393.7% 167.8% 48.8% 
K-F3 84.2 363.6 432.2% 79.7 242.8 175.0 536.9 308.0% 142.8% 44.9% 
K-F4 123.7 161.2 130.6% 126.3 174.3 159.6 502.8 140.9% 109.5% 34.6% 
K-F5 82.1 214.2 263.3% 78.2 155.9 115.5 385.3 202.8% 137.1% 40.6% 
K-F6 53.8 212.0 395.8% 61.5 167.6 149.7 418.3 276.3% 112.2% 39.9% 
K-F7 140.9 238.3 167.3% 118.9 224.0 171.9 526.2 203.9% 130.5% 42.6% 
K-F8 117.7 226.8 198.6% 114.4 181.2 161.4 483.0 162.4% 112.2% 37.1% 
K-F9 128.9 150.4 116.8% 150.5 156.1 147.9 493.8 103.3% 106.5% 31.4% 
K-F10 63.1 317.7 511.3% 94.3 213.5 212.4 539.0 227.4% 101.9% 39.5% 
K-F11 105.1 254.9 245.1% 93.4 208.7 186.0 512.8 223.9% 112.1% 40.7% 
K-F12 69.1 240.2 348.0% 80.9 200.9 147.1 471.9 276.1% 136.3% 42.5% 
K-M1 87.5 122.3 140.5% 78.7 101.9 112.2 313.8 133.6% 91.3% 32.5% 
K-M2 165.8 112.8 71.5% 195.9 143.1 125.0 530.8 71.5% 112.9% 26.4% 
K-M3 79.2 129.9 163.6% 89.9 107.4 83.1 288.6 120.2% 132.8% 37.4% 
K 平均 98.6 216.3 250.5% 100.5 186.8 146.5 466.6 213.0% 132.1% 39.7% 
 
Ks 単独 Ks 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 276.0 104.5 38.3% 201.1 107.9 181.4 495.8 53.3% 59.5% 21.7% 
K-F2 131.4 124.5 95.8% 131.3 93.6 127.4 358.7 71.0% 73.3% 26.0% 
K-F3 214.8 159.6 75.3% 138.1 97.8 136.5 378.4 71.7% 72.1% 25.8% 
K-F4 175.8 136.4 77.7% 147.5 115.4 151.3 428.1 78.2% 76.5% 26.9% 
K-F5 172.8 116.6 67.9% 137.1 104.8 128.7 384.5 76.5% 81.6% 27.3% 
K-F6 139.4 103.3 74.1% 151.4 97.5 132.8 394.7 64.5% 73.5% 24.7% 
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K-F7 191.4 93.5 49.8% 169.4 88.9 118.9 387.4 52.4% 74.7% 22.9% 
K-F8 225.2 134.7 61.6% 202.3 88.4 210.3 509.3 43.7% 41.9% 17.3% 
K-F9 156.4 108.4 69.7% 151.9 105.8 138.6 421.1 70.8% 76.4% 25.2% 
K-F10 232.7 120.6 51.8% 196.4 108.2 211.5 525.2 55.3% 51.2% 20.6% 
K-F11 197.3 130.3 66.1% 200.9 112.8 155.8 478.3 56.4% 72.9% 23.6% 
K-F12 300.7 114.6 46.5% 141.4 92.2 121.0 366.7 65.3% 76.1% 25.1% 
K-M1 128.0 94.3 75.0% 134.2 74.9 129.7 348.2 56.0% 58.1% 21.5% 
K-M2 131.4 113.8 87.1% 168.2 94.4 178.2 451.6 56.1% 53.7% 20.9% 
K-M3 178.2 104.4 58.8% 158.4 91.9 159.2 420.0 58.5% 58.1% 21.9% 
K 平均 190.1 117.3 66.4% 162.0 98.3 152.1 423.2 62.0% 66.6% 23.4% 
 
Kss 単独 Kss 文中 
 
V1 C C/V1 V1 C V2 W C/V1 C/V2 C/W 
K-F1 117.5 228.3 200.7% 142.0 169.7 197.0 514.4 120.8% 86.2% 33.0% 
K-F2 98.7 234.8 239.3% 70.4 158.9 122.9 359.8 225.8% 131.6% 44.2% 
K-F3 124.6 243.5 195.9% 101.0 152.9 137.4 397.0 152.4% 111.3% 38.5% 
K-F4 126.9 183.4 144.4% 111.9 143.6 188.2 456.7 127.8% 81.5% 31.6% 
K-F5 125.4 199.7 159.7% 110.2 149.0 162.9 432.3 135.4% 91.9% 34.5% 
K-F6 88.1 151.1 178.4% 100.0 120.4 118.2 352.7 120.6% 102.0% 34.1% 
K-F7 136.1 152.3 111.1% 119.1 138.9 136.6 406.5 116.8% 103.5% 34.3% 
K-F8 155.4 192.4 132.0% 126.4 164.2 232.0 532.3 142.1% 71.1% 30.7% 
K-F9 132.4 131.0 99.5% 122.8 126.9 159.2 427.2 103.4% 79.9% 29.7% 
K-F10 100.1 197.6 202.4% 122.8 151.5 213.2 495.5 123.8% 70.1% 30.1% 
K-F11 148.9 185.0 124.8% 153.6 138.6 162.6 465.6 90.3% 85.3% 29.8% 
K-F12 93.6 202.4 219.2% 87.2 160.6 130.8 387.7 184.3% 122.8% 41.4% 
K-M1 85.4 125.5 146.9% 97.9 105.9 140.4 353.7 108.1% 75.5% 29.9% 
K-M2 101.1 153.0 151.8% 115.9 152.1 172.8 452.1 133.9% 88.5% 33.7% 
K-M3 95.9 188.4 196.3% 122.5 162.0 187.7 485.9 132.5% 86.8% 33.3% 



























黐黐哋 形、口、感情  
清清哋 形、口、味  
蠢蠢哋 形、口、性格 
长长哋 形、性質  
重重哋 形、口、性質   
大大哋 形、口   
冻冻哋 形、口、感情  
肥肥哋 形、口、性質  
苦苦哋 形、口、味  
灰灰哋 形、口、意匠  
紧紧哋 形、口 



























神神地 422 形、口、性格 





＊＊(short short)哋 形、外、性格 
衰衰哋 副、口 
酸酸哋 形、口、味 



















白白 baak2baak6 形、口、意匠 




翩翩 形、书、性質  
缩缩 形、书 


























臭崩崩 chaubaangbaang 形、口、性質 




浅兜兜 俗  





多罗罗 dololo 形、口、性質 
顶瓜瓜 形、共、性質  
短切切 形、口、形  
冻冰冰 形、口  
花斑斑 形、口、意匠 
肥腯腯 feidatdat 形、口、関係、  
肥＊＊dütdüt 形、口、関係  
肥淋淋 feilamlam/feinamnam 形、口、味  
肥揗揗 feitantan 形、口、関係  
慌失失 形、口、感情  
苦刁刁 形、口、感情  
阔扒扒 熟、俗、性質  
滐达达 形、口、味 “杰挞挞” 
娇滴滴 形、共、感情  






骨＊＊chaamchaam 形、口、性質  





黑麻麻 形、口、形質  
咸赧赧 haamnaannaan 形、口、味 
黑沉沉 形、共、気  
黑嘛嘛 形、口、性質  
黑墨墨 形、口、意匠  
黑口孟口孟 形、口、意匠 “黑猛猛” 
黑摸摸 形、口、性質  

























红手暴手暴 hongbokbok 形、口、意匠 
红当当 形、口、意匠 
红冬冬 形、口、意匠 
红＊＊gwaanggwaang 形、口、意匠  
懒洋洋 形、口、健康 



















































＊堪堪 ngaathamham 形、口 
奀雌雌 形、口 






























腥哼哼 形、共、性質  
腥＊＊sengwanwan 形、口、性質 
笑吟吟 形、口、感情 



















横梆梆 waangbongbong 俗 
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横＊＊waangbaangbaang 形、口、性格 “横棒棒” 
滑捋捋 形、口、性質 
滑潺潺 waatsaansaan 形、口、性質 




































绷绷紧 形、口  
刺刺痛 形、病  
嘈嘈闭 形、口、語  
大大个 形、口、性質  
大大力 形、口、行動、  
啖啖肉 形、口、性質  
嗲嗲吊 形、口、性格 “嗲吊” 
快快脚 形、口、行動  
快快手 形、口、性格  
吊吊＊diudiufing 形、口、性質  
多多声 熟、口、性質  
擒擒青 形、口、性格 “擒青”  
啦啦乱 形、口、感情 
懒懒闲 形、口、性格 
擸擸＊laaplaapling 形、口、性質 “擸＊” 
辣＊＊laathinghing 形、口、味  
掕掕跳 形、口、感情 
立立乱 形、口、感情 “立乱” 
流流长 形、口、时 






＊＊脚 nganngangök 動、口 






















白白痴痴 形、共、感情  
凄凄凉凉 形、口、感情  
七七八八 形  
前前后后 形、共、位置 
清清楚楚 形、共、性質   
癫癫废废 形、口、性格  
花花绿绿 形、慣、意匠  
快快趣趣 形、口、行動  
肥肥白白 形、口、性質  
肥肥＊＊feifeilaplap 形、口、性質  “肥肥纳纳” 
急急忙忙 副、口 
干干净净 副、共、衛生  
高高大大 形、共、関係  
高高瘦瘦 形、共、関係  
鬼鬼鼠鼠 副、口 
光光滑滑 形、口、性質  
行行企企 形、口、行動 
喉喉急急 形、口、性格 












＊＊黐黐 laplapchichi 形、口、性質 













































支支整整 形、口、化妆 “支整” 
整整齐齐 形、共 
正正经经 形、共、性格 
忠忠直直、终须乞食 句、谚、关系 “忠直” 
 
【A里（哩）AB】 




笨手笨脚 熟、成、性格  
暴冷暴热 熟、口、气  
不多不少 熟、共、性質  
















顶心顶肺 熟、口、感情  
多才多艺 熟、共、関係 
笃口笃鼻/笃眼笃鼻 熟、口、関係 
快手快脚 熟、口、性格  
快人快语 熟、成、性格 
忽冷忽热 熟、成、気 
火滚火燎 熟、俗、感情  
苦口苦面 熟、慣、感情 
娇声娇气 熟、成、性格 
鬼声鬼气 熟、口、語  
鬼头鬼脑 熟、口、関係  
滚红滚绿 熟、慣、行動 
滚三滚四 形、口、性格  






































岌头岌脑 ngaptaungapnou 俗 
呆头呆脑 熟、成 
碍手碍脚 熟、成、关系 
心大心细 熟、成、感情 
身水身汗 形、惯、行動 
呻呢呻唠 熟、口、感情 
神高神大 熟、成、关系 
十全十美 熟、成 
实牙实齿 熟、俗、性質 
识饮识食 形、口、食 
诚心诚意 熟、成、性格 
傻头傻脑 熟、成、感情 
顺风顺水 熟、俗、行動 
顺头顺路 熟、俗、行動 
相亲相爱 熟、成、关系 
薯头薯脑 熟、俗、性格 
熟口熟面 熟、惯、关系 
熟行熟路 熟、口、职 
头威头势 熟、口、性質 
土头土脑 熟、成、性格 
同声同气 熟、口、关系 
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横风横雨 熟、口、气 
吔文曳武 形、口、关系 
一模一样 熟、成、关系 
一五一十 熟、成、行動 
一岩一窟 形、口、形 
一心一意 熟、成、感情 
一时一样 熟、口、行動 
有生有死 熟、成、感情 
有纹有路 熟、口、性格 
有毛有翼 句、口、关系 
有头有尾 熟、成 
有头有面 熟、成、关系 
有头有主 熟、口、关系 
有型有款 熟、口、人间 
又惊又喜 熟、口、感情 
又翳又热 形、口、气 
疑神疑鬼 熟、成、感情 
认屎认屁 句、成、性格 
要威要面 熟、口、性格 
原汁原味 名、口、性質 
原汤原汁 熟、惯、性質 
真心真意 名、共、感情 
知冷知热 熟、成、性格 
自由自在 熟、成、感情 
直肠直脑 形、口、性格 
直肠直肚 形、共、性格 
 
【ABCC】 
笑口噬噬 形、惯、感情 
笑口吟吟 形、口、感情 
人仔细细 形、口、关系 
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2．普通話の重ね型形容詞リスト 
 
【AA】 
(AA はほとんど文語である。) 
白白，斑斑，彬彬 ，迟迟，重重，苍苍，涔涔，喳喳，沉沉，忡忡，憧憧，淙淙，菲菲，滚
滚，惶惶“皇皇”，遑遑“皇皇”，恢恢，岌岌，汲汲，戛戛，皎皎，喈喈，湝湝，斤斤，津津，
炯炯，赳赳，踽踽，涓涓，娟娟，睽睽，澜澜，朗朗，历历，涟涟，悢悢，了了，淋淋，粼
粼“磷磷”，凛凛，懔懔，泠泠，碌碌，落落，漫漫，茫茫，莽莽，蒙蒙“濛濛”，绵绵，脉脉，
漠漠，默默，袅袅，翩翩，便便，萋萋，轻轻，茕茕，俅俅，冉冉，苒苒，瀼瀼，穰穰，茸
茸，融融，洒洒，瑟瑟，森森，姗姗，闪闪，烁烁，簌簌，堂堂，滔滔，陶陶，腾腾，迢迢，
亭亭，婷婷，汪汪，巍巍，娓娓，潇潇，惺惺，汹汹，熊熊，栩栩，恂恂，恹恹，奄奄，滟
滟，泱泱，扬扬，洋洋，怏怏，遥遥，依依，奕奕，隐隐，幽幽，悠悠，郁郁，源源，沄沄，
谆谆，濯濯 
 
【ABB】 
矮墩墩，白皑皑，白茫茫，颤巍巍，沉甸甸，赤裸裸，赤条条，臭烘烘，顶呱呱，恶狠狠，
干巴巴，孤零零，光溜溜，光秃秃，鬼森森，汗津津，好端端，黑沉沉 ，黑洞洞，黑糊糊“黑
乎乎” “黑呼呼” “黑忽忽”，黑黢黢“黑漆漆”，黑魆魆，黑压压，黑油油，黑黝黝，红彤彤，红
艳艳，厚墩墩，黄灿灿，黄澄澄，灰溜溜，灰蒙蒙，活生生，火辣辣，急巴巴，急匆匆，假
惺惺，娇滴滴，金灿灿，紧巴巴，紧梆梆，紧绷绷，静悄悄，空荡荡，空落落，辣蒿蒿，辣
丝丝，辣酥酥，蓝晶晶，蓝莹莹，蓝湛湛，懒洋洋，乐滋滋，泪汪汪，冷冰冰，冷清清，冷
森森，冷飕飕，凉丝丝，凉飕飕，亮晶晶，亮堂堂，绿葱葱，绿茸茸，绿茵茵，绿油油，乱
纷纷，乱哄哄，乱蓬蓬，乱糟糟，慢腾腾“慢吞吞”，毛茸茸，美滋滋，明晃晃，闹哄哄，闹嚷
嚷，蔫呼呼，怒冲冲，暖烘烘，暖呼呼，暖洋洋，胖乎乎，气昂昂，气冲冲，气呼呼，气吁
吁，轻飘飘，热烘烘，热乎乎，热辣辣，热腾腾，软绵绵，傻呵呵，湿淋淋，湿漉漉，水淋
淋，水汪汪，酸溜溜，甜丝丝，文绉绉，喜冲冲，喜洋洋，香喷喷，笑眯眯，血淋淋，兴冲
冲，雄赳赳，羞答答，眼巴巴，阴森森，硬邦邦，油汪汪，直挺挺，醉醺醺 
 
【AAB】 
呱呱叫，蒙蒙亮，飘飘然 
 
【AABB】 
(AABB は成語が多い。) 
病病歪歪，跌跌撞撞，哆哆嗦嗦，鼓鼓囊囊，鬼鬼祟祟，浩浩荡荡，轰轰烈烈，花花绿绿，
挤挤插插(北京话)，兢兢业业，坑坑洼洼，哭哭啼啼，愣愣磕磕(北京话)，哩哩啦啦，哩哩啰
啰，骂骂咧咧，满满当当“满当当”，慢慢腾腾“慢慢吞吞”，密密层层，密密麻麻，袅袅婷婷，
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跑跑颠颠，婆婆妈妈，松松垮垮，堂堂正正，偷偷摸摸，推推搡搡，吞吞吐吐，歪歪扭扭，
唯唯诺诺，稀稀拉拉，熙熙攘攘，洋洋洒洒，影影绰绰，悠悠荡荡，晕晕忽忽，战战兢兢，
支支吾吾 
 
【A里（哩）AB】 
怪里怪气，糊里糊涂，邋里邋遢，啰里啰唆，洋里洋气 
 
【ABAC】 
(ABAC はほとんど成語である。) 
不干不净，不冷不热，不痛不痒，怪模怪样，怪声怪气，鬼头鬼脑，好声好气，合情合理，
昏头昏脑，活灵活现，火烧火燎，畸轻畸重，假仁假义，倔头倔脑，可歌可泣，愣头愣脑，
毛手毛脚，没大没小，没吃没穿，难解难分，能文能武，轻手轻脚，倾国倾城，人山人海，
如痴如醉，若即若离，若明若暗，傻头傻脑，缩手缩脚，缩头缩脑，同心同德，土生土长，
稳扎稳打，瓮声瓮气，我行我素，无法无天，无尽无休，无拘无束，无亲无故，无情无义，
无依无靠，无忧无虑，细声细气，相反相成，相辅相成，一模一样，有板有眼，有声有色，
有始有终，有血有肉，杂七杂八，再接再厉，知己知彼，自暴自弃，自给自足，自轻自贱，
自私自利，自由自在  
 
 
 
